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Ⅱ　特記事項 ○ 技能士 適用工事種別  （　　　　）内は、適用技能士 （１．５．２）

1 本工事の契約は、図面及び仕様書に基づくものとし、添付の工事内訳書は参考とする。 ○ 鉄筋工事（１級鉄筋技能士）

Ⅰ　工事概要 2 図面及び仕様書に記載されている製造所及び商品名は、製品の程度を示すもので参考とする。 ○ コンクリート工事（・１級左官技能士　・１級型枠施工技能士　・１級コンクリート圧送施工技能士）

3 契約締結後着工届を速やかに提出すること。現場代理人及び主任（監理）技術者通知書には、受注者に所属し、かつ、必要資格を有することが確認できる書類を添付すること。 ・ 鉄骨工事（１級とび技能士） ・ ブロック及びALCパネル工事（・１級ブロック建築技能士）

1　工事名称 4 建設業退職金共済制度の　「掛金収納書」　及び建設労災補償共済制度の　「加入証明書」　（写し）もしくは労働災害使用者賠償責任保険等加入を証する書類を契約後1月以内に ・ 防水工事（１級防水施工技能士　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作業）

提出すること。なお、建設業退職金共済制度の「掛金収納書」提出の必要がない場合は、建設業退職金共済証紙交付辞退届を提出すること。 ・ 石工事（・１級石工技能士　・１級石材施工技能士）

2　工事場所 5 特記仕様書に記載されている監督員の承諾、監督員との協議等の要領については、工事監理要領に定めるところによる。 ・ タイル工事（１級タイル張り技能士） ・ 木工事（１級建築大工技能士）

6 使用材料及び下請業者については、県産資材、県内企業及び誘致企業の採用に努めること。県産資材を使用しない場合は、「県産資材等不使用状況報告書」を監督職員に提出し、 ○ 屋根及びとい工事（・１級建築板金技能士　・１級スレート施工技能士）

3　建物概要 承諾を得ること。なお、県産資材、県内企業及び誘致企業とは、以下に該当するものをいう。 ・ 金属工事（・１級天井仕上げ施工技能士　・１級内装仕上げ施工技能士）

　（1） 県産資材とは、県内で産出、生産又は製造されたものをいう。 ○ 左官工事（１級左官技能士）

　（2） 県内企業とは、県内に主たる営業所を置く建設事業者をいう。 ○ 塗装工事（１級塗装技能士　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作業））

　（3） 誘致企業とは、県内に誘致された企業をいう。 ・ 建具工事（・１級サッシ施工技能士　・１級ガラス施工技能士）

7 本工事は電子納品対象工事とする。 ○ 内装工事（１級内装仕上げ施工技能士　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作業））

8 暴力団員等による不当要求又は工事妨害（以下「不当介入」という。）を受けた場合は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。 ○ 内装工事（１級表装技能士　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作業））

なお、遵守していないことが判明した場合は、指名停止等の措置を行うなど、厳正に対処する。 ・ 植栽工事（１級造園技能士）

① 　不当介入を受けた場合は、毅然としてこれを拒否し、不当介入があった時点で速やかに管轄警察署へ通報し、捜査上必要な協力を行うこと。 ○ 設備工事 ○ 配管技能士 ・ 冷凍空気調和機器施工技能士 ・ 熱絶縁施工技能士 ○ 建築板金技能士 ）

② 　警察に通報等を行った内容について書面により速やかに発注者に報告すること。また、不当介入を受けたことにより、工程に遅れが生じる等の被害が生じた場合は、発注者と

協議を行うこと。 技能士は、資格を証明する資料を監督員に提出すること。

Ⅲ　工事仕様

1 図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成３１年版）」

「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成３１年版）」、及び「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（平成３１年版）」による。 ○ 特別な材料の工法 標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定工法による。

なお、公共住宅建設にあっては、国土交通省住宅局住宅総合整備課監修「公共住宅建設工事共通仕様書（平成２８年度版）」を併せて適用する。

2 項目は、番号の前に ○印 の付いたものを適用する。

3 特記事項は、○印 の付いたものを適用する。○印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。○印と※印の付いた場合は、両方を適用する。 ○ 建設工事使用機械等 ※ 建設工事による排出ガス対策型建設機械を使用すること。

4 形状寸法の単位は、特記した場合を除き ミリメートルとする。 ※ 建設工事に伴う騒音振動対策技術指針に基づき、低騒音型建設機械を使用すること。

5 各章の特記事項欄にある（　　　）書きは新築工事標準仕様書の章・節・項番号である。 ※ 建設機械等のアイドリングストップを実施し、その点検を行うこと。

※ 建築基準法に基づき定められた風速　（Ｖ0） （ m/sec ）

※ 建築基準法に基づき定められた積雪荷重 （ 25ｃｍ ） ○ 設計ＧＬ ※ 図示による。 ・ 現状地盤の平均高さとし、監督員の指示による。

○ 適用基準等 ○ 建築工事標準詳細図 （平成28年版） 国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修 ○ 既存部分等への処置 工事施工に際し、既存部分を汚染又は損傷した場合は監督員に報告するとともに承諾を受けて現状に準じて補修すること。

※ 地表面粗度区分 ・ Ⅰ ・ Ⅱ ○ Ⅲ ・ Ⅳ ○ 構内舗装 ・ 排水設計基準　 （平成27年版） 同上

・ 擁壁設計標準図 （平成12年版） 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 他工事との取合い 施工範囲 別表－１　による。

・ 公共建築改修工事標準仕様書　（建築・電気・機械設備工事編）　 （平成31年版） 同上 施工図 設備機器の設置、取合いなどが検討できる施工図を提出し、監督員の承諾を受けること。

4 　工事項目　　（電気設備工事） ○印を付したもの ○ 公共建築木造工事標準仕様書 （平成31年版） 同上

○ 公共建築設備工事標準図（電気・機械設備工事編）　 （平成31年版） 国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修 ○ 建築材料 ホルムアルデヒド放散量　

・ 建築物解体工事共通仕様書 （平成31年版） 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 設備機器等 本工事に使用する建築材料、設備機器等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等のものとすること。また、再生資源利用できるものを積極的に

・ 鉄筋コンクリート工事標準図 （平成17年版） 熊本県建築士事務所協会発行 使用すること。

・ 鉄骨工事標準図 （平成17年版） 熊本県建築士事務所協会発行 ※ Ｆ☆☆☆☆ ・ （ ）

・ 公共住宅改修工事共通仕様書（初版） （初版） 公共住宅事業者等連絡協議会編集

化学物質の濃度測定 ・ 行う。 ・ 行わない。 （１．５．９）

厚生労働省が定める化学物質の濃度が指針値以下であることを確認し、報告書を監督員に提出すること。

○ 電子納品に関する 　（電子納品に関する基準） 対象室名 ： （ ）

事項 電子納品に関する基準は、「熊本県電子納品運用ガイドライン※１」（以下、熊本県ガイドライン）による。 測定法 ・ アクティブ型 ・ パッシブ型 ・ その他

　（電子納品）

電子納品とは、各業務段階の最終成果を電子データで納品することをいう。ここでいう電子データとは、熊本県ガイドラインに示すファイルフォーマット

に基づいて作成されたものを指す。なお、書面における署名又は押印の取り扱いについては、別途、監督員と協議するものとする。 ○ 工事写真等 　撮影箇所及び撮影方法は、「宮崎県建築工事写真撮影要領」による。

　（電子データの貸与） 　着工前、工事中、竣工時及び完成写真用写真の撮影は、デジタルカメラを使用すること。また、完成写真は、下記業者の撮影とする。

本工事では、設計図ＣＡＤデータを貸与する。（ＣＡＤデータの著作者は設計者） ・ 監督員の承諾を受けた写真専門業者 ・ 監督員の承諾を受けた撮影者

なお、貸与されたＣＡＤデータを当該工事における施工図又は完成図の作成のため以外に使用してはならない。

　（電子納品に要する経費） ○ 完成図 　貸与した原図（電子データを含む）に変更内容を加筆訂正し、下記のものを添えて監督員に提出すること。 （１．７．１　１．７．２）

電子化に要する費用は共通仮設費に含まれている。 　また、施設引渡し品がある場合、その受領書（写）を監督員に提出すること。

陽画複写図　（２つ折製本（Ａ４）１部、２つ折製本（原図）１部、Ａ４版折込製本（原図）１部）

試験成績表、保証書、取扱説明書等

　電子データについては、熊本県電子納品運用ガイドラインの仕様により作成し、納品を行うこと。

○ 工事実績情報の ※ 要　（提出先：（一財）日本建設情報総合センター） ・ 不要 （１．１．４）

登録（工事カルテ） 工事実績情報サービス（ＣＯＲＩＮＳ） ○ 施工図 宮崎県電子納品運用ガイドラインの仕様により作成し、納品するものとする。

当該建築物の取得する施工図等の著作権に係わる使用権は、当該建築物に限り発注者に移譲する。　

○ 品質計画 ※ 品質計画については、監督員の承諾を受けること。 （１．２．２）

○ 保全に関する資料 ※ 提出する。 ・ 提出しない。 （１．７．１　１．７．３）

○ 電気保安技術者 ○ 適用する ・ 適用しない （１．３．３） 提出部数 ※ ２部 ・ （ ）部

○ 施工条件 ※ 現場説明書による ・ 図示による （１．３．５） ○ 保険等 　宮崎県公共工事請負契約約款第５７条により、次の保険等 （その他これに準ずるものを含む） に付さなければならない。

（１） 保険の種別 ・ 火災保険又は建設工事保険

○ 発生材の処理等 引渡しを要するもの （ ） （１．３．１１） ・ 組立保険　（請負業者損害賠償責任担保特約付き）

引渡し場所 ※ 構内 ・ （ ） （２） 保険の目的物 　工事目的物及び工事材料 （支給材料を含む）（損害賠償等特約を含む）

5 工事項目　　（機械設備工事） ○印を付したもの 特別管理産業廃棄物 ・ 種類 （ ） （３） 保険の加入期間 ※ 工事着手後 （原則とする） 速やかに加入し、工期末より３０日間以上

廃棄物の搬出方法等 分別解体等及び特定建設資材の再資源化等について適切な処置を行ったうえで、下記の場所に搬出することとし、 ・ その他 （ )

「建設副産物の再生利用指針」 の建設発生材処理フローにより適切に処理すること。 （４） 保険金額 ※ 原則として請負金額に相当する金額

①受入場所 ※ 処分場 （ ） ・ 自社処分 ・ その他 （ )

原則として再資源化施設とする

②仮置き等 必要な場合は、法律に違反しないように適切に処理すること。 ○ 安全施工実施対策 ※ 建築工事安全施工技術指針にしたがい、工事の安全確保に努めるとともに、安全・訓練等の実施状況報告書を監督員へ提出すること。

現場において再利用を図るもの、再資源化を図るもの （ ）

建設廃棄物処理実施計画書、建設廃棄物処理実績集計表及びﾏﾆｭﾌｪｽﾄ伝票の写し等を提出すること。

建設副産物情報交換システムに登録し証明書を提出する。 ○ 官公庁への 関係官庁、電力会社等への手続きは、すべて受注者がこれを代行し、これに要する費用は受注者の負担とする。ただし、特記ある事項は別途とする。

登録に関する問い合わせ先： （(一財)日本建設情報総合センター　内 諸手続き等 （１．１．３）

建設副産物情報センター　TEL:(03)3505-0410　FAX:(03)3505-0520）

工事着工時に再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を提出し、工事完了時に再生資源利用

実施書及び再生資源利用促進実施書を提出すること。

自社処分 自社処分の場合で、処分が困難となった時は、監督員と協議すること。

・ 建設リサイクル法 竣工時に、再資源化等報告書を監督員に提出すること。

産業廃棄物税 本工事で発生する建設廃棄物のうち、県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物については、産業廃棄物の

処理に係る税（熊本県産業廃棄物処理税）が課税されるので適正に処理すること。

・ 本工事では、産業廃棄物の最終処分における熊本県産業廃棄物税相当額を見込んでいる。

型枠の端材、塗料の空缶等については「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づき、元請業者の責任において適正に処理すること。

6 設備概要　　（機械設備工事） 水銀含有物（蛍光管等）については電気設備工事特記仕様書（その２）「発生材の処理等」に基づき適正に処理すること。 既存部分の養生 養生方法 ※ ビニールシート等による。 ・ （ ）

（ 本工事における工事種目ごとの概要を示すもので仕様を規定するものではない　　○印を付けたものが該当項目となる ） フロンガス含有物（空調機器等）については機械設備工事特記仕様書（その２）「発生材の処理等」に基づき適正に処理すること。 固定された備品、机、ロッカー等の移動

・ ダクト方式 （ ・ 中央 ・ 各階ユニット ） ・ ＦＣＵ方式 　　　 ※ 行わない。 ・ 行う　（図示による）

・  ＦＣＵ＋ダクト併用方式 ・ パッケージ方式 ○ 再生資材活用 受注者は、宮崎県グリーン購入推進方針に適合するリサイクル建設資材の活用に努めるものとする。 既存家具等の養生 ・ ビニールシート等による。 ・ （ ）

・ 空気熱源ヒートポンプユニット ・ 吸収冷温水機 ・ 吸収冷温水機ユニット 受注者は、ﾘｻｲｸﾙ建設資材を使用する場合､工事材料確認検査願い提出時に品質・性能に関する書類に加え､以下の書類を提出すること。

・ パッケージ型空気調和機 ・ マルチパッケージ型空気調和機 ・ ガスエンジンヒートポンプ式空調調和機 ・宮崎県グリーン購入推進方針判断基準等適合報告書 ○ 監督員事務所 ・ 設ける ※ 設けない （２．３．１）

機械換気 （ ・ 有 ・ 無 ） ・有害物質の溶出・含有等に関する証明書 面積規模 (  ) ㎡程度 備品については、監督員の指示による。

機械排煙 （ ・ 有 ・ 無 ） ・再生材料供給証明書

・ 電気式 ・ 電子式 ・ デジタル式 〔例外１〕 ○ 工事用水 構内既存の施設 ※ 利用できる(※有償   ・無償)   ○ 利用できない

・ 水道直結方式 ・ 高置タンク方式 （ ・ 上水 ・ 井水 ・ 中水 ） 次の資材については、上記書類の提出を求めない。

・ ポンプ直送方式 （ ・ 上水 ・ 井水 ・ 中水 ） ・ 増圧ポンプ方式 ・コンクリート塊又はアスファルト・コンクリート塊のみを再生材料として使用した「再生加熱アスファルト混合物」及び「再生路盤材」 ○ 工事用電力 構内既存の施設   ・ 利用できる(※有償   ・無償)   ※ 利用できない

建物内の汚水と雑排水 （ ・ 分流 ・ 合流 ） ・高炉セメント

ポンプ排水 （ ・ 有 （ ・ 湧水 ・ 雨水 ・ 雑排水 ・ 汚水 ） ・ 無 ） ・エコマーク認定製品 ○ 手すり先行足場

汚水放流先 （ ・ 公共下水道 ・ し尿浄化槽 ） 〔例外２〕

雑排水放流先 （ ・ 公共下水道 ・ し尿浄化槽 ） 該当する項目に係る有害物質の溶出及び含有、アスベスト（石綿）の含有、水素イオンの溶出、硫化水素等の発生に関する検査を不要としている

・ 屋内消火栓 （ ・ １号 ・ ２号 ） ・ 屋外消火栓 資材については、「有害物質の溶出・含有等に関する証明書」の提出は求めない。

・ 連結送水 ・ 連結散水 ・ 泡消火 ・ スプリンクラー ・ ハロゲン化物消火

・ 二酸化炭素消火 ・ 新ガス系消火 ・ フード等用簡易自動消火 ○ 再生資材の利用 再生資材の利用又は現場内で流用をする場合は、土木部で定めた「建設副産物の再生利用指針」による。 ○ 埋戻し及び盛土 種別 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種 （３．２．３）（表３．２．１）

・ （ 供給業者名 種別 発熱量 MJ/m3　） 対象資材　：　コンクリート塊、　アスファルトコンクリート塊、　建設発生木材

・ ○ 建設発生土の処理 ※ 構外指示の場所 （３．２．５）

○ 建設発生土の利用 建設発生土が発生し、又は建設発生土を利用する場合は、土木部で定めた「建設発生土の利用と処理指針」による。 受け入れ場所 ( ）

※注意事項 ① 工事用資・機材、建設副産物等の過積載をしないこと。 受け入れ場所での処置 ( ・ 敷きならし　 ※ たい積　 )

② 過積載を行なっている資材納入業者から、資材を購入しないこと。 ○ 建設汚泥処理土 建設汚泥を再生した建設汚泥処理土の利用は、土木部で定めた「建設汚泥の処理と建設汚泥処理土の利用指針」による。 搬出距離 （  ) km

③ 資材等の過積載を防止するため、資材の購入等に当たっては、資材納入業者等の利益を不当に害することの無いようにすること。 の利用
④ さし枠の装着又は物品積載装置の不正改造をしたダンプトラック等が、工事現場に出入りしないようにすること。 上記に示す受入れ場所・距離は参考であり、実施にあたっては監督員と協議のうえ決定する

⑤ ｢土砂等を運搬する大型自動車による交通事故の防止等に関する特別措置法｣の目的に鑑み、法第12条に規定する団体等の設立状況を
踏まえ同団体への加入者の使用の促進に努めること。 ・ 構内指示の場所 ( ・ 敷きならし　 ・ たい積　 )

⑥ 下請け契約の相手方又は資材納入業者の選定にあたっては、交通安全に関する配慮に欠けるもの又は業務に関しダンプトラック等に
よって悪質かつ重大な事故を発生させたものを排除すること。

⑦ ①から⑥の事項につき、下請け契約における受注者を指導すること。
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建物名
1 2 3 4

18

工事項目

1 電灯 ・ コンセント設備 ○

2 幹線 ・ 動力設備 ○ ○

3 電熱設備

4 雷保護設備 19

5 受変電設備

6 電力貯蔵設備 2

7 発電設備

8 構内情報通信網設備

9 電話・構内交換設備

10 情報表示設備 20

11 映像・音響設備

12 拡声設備
13 誘導支援設備

14 呼出設備 21

15 テレビ共同受信設備 ○

16 テレビ電波障害防除設備

17 監視カメラ設備

18 入退室管理設備

19 自動火災報知設備 3

20 自動閉鎖・非常警報設備 22

21 中央監視制御設備

22 防犯設備 4

23 電気時計設備 23

24 外灯設備 ○ ○ 5

25 構内配電線路

26 構内弱電線路 6

27 撤去工事

7

建物種別及び屋外
1 2 3 4 屋　外

　　　工事項目

1 空気調和設備 ○

2 換気設備 ○

3 排煙設備

4 自動制御設備

5 衛生器具設備 ○

6 給水設備 ○

7 排水設備 ○

8 給湯設備 ○

9 消火設備

10 厨房設備 ○

26

11 ガス設備 ○

12 浄化槽設備 ○

13 昇降機設備

14 撤去工事

２ 1

空気調和方式
8 仮

設
工
事

主要熱源機器
2

換　気　設　備

排　煙　設　備

自動制御設備 3

給　水　設　備
4

排　水　設　備
5 足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について（厚生労働省 基発第０４２４００１号平成２１年４月２４日）の「手すり先行工法等に関

するガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組立て、解体又
は変更の作業は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」により行うこと。
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○ 支持地盤 ・ 杭基礎 （４．３．４～５）（４．５．４～５） 場所打ち 杭径、長さ、仕様等 ○ 鉄筋の種類 鉄筋の種類  （５．２．１）（表５．２．１） ○ コンクリートの種類 普通コンクリートの設計基準強度 （６．２．２）

支持地盤の種類及び位置(基礎ぐいの先端の位置含む) コンクリート杭地業 ・ 図示による ・ （ ） 及び強度
・ 図示による ・ （ ） ○ SD２９５A

材料その他 ・ SD３４５

・ 直接基礎 帯筋 ・ 図示による ・

支持地盤の種類及び位置(基礎底部の位置含む) 鉄筋の最小かぶり厚さ ・ 図示による ・

・ 図示による ・ （ ） セメントの種類

長期設計支持力度 ※ 高炉セメントB種  ・ （ ） （４．５．４）（６．３．１） 溶接金網 形状等  （５．２．２）

・ ( ) kN/m2 ・ （ ） コンクリートの種別 （４．５．４）（表４．５．１） 軽量コンクリートの設計基準強度 （６．２．２）

・ A種 ・ B種 ・ 溶接金網

・ 地盤の載荷試験 （４．２．４） ・ 審査(評定又は大臣認定)された内容による ・ 鉄筋格子

・ 行う コンクリートの設計基準強度     (     )N/mm2 （４．５．４～６）

試験の位置、方法等は図示による スランプ ○ 鉄筋の継手 継手方法等 （５．３．４）（５．５．２）

・ ※18cm 部位

既成コンクリート杭 種類  （４．３．３） 構造体強度補正値(S) （４．５．４） 柱、梁の主筋 ※ ガス圧接 ・ 機械式継手

地業 ・ 遠心力高強度プレストレストコンクリート杭(PHC杭) ・ ３N/mm2 耐力壁の鉄筋 ※ 重ね継手 ・

・ 外殻鋼管付きコンクリート杭(SC杭) ・ 審査(評定又は大臣認定)された内容による ※ 重ね継手 ・ 構造体強度補正値(S) ・ ※標準仕様書6.3.2による

SC杭の鋼管材料 　 ・SKK４００　  ・SKK４９０ ・ （ ）

・ プレストレスト鉄筋コンクリート杭(PRC杭) 主筋及び耐力壁の重ね継手の長さ （５．３．４）（表５．３．２） スランプの値(単位：cm) （６．２．４）（表６．２．２）

・ （ ） 掘削工法  （４．５．１）（４．５．５～６） ・ 図示による

・ アースドリル工法

試験掘 安定液     ・ 使用する     ・ 使用しない 継手位置図

・ あり 孔径はオーガー径とする      位置等は図示による ・ リバース工法 ・ 図示による

試験掘の施工は試験杭の施工に先立ち行う ・ オールケーシング工法

・ なし 孔内の水張り ・ 行う     ・ 行わない ○ 鉄筋の定着の方法 鉄筋の定着方法  （５．３．４） ○ レディーミクスト 類別 （６．２．１）（表６．２．１）

及び長さ ・ 図示による コンクリートの類別 ※ Ⅰ類 ・ Ⅱ類

寸法、継手、性能等(種別：種類、性能及び曲げ強度区分) （４．２．２）（４．３．３） 併用する工法

・ 場所打ち鋼管コンクリート杭工法      図示による 鉄筋の定着長さ （５．３．４）（表５．３．４） ○ セメント 種類 （６．３．１）（表６．３．１）

鋼管巻き材料      ・ＳＫＫ４００      ・ＳＫＫ４９０      （ ） ・ 図示による ・ （ ） ・ 普通ポルトランドセメント又は高炉セメントA種、シリカセメントA種

・ 拡底杭工法      図示による 又はフライアッシュセメントA種

安定液     ・使用する     ・使用しない ○ 鉄筋のかぶり厚さ 最小かぶり厚さ(目地底から算出を行う) （５．３．５）（表５．３．６） 普通ポルトランドセメントの品質は、JIS R ５２１０ に示された規定の他、水和熱が

・ （ ） 及び間隔 ・ 図示による ・ （ ） ７日目で３５２J/g以下、かつ２８日目で４０２J/g以下のものとする。

（溶接金網含む） 施工箇所(                                         )

試験杭 （４．２．２）（４．５．５～６） 柱及び梁の主筋にD２９以上の使用の有無 ・ 高炉セメントB種

試験杭の施工     ※本杭の施工に先立ち行う ・ （ ） ・ 有り  適用箇所(                       ) 施工箇所(                                         )

試験杭の位置、本数     ※最初の一本 ・ 図示による 最小かぶり厚さ ・ フライアッシュセメントB種

・ 鉄筋径の１．５倍以上 施工箇所(                                         )

孔壁測定 （４．５．５～６） ・ （ ） ・ （ ）

・ 行う ・ 無し

測定方法、測定箇所は図示による ○ 骨材 アルカリシリカ反応性による区分 （６．３．１）

・ 行わない 軽量コンクリートで土に接する部分 ※ Ａ　　　 ・ Ｂ

・ 無し

試験杭の施工     ※本杭の施工に先立ち行う ・ （ ） （４．２．２） 杭の支持地盤への根入れ深さ ・ 有り  適用箇所(                       ) 軽量コンクリート 種類 （６．１０．１）（表６．１０．１）

試験杭の位置、本数      ※最初の一本   ・　図示による ・ 図示による  ・ （ ） ・ 図示による ・ １種　　   ・ ２種

・ （ ）

杭先端部形状 （４．３．３） 杭の精度 無筋コンクリート コンクリートの種類 （６．１４．１）

・ 開放形 ・ 半開放形 ・ 閉そく形 ・ （ ） 水平方向の位置ずれ   ・ １００mm以下   ・ （ ） 耐久性上不利な部分(塩害等を受けるおそれのある部分等) ・ ※ 普通コンクリート

杭の傾斜                  ・ １／１００以内      ・ （ ） ・ 無し 適用箇所 （６．１４．１）

施工方法 （４．３．３～５） ・ 有り  適用箇所(                       ) ・ 標仕　６．１４．１(4)による箇所

・ セメントミルク工法  （４．３．４） 4 地盤改良 工法 ・ 図示による ・ 標仕　６．１４．１(4)以外の箇所

アースオーガーの支持地盤への掘削深さ （セメント系固化材 ・ 浅層混合処理工法 ・ （ ） ・ 図示による ・ （ ）

・ 図示による  ・ （ ） を用いた工法に 適用範囲、仕様及び計測、試験は図示による 設計基準強度 （６．１４．１）

杭の支持地盤への根入れ深さ よる改良） 長期設計支持力 鉄筋相互のあき(特殊な鉄筋を除く) （５．３．５）（図５．３．６） ※ １８N/mm2   ・ （ ）

・ 図示による  ・ （ ） ・(              )kN/m2 ・ （ ） ・ 図示による スランプ

杭の精度 ・ （ ） ※ １５㎝又は１８㎝     ・ （ ）

水平方向の位置ずれ ・ 杭径の１／４かつ１００mm以下 ・ （ ） ・ 深層混合処理工法

杭の傾斜 ・ １／１００以内      ・ （ ） 適用範囲、仕様及び計測、試験は図示による 特殊な鉄筋継手 ・ 機械式継手 ○ ひび割れ誘発目地 目地寸法 （６．６．４）（６．８．１）（９．７．３）

長期設計支持力 使用箇所 （５．５．２） 打継目地 ・ 標仕　９．７．３による ・ 図示による

・ 特定埋込杭工法 （４．３．５） ・(              )kN/m2 ・ （ ） ・ 図示による ・ （ ） 間隔、位置、形状

・ H１３国土交通省告示第１１１３号第６による地盤の許容支持力式で 性能(H１２建告第１４６３号に適合するもの) （５．５．２） ・ 図示による ・ （ ）

α＝２５０を採用できる工法     図示による 置換コンクリート地業 ・ Ａ級 ・ （ ）

・ 上記以外の特定埋込杭工法 図示による （ラップルコンクリート 形状、支持地盤、仕様 機械式継手の種類(                ) （５．５．２） ○ コンクリート仕上り 部材の位置及び断面寸法の許容差の標準値 （６．２．５）（表６．２．３）

地業） ・ 図示による 鉄筋相互のあき （５．３．５） ○ 標仕 表６．２．３による ・ （ ）

工法 ・ 図示による ・ （ ） 合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ （６．２．５）（６．８．２）（表６．２．４）

・ プレボーリング拡大根固め工法 長期設計支持力 品質の確認方法 ・ A種 ・ B種 ○ C種

・ 中掘り拡大根固め工法 ・ (              )kN/m2       ・ （ ） ・ 図示による ・ （ ） ※ 適用箇所は図示による

・ （ ） 不良となった継手の修正方法等

杭周固定液 セメントの種類 （６．３．１） ・ 図示による ・ （ ） ○ 打増し厚さ ○ 打放し仕上げ(仕上塗材、塗装等の仕上げを行う部分を含む) （６．８．２）

・ 使用する ・ 使用しない ・ 高炉セメントB種  ・ （ ） （打放し仕上げ部） の打増し厚さ(外部に面する部分に限る)

コンクリートの設計基準強度     (     )N/mm2 ・ 溶接継手 ・ ２０mm ○ （ 打増し無し ）

杭の支持地盤への根入れ深さ 構造体強度補正値(S)＝ （     ）N/mm2 使用箇所 ・ 打放し仕上げ(仕上塗材、塗装等の仕上げを行う部分を含む)の打増し厚さ

・ 図示による  ・ （ ） ・ 図示による ・ （ ） (内部に面する部分に限る)

液状化対策 性能(H１２建告第１４６３号に適合するもの) （５．６．３） ・ （ ）

杭の精度 工法  ・（           ） ・ Ａ級 ・ （ ） ・ 外壁タイル張りで、MCR工法又は目荒らし(高圧水洗)工法を行う場合は外部側に

水平方向の位置ずれ ・ 杭径の１／４かつ１００mm以下 ・ （ ） 仕様、範囲、計測、試験等 溶接継手の工法(                   )  （５．６．３） ２０mmの打増しを行う

杭の傾斜 ・ １／１００以内      ・ （ ） ・ 図示による 鉄筋相互のあき （５．３．５）

・ 図示による ・ （ ） ○ 型枠 せき板の材料 （６．８．２）

杭継手工法 ○ 砂利地業 品質の確認方法 （５．６．３） ○ 合板（国産材）

・ アーク溶接継手 （４．３．６）（７．２．５） 材料 　（４．６．２） ・ 図示による ・ （ ） ・ （ ）

・ 標仕　４．３．６による ※ 再生クラッシャラン ・ 切込砂利及び切込砕石 不良となった継手の修正方法等 （５．６．３） せき板の厚さ

溶接材料 ・ 図示による ・ （ ） ○ １２mm ・ （ ）

・ 標仕　７．２．５(1)(2)による ・ 標仕　７．２．５(1)(2)以外( ） 厚さ及び使用範囲 （４．６．３） ○ 各部配筋 断熱材の兼用

各部配筋 （５．３．７） ・ 行う     適用箇所(            )

・ 無溶接継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの) ※ 図示による ・ （ ） ○ 行わない

工法 ※ 審査(評定又は大臣認定)を受けた工法 圧接完了後の試験 スリーブの材種

・ （ ） 外観試験 （５．４．１０） ※ 標仕６.８.２(９)(ア)(イ)及び表６.８.１による ・ （ ）

検査 ※ 審査(評定又は大臣認定)により定められた項目 ○ 捨てコンクリート ※ 行う     （全数）

・ （ ） コンクリートの仕様 （４．６．４）（６．１４．１～３） 抜取試験 ○ 単位水量の測定 ・ 有り ○ 無し （６．３．２）

施工 ※ 審査(評定又は大臣認定)された施工管理基準による ※ 無筋コンクリートによる    ・ （ ） （６．１４．１～３） ※ 超音波探傷試験  ・ 引張試験

・ （ ） 帯筋
セメントの種類 組立の形の種別 ・ 図示による ○ 混和材量 ○ 混和剤 （６．３．１）

杭頭の切断 （４．３．８） ※ 高炉セメントB種  ・ （ ） （６．３．１） 最上階柱頭補強 ・ AE剤 ○ AE減水剤 ・ 高性能AE減水剤 ・ 防錆剤 ・ （　　　　　　）

※ 無し 補強方法 ・ 図示による ○ 混和材

・ 有り 厚さ及び使用範囲 （４．６．４） 片持ちスラブの ○ フライアッシュ （ ・ Ⅰ種 ○ Ⅱ種 ・ Ⅳ種 ）

処理方法 出隅部の補強配筋 配筋方法 ・ 図示による ・ 高炉スラグ微粉末

・ 図示による ・ （ ） （出隅受け部分の ・ シリカフューム

杭頭の中詰め材料 補強筋を含む） 出隅部分及び出隅受け部の補強筋 ・ 膨張材

※ 基礎のコンクリートと同調合のもの ・ （ ） ・ 図示による ・ （　　　　　　　　）

○ 床下防湿層 壁開口部の補強
施工範囲 　（４．６．５） 一般壁 ・ 図示による

※ 建物内の土間スラブ及び土間コンクリートの直下(ピット下を除く) 耐震壁 ・ 図示による 鉄骨製作工場 鉄骨製作工場の加工能力  （７．１．３）

・ （ ） 梁貫通孔の補強 ※建築基準法第７７条の５６に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認定を受けた

補強形式 ・ 図示による (株)日本鉄骨評価センター及び(株)全国鉄骨評価機構(旧(社)全国鐵構工業協会)の

材料 配筋種別 ・ 図示による 「鉄骨製作工場の性能評価基準」に定める下記のグレードとして国土交通大臣から認定を

※ ポリエチレンフィルム厚さ０．１５mm以上     ・ 梁貫通孔径（部材記号含む）及び配筋種別リスト 受けた工場又は同等以上の能力のある工場

（ ） ・ 図示による

基礎梁主筋の継手 ・ S ・ H ・ M ・ R ・ J グレード

防湿層の位置 ・ 図示による

○ 図示による　　      ・ （ ） 機械吊上げ用フック ・ 監督職員の承諾する工場(標仕　７．１．１ 以外の適用範囲に限る。)

種別 ・ 図示による

鉄骨製作工場に ※ 適用する （７．１．３）　（７．１．４）

おける施工管理 ・ 適用しない
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鋼材 材質等 （７．２．１）　（表７．２．１） 溶接接合 開先の形状 ・ 図示による ・ （ ） （７．６．４） 補強コンクリート ブロックの種類 （８．２．２～５） 屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材

スカラップの形状 ・ 図示による ・ （ ） （７．６．７） ブロック造 の張りじまい位置       ※図示による   ・ （ ）

※図示による( ) ※JISによる ・大臣認定による ・ エンドタブの切除する部分 ・ 全て （７．６．７）

※図示による( ) ※JISによる ・大臣認定による ・ ・ 見え掛り部となる部分 ・１２０ ※４００ ※２００ ※無 ・有 防水層の種別

有効細長比(圧縮材に限る) ※ 図示による ・ （ ） ・ 切除する部分なし ※１５０ ・ ・

・ （ ） ・ 型枠状ブロック-２０ ※無 ・有 ・Ｅ－１ ・Ｅ－２

高力ボルト ボルトの区分 （７．２．２）（７．３．２）（７．４．１～７．４．９） 溶接部の余盛り高さ ・ （ ）  （７．６．７） ・ ※無 ・有 保護層   ・設ける（※図示による   ・            ）   ・設けない

・ トルシア形高力ボルト 各部の配筋            ※図示による   ・ （ ）

現場溶接の有無 ・ 無し 化粧目地の有無      ・無      ・有 防水層の下地、立上りコンクリート打放し仕上げ

・ JIS形高力ボルト ・ 有り 適用箇所 ・ 図示による ・ （ ） モルタルの調合(容積比) ※ 標仕　表６．２．４[打放し仕上げ種別]のB種  ・ （ ）

セットの種類 ・ ２種（Ｆ１０Ｔ） ・ （ ） ・ セメント （ ） : 砂 （ ） 押え金物の材質及び形状

高力ボルトの径 入熱、パス間温度 鋼材と溶接材料の組合せと溶接条件 モルタル又はコンクリートで充填するブロックの範囲 ※ アルミニウム製   Ｌ－３０×１５×２．０mm程度      ・ （ ）

・ 図示による ・ （ ） 溶接条件 ・ 図示による ・ （ ） ※図示による 防水層の下地のモルタル塗り ・ 適用する（施工範囲   ・図示による   ・               ）

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等 適用箇所 ・ 図示による ・ （ ） ・ 適用しない

・ 図示による ・ （ ） ・ 柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部 コンクリートブロック ブロックの種類 （８．３．２～４） 屋根排水溝   ※ 図示による   ・ （ ）

すべり係数試験 （７．４．２） 帳壁及び塀 施工標識     ※ 監督職員と表示内容を協議し、指示の位置に標識を取り付ける

※ 行わない 溶接部の試験 浸透探傷試験又は磁粉探傷試験  （７．６.１２）

・ 行う 試験方法等 ・ 図示による ・ （ ） ・ 行わない 改質アスファルト 防水層の種別 （９．３．２～３）（表 ９．３．１～３）

※ 行う 適用部位 シート防水

普通ボルト ボルト及びナットの材料 （７．２．３） ※ 割れの疑いのある表面欠陥 ・ （ ）

・ 標仕 表７．２．３による ・ （ ） ・ＡＳ-Ｔ１

座金 完全溶込み部の超音波探傷試験         （７．６.１２）（表７．６．２）（表７．６．３） ・ ・ＡＳ-Ｔ２

・ 標仕　７．２．３（４）による ・ （ ） ・ 行わない 塀の厚さ ・ （ ） ・ＡＳ-Ｊ１

ボルトの径 ※ 行う 壁鉄筋の継手、定着及び末端部の折り曲げ計上 ※図示による ・ （ ） ・ＡＳ-Ｔ３

・ 図示による ・ （ ） ・ 工場溶接の場合 各部の配筋           ※図示による  　 ・ （ ） ・ＡＳ-Ｔ４

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等 （７．２．３）（７．３．２） ・ 全数検査 化粧目地の有無      ・無      ・有

・ 図示による ・ （ ） ※ 抜取検査 工法 コンクリートブロック積帳壁の積高さは、壁厚の２５倍かつ３５００以内とし、 ・ＡＳＩ-Ｔ１ ・設ける

その他の部分は同厚の鉄筋コンクリート造垂壁とする

溶融亜鉛めっき セットの種類 （７．２．２）（７．１２．４～５） ＡＯＱＬ（％）　　　　　　　※４．０　　　　　　　・２．５ ・ＡＳＩ-Ｊ１

高力ボルト ・ １種(Ｆ８Ｔ相当) ・ （ ） ・ ・ ＡＬＣパネル （８．４．２～５） ・設けない

溶融亜鉛めっき高力ボルトの径 ・ ・ 仕上塗料の種類及び使用量   

・ 図示による ・ （ ）

溶融亜鉛めっき高力ボルトのめっき前の孔径 （７．３．８） ・ 工事現場溶接の場合 ・外壁パネル ・１００ ・ ・３０分 ・平 ・ A種 ・ B種 改質アスファルトシートの種類及び厚さ

※ 審査（評定又は大臣認定）を受けた内容による ・ 全数検査 ・ ・１時間 ・意匠 ※ 標仕　表９．３．１～表９．３．３による ・ （ ）

・ （ ） ※ 計数連続生産型抜取検査 ・２時間 粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等 ＡＯＱＬ（％）　　　　　　（※４．０　　　　　　・ ２．５） ・間仕切壁パネル ・１００ ・３０分 ・平 ・ C種 ・ D種 ・ E種 ※ 標仕　表９．３．１～表９．３．３による ・ （ ）

・ 図示による ・ ・１時間 ・意匠 部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

・ （ ） 錆止め塗装 塗料の種別                                                                 （７．８．４）（１８．３．２） ・２時間 ※ 標仕　表９．３．１～表９．３．３による ・ （ ）

摩擦面の処理 （７．１２．５） ・ 鉄鋼面の錆止め塗料 ・屋根パネル ・１００ ・３０分 ・平 F種 押え金物

・ ブラスト処理(表面粗度５０μmRz以上)又はリン酸塩処理 屋外 ・ ・１時間 ※ 改質アスファルト製造所の仕様による ・ （ ）

・ （ ） ・ 標仕　１８．３．２ 表１８．３．１（ ※A　・B ）種 ・２時間 施工標識      ※ 監督職員と表示内容を協議し、指示の位置に標識を取り付ける

・ （ ） ・床パネル ・１００ ・３０分

アンカーボルト 適用 （７．２．４）（表７．２．３）（７．１０．３） 屋内 ・ ・１時間 合成高分子系 （９．４．２～４）（表 ９．４．１～３）

・ 構造用アンカーボルト ・ 標仕　１８．３．２ 表１８．３．１（ ※A　・B ）種 ・２時間 ルーフィングシート
セットの種類 ・ JIS B 1220　　　ＡＢＲ４００ ・ （ ） パネル相互の接合部に挿入する耐火目地 ・ 防水

・ JIS B 1220　　　ＡＢＲ４９０ ・ （ ） ・パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合 ・Ｓ-Ｆ１ ※ｶﾗｰ・ｼﾙﾊﾞｰ

・ （ ） 亜鉛めっき鉄面の錆止め塗料 パネル短辺小口相互の接合部、外壁パネルの出隅及び入隅のパネル接合部、並びに ・Ｓ-Ｆ２

形状、寸法 ・ 図示による ・ （ ） ・ 標仕　１８．３．２ 表１８．３．２（ ※A　・B  ・C ）種 パネルと他部材との取り合い部の目地幅（mm）     ※ １０～２０　  ・ ・Ｓ-Ｍ１ ※ｶﾗｰ・ｼﾙﾊﾞｰ

・ 建方用アンカーボルト ・ （ ） 伸縮目地への耐火目地材の充填   ・適用する   ・適用しない ・Ｓ-Ｍ２

材質 ・ ＳＳ４００ ・ （ ） 鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブの内面(鉄骨に溶接されたものに限る) ・Ｓ-Ｍ３

アンカーボルト及びナットのねじの種類の規格、ねじの等級の規格及び ・ 標仕　１８．３．２ 表１８．３．１（ ※A　・B ）種 押出成形セメント板 （８．５．２～５） ・ＳＩ-Ｆ１ 標準仕様書9.4.2(3)(ｴ)(b) ※ｶﾗｰ・ｼﾙﾊﾞｰ

仕上げの程度 ・ 標仕 表７．２．３による ・ （ ） (種類) ・

・ （ ） 耐火被覆材の接着する面への塗装 ・Ｆ ・ Ｆ-Ｒ ・ＳＩ-Ｆ２ (厚さ) ※ 25ｍｍ    ・

形状、寸法 ・ 図示による ・ （ ） ・ 行わない ・Ｄ ・ ＤｰＲ

・ 行う ・Ｔ ・ ＴｰＲ ・ＳＩ-Ｍ１ 標準仕様書9.4.2(3)(ｴ)(a) ※ｶﾗｰ・ｼﾙﾊﾞｰ

溶接材料 溶接材料 （７．２．５） 適用箇所 ・ 図示による ・ （ ） ・ ・ (3)(i)による

※ 標仕　７．２．５（１）（２）による。 塗料の種別 ・ 標仕　１８．３．２ 表１８．３．１（ ※A　・B ）種 (種類) ・

・ 標仕　７．２．５（１）（２）以外の溶接材料 ・ 標仕　１８．３．２ 表１８．３．２（ ※A　・B  ・C ）種 ・ＳＩ-Ｍ２ ※発泡ﾎﾟﾘ (厚さ) ※ ２５mm    ・

材料及び使用箇所 ・ 図示による ・ （ ） ・パネル幅の最小限度を300mm未満とする場合 ｴﾁﾚﾝｼｰﾄ

耐火被覆 種別  （７．９．２～７．９．７） パネルの相互の目地幅(mm)   長辺 　　　  、短辺 ・

ターンバックル 種類 （７．２．６） 出隅及び入隅のパネル接合目地の目地幅(mm)   ※１５   ・ ・Ｓ-C1

建築用ターンバックル胴 ・ 割枠式 ・ （ ） ・乾式吹付けロックウール パネルには、原則として欠き込み等を行わない。ただし、やむを得ず欠き込みを行う場合は、 ルーフィングシートの種類及び厚さ

建築用ターンバックルボルト ・ 羽子板ボルト ・ （ ） ・半乾式吹付けロックウール 下表の寸法を限度とし、欠損部分を考慮した強度を確認のうえ、施工計画書を提出する。 ※ 標仕　表９．４．１～表９．４．３による ・ （ ）

ねじの呼び ・ 図示による ・ （ ） ・湿式ロックウール 固定金具の材質及び寸法形状

・ ・ 標仕　９．４．２ （３)（イ）による

床構造用 材質、形状及び寸法 （６．８．２）（７．２．７） ・ ・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　）

デッキプレート ・繊維混入けい酸カルシウム板 仕上塗料の種類及び使用量   

・構造床 ・ ・

・合成スラブ ・高断熱ロックウール 防水下地かＰＣコンクリート部材下地の場合の処理

・床型枠用 ・ 目地処理      ※図示による   ・ （ ）

・ 入隅部の増張り（Ｓ－Ｆ１、ＳＩ－Ｆ１の場合）      ※図示による  （ ）

アスファルト防水 屋根保護防水 （９．２．２～５）（表 ９．２．３～９） 施工標識      ※監督職員と表示内容を協議し、指示の位置に標識を取り付ける

開口部補強要領（補強筋の定着長さ等を含む。） 材料及び工法は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする 防水層の種別

・ 図示による ・ （ ） 4 塗膜防水 防水層の種別 （９．５．３）（表 ９．５．１～２）

デッキプレートを鉄骨部材に溶接する場合の工法(合成スラブ除く)   （７．７．８） 性能

・ アークスポット溶接又は隅肉溶接     ・ （ ） ・ Ａ－１ ※ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ ・  乾式保護材 ・Ｘ-１ ※ｶﾗｰ   ・ｼﾙﾊﾞｰ

デッキプレートを鉄骨部材に溶接する場合の工法(合成スラブ) ・３０分耐火 ・ Ａ－２ 厚さ０．１５mm以上 ・Ｘ-２ ※ｶﾗｰ   ・ｼﾙﾊﾞｰ

・ 焼抜き栓溶接     ・スタッド     ・ （ ） ・１時間耐火 ・ Ａ－３ ・ （ ） ・Ｙ-１ ※地下外壁防水   ・

耐火認定 ・２時間耐火 ・ Ｂ－１ ・  コンクリート押え ・Ｙ-２ ※屋内防水・ ・
適・ 有り 耐火時間 ・ 図示による ・ （ ） ・３時間耐火 ・ Ｂ－２

・ 無し ・ Ｂ－３ ・  セメントれんが ・ 超速硬化ウレタン防水　

アンカーボルトの 建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法 （７．２．４）（７．１０．３）（表７．１０．１） ・ ＡＩ－１ ※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ ・ FRP系塗膜防水

スタッド 材質、形状及び寸法 保持及び埋込み工法 種別      ・A種      ・B種 ・ ＡI－２ ７０g/㎡程度 施工標識      ※監督職員と表示内容を協議し、指示の位置に標識を取り付ける

※ 頭付きスタッド ＪＩＳ Ｂ １１９８ ・ （ ） 構造用アンカーボルトの保持及び埋込み工法 ・ ＡI－３ ・ （ ） 仕上塗料の種類及び使用量   ・

種別     ・図示による ・ （ ） ・ ＢＩ－１

呼び名等 柱底均しモルタルの厚さ及び工法の種別 （７．１０．３）（表７．１０．２） ・ ＢＩ－２ 5 ケイ酸質系塗膜防水 防水層の種別 （９．６．１～３）（表９．６．１～２）

※ 標仕 表７．１０．２ （※Ａ種［モルタル厚さ５０］・Ｂ種［モルタル厚さ３０］）による ・ ＢＩ－３ ・ （ ）

・ （厚さ）※２５mm  ・５０mm  ・ ※ Ｃ－ＵＩ ・ Ｃ－ＵＰ

・ 軽量形鋼構造 接合部(ボルト接合の場合) （７．１１．２） 改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

・ ・ 普通ボルト接合 ・ （ ） ※ 標仕　表９．２．３から標仕　表９．２．８による     ・ （ ） 6 脱気装置 （９．２．３）（９．３．３）（９．５．３）

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

柱底均しモルタル モルタルの種類 （７．２．９） 溶融亜鉛めっき 種別等 （７．１２．４）（表１４．２．２） ※ 標仕　表９．２．３から標仕　表９．２．８による     ・ （ ） D-1   D-2   D-3   D-4 ※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製造所の ※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製造所

※ 無収縮モルタル  ・ （ ） （耐力上必要な部分） 防水層の下地 DI-1   DI-2   AS-T3   AS-T4 仕様による の仕様による

無収縮モルタルの材料、調合等 ・ A種 ・ 最小板厚６．０mm以上の形綱、鋼板 ・ 下地モルタル塗り 適用箇所　図示による AS-J2 ASI-T1   ASI-J1 ・ ・

材料、調合等 ※ 標仕　７．２．９（２）による ・ （ ） ・ B種 ・ 最小板厚３．２mm以上、６．０mm未満の形綱、鋼板 平場の保護コンクリートの厚さ X-1 ※防水層の主材料の製造所の ・（            ）ヶ所

品質及び試験方法 ※ 標仕  表７．２．５による ・ （ ） ・ C種 ・ 普通ボルト・ナット類、アンカーボルト類 こて仕上げ     ※ 水下  ８０mm以上  ・ （ ） 仕様による ・

・ 最小板厚２．３mm以上、３．２mm未満の形綱、鋼板 床タイル張り  ※ 水下  ６０mm以上  ・ （ ） ・

工作図 監督職員による現寸検査 ・ 行わない （７．３．２） 素地ごしらえは、ＪＩＳ　　Ｈ　　　８６４1による ・ 乾式保護材

・ 行う 適用箇所 ※ 図示による ・ （ ） 窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として、板状に押出成形しオートクレーブ ○ 7 シーリング 下表以外は、標仕　表 ９．７．１による （９．７．２）（表９．７．１）

増築工事等を含め、既存建築物との取り合う箇所がある場合は現場実測の上作成を行う。 養生したもの ただし、外壁タイル接着剤張りの場合のシーリングは11章に、カーテンウォールの場合の

梁貫通孔の補強 補強方法 ・ 補強トラス法 （品質・性能・試験方法） シーリングは１７章による

鉄骨の製作精度 ※ 標仕　7.3.3による （７．３．３） ・ （ ） 建築材料等品質性能表による

溶接ずれ及び食い違い 適用箇所 ※ 図示による ・ （ ） 建具回り、サイディング目地、等 ＭＳ－２

・ 溶接部はH１２建告示１４６４号第二号イ（１）（２）に規定する仕様を満足すること 屋根露出防水

・ 溶接ずれ及び食い違いはH１２建告示１４６４号第二号イ（１）（２）に規定する 防水層の種別 シーリング材の目地寸法   ※標仕　９．７．３（１）（ア）～（ウ）による   ・ （ ）

ただし書きの計算確認有り。 ・ 図示による ・ （ ）

8 保証書の提出 防水工事は責任施工とし、保証書を防水工事施工者及び受注者の連名にて提出すること。

鉄骨の仮組 仮組を行う範囲 ・ 図示による ・ （ ） （７．３.１０） ・  Ｄ－１ ・ ・ アスファルト防水

確認方法、確認項目 ・ 図示による ・ （ ） ・  Ｄ－２ 改質アスファルトシート防水

・  Ｄ－３ 合成高分子ルーフィング防水

溶接技能者の 試験の要領及び試験を要する溶接箇所 （７．６．３） ・  Ｄ－４ 塗膜防水 ・・・・・１０年間保証

技量付加試験 ・ 図示による ・ （ ） ・  ＤＩ－１

・  ＤＩ－２ 9 事後調査 ・ 行う。 ・ 行わない。

竣工後２年目に施工箇所の事後調査を指示にしたがって実施すること。

令和５年度　小崎地区集会場新築工事
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図示による

種別 施工箇所 種別 施工箇所

種別 種類 設置数量

施工箇所

備  考

種別 施工個所 仕上塗料 保護層

絶縁用ｼ ｰﾄ
の材質

断熱材 仕上塗料

シーリング材の種類（記号）

７ 3

図示による

備  考

（改質アスファルト製造
所の仕様による）

標準仕様書9.2.2(9)
(種類)　・
(厚さ）　※25mm　・50mm　　・

・ 図示による

3

種   別
施工
箇所

種別 施工個所 種別 施工個所

2

種    別
施工
箇所

断熱材 防湿層 備  考

・ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰ
ﾌｨﾝｸﾞ類の
製造所の仕

様

※ｱｽﾌｧﾙﾄ
ﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類
の製造所の

仕様

標準仕様書9.2.2(9)
(種類)　・
(厚さ）　※25mm　・50mm　　・

９

防
水
工
事

欠く場合 長辺 ・            ・図示 ・            ・図示

1

９

防
水
工
事

（種類）※JISA9521に基づく押出
法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材3種bA(ｽ
ｷﾝ層付き)

種別
施工
箇所

断熱材
仕上塗料 備  考

種類 使用量

種    別
施工
箇所

断熱材 絶縁用シート 立上り部の保護

を設ける場合 長辺 ・            ・図示 ・            ・図示

パネルを切り 短辺 ・            ・図示 ・            ・図示

開口の大きさ 切断後のパネルの残り部分の幅

パネルに開口 短辺 ・            ・図示 ・            ・図示

・外壁パネル ・５０
・６０
・１００

・４５０
・６００
・

・A 種
・B 種

・３０分
・１時間
・２時間

・間仕切壁パネル ・５０
・６０
・１００

・４５０
・６００
・

・B 種
・C 種

・３０分
・１時間
・２時間

表面
加工

構法の種別

（幅300未満は図示
すること）

パネルの種類 表面形状 厚さ 幅 工法の種別 耐火性能

・ 空洞ブロックC(16)
・１２０
※１５０

※４００
・

※２００
・

※無   ・有

パネルの種類
単位荷重
（N/㎡）

厚さ 幅
耐火
性能

備考

・ 空洞ブロックA(08)
・１２０
※１５０

※４００
・

※２００
・

※無   ・有

・ 空洞ブロックC(16)

断面形状及び圧縮強
さ による区分

正味厚さ
ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法 化粧の

有無
（表８．３．１）以
外 の適用箇所長さ 高さ

断面形状及び圧縮強
さ による区分

正味厚さ
ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法 化粧の

有無
適用
箇所

備考
長さ 高さ

26

８

コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ

ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

1

2

3

4

25
亜鉛めっきの種別 材料 備考

23

24

・ラス張りモルタル塗り

・耐火塗料

性能 適用箇所（部位・部分）

・耐火板張り

・耐火材巻付け

適用箇所（部位・部分）

・耐火材吹付け

検査水準 ※第６水準

21

22
種  別 材料・工法

知事登録 6602 号
建 築 士 事 務 所 名

一級

尾　前　設　計　合　同　会　社
工 事 名 称

建築士事務所

建 築 工 事 特 記 仕 様 書
一級 建築士 大臣 登録第 206175 号

宮崎県

図面番号

設 計 者 氏 名 図 面 名 称 建築工事特記仕様書 （その３）
尾前　一日出 印 A-04

17

18

19

20

節 ・全て

12

13

14

15

16

７

鉄
骨
工
事

6

7

9

10

19

22

種類の記号 適用箇所 規格

4

16

8

5

適用箇所 材質・形状・寸法 備考

鉄
骨
工
事

11

呼び名 呼び長さ(mm) 適用箇所



施工 石材の割付け   ※標仕10.1.3(1)(ｱ)～(ｲ)による    ・ 図示による （１０．１．３～５） 伸縮調整目地及び 位置  ※標仕　表１１．１．１による     ・図示による （１１．１．３）（表１１．１．１） 「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材 ○ とい といの材種 （１３．５．２～３）（表 １３．５．５）
粗面仕上げの場合ののみ込み部分の仕上げ            ・ 図示による  ・ （ ） ひび割れ誘発目地
屋内の床を本磨きとする場合のワックスがけ         ・ 行う（適用場所   ・ すべて   ・ ） たてどい ・硬質ポリ塩化ビニル管

・ 行わない セメントモルタルによる タイルの形状、寸法等 （１１．２．２）（１１．２．３）（１１．２．７） ・配管用鋼管

タイル張り ・ステンレス鋼管 SUS304、厚2

石材等 天然石 （１０．２．１～３）（表 １０．２．１～２） CLT（直交集成材） ・　硬質ポリ塩化ビニル管(カラー)

有 無 有 無 ・ﾘｻｲｸﾙ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ発砲三層管 □Ｇ

床 ・ ・ ・ ・ 軒どい ・　塩ビ被覆鋼板製

上り框 ○1等品 ※正方形に ○図示 ・粗磨き ・ ・ ・ ・

・2等品 近い矩形 ○本磨き 標準的な曲がりの役物は一体成形とする ロックウール保温筒及びフェノールフォーム保温筒のホルムアルデヒド放散量
・ 試験張り ・ 行う  ※ 行わない ○ 床張り用合板等 ・普通合板□Ｇ （１２．２．１） ※規制対象外

・
適

（ ）

・1等品 ※正方形に ・図示 見本焼き ・ 行う   ※ 行わない 鋼管製といの防露巻き
・
適

適用する（工法：※標仕表１３．５．４による   ・      ）
・2等品 近い矩形 モルタル塗りのコンクリート素地面の処理 ・MCR工法  ・目荒し工法（高圧洗浄）・ ・ 適用しない

・ 壁タイル張りの工法 ※5.5 ・ﾗﾜﾝ ※1類 広葉樹 ・適用する とい受金物   （１３．５．２）（表 １３．５．３）

外装タイル ※ 密着張り ・ 改良積上げ張り  ・ 改良圧着張り ・ ・しな ・2類 ※2等以上 ・1等 ・適用しない 材種 ※ステンレス製      ・鋼製（亜鉛めっき）

テラゾブロック 内装タイル以外のユニットタイル ・ マスク張り ・ モザイクタイル張り ・ 針葉樹 形状 ※市販品（とい径100以下）　　25×4.5（とい径100を超えるこの）

※C-D以上 ・

既製調合モルタル ・ 取付間隔 ・600以下

※大理石 ※1.5～12 ・平もの ・片面 ・図示 モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、

・花こう岩 ・ ・役もの ・両面 混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。 ・構造用合板□Ｇ 足金物

※大理石 ※1.5～12 ・平もの ・片面 ・図示 （品質・性能・試験方法） 建築材料等品質性能表による 材種 ※ステンレス製      ・鋼製（亜鉛めっき）

・花こう岩 ・ ・役もの ・両面 形状 ※市販品 ・

有機系接着剤による タイルの形状、寸法等 （１１．３．２～４）（１１．３．７） 床 ※12 ※2級以上 ※１類 ※C-D以上 ・適用する ・適用する ・ 取付間隔 ・

テラゾタイル タイル張り ○28 ・1級 ・特類 ・ ・適用しない (          )

・適用しない ルーフドレン
有 無 有 無

※大理石 ※1.5～12 ・300型 ・ ・ ・ ・ ・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板 ・ろく屋根用（・縦型   ・横型）
・花こう岩 ・ ・400型 ・ ・ ・ ・ ・バルコニー用
※大理石 ※1.5～12 ・300型 標準的な曲がりの役物は一体成形とする ・1類 ・適用する ・バルコニー中継用
・花こう岩 ・ ・400型 試験張り   ・ 行う   ※ 行わない ・特類 ・適用しない

取り付用モルタル、既調合の目地モルタル、石裏面処理材、裏打ち処理材 見本焼き   ・ 行う   ※ 行わない ○ 保証書の提出 屋根工事は責任施工とし、保証書を屋根工事施工者及び請負者の連名にて提出すること。

※石材施工業者の指定する製品   ・ （ ） 接着剤のホルムアルデヒド放散量      ※ 規制対象外 ・ （ ） ・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板 （　　　　）年間保証

外装タイル接着剤張りにおける目地のシーリング材 ○ 事後調査 ○ 行う ・ 行わない

外壁湿式工法 石裏面処理      ・ 適用する  ・ 適用しない （１０．２．２～３）（１０．３．２～３） 打継ぎ目地   ※ポリウレタン系シーリング材 ・ （ ） 竣工後２年目に施工箇所の事後調査を指示にしたがって実施すること。

裏打ち処理      ・ 適用する  ・ 適用しない ひび割れ誘発目地   ※ポリウレタン系シーリング材 ・ （ ） ・1類 ・適用する ・

下地ごしらえ   ※流し筋工法   ・あと施工アンカー工法   ・あと施工アンカー,横筋横流し工法 伸縮調整目地   ※変成シリコーン系シーリング材 ・ （ ） ・2類 ・適用しない

受金物          材質  ※SS400    ・ （ ） その他の目地   ※変成シリコーン系シーリング材 ・ （ ） ○ あと施工アンカー 標仕１４．１．３（１） （エ） による確認試験を行う。 （１４．１．３）

形状及び寸法          ・ L-75×75×6(mm)の加工    L=100mm モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理  ・MCR工法 ・目荒し工法（高圧洗浄） ・ （ ） ・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板 の確認試験
・ L-75×75×6(mm)の加工    L=150mm

・ （ ） 階段滑り止め ※磁器製（                          ） ・（                                   ） 鉄鋼の亜鉛めっき （１４．２．３）（表１４．２．２）

・1類 ・適用する ・ 表面処理方法 種別 施工箇所（手すり、タラップ以外）

ドレインパイプの材質  ・  樹脂ネット製パイプ   クロスメッシュ巻き   25～35φ ・2類 ・適用しない ・ Ａ種

・ （ ） ○ 表面仕上げ （１２．１．４） 溶融亜鉛めっき ・ Ｂ種

アンカーの材質及び径    ※SS400    M12    ・ （ ） ・パーティクルボード□Ｇ ・ Ｃ種

あと施工アンカーの材質及び寸法（                                       ） ・ Ａ種

目地             一般目地        目地幅(mm)  ※6以上 ・ （ ） 電気亜鉛めっき ・ Ｂ種

シーリング材   ・ 適用する   ・ 適用しない ※15・ ※13タイプ・ ※P又はM ・ Ｃ種

伸縮調整目地  位置  ※標仕　１１．１．１による  ・ 図示による ・

シーリング材の目地寸法   ※標仕　９．７．３（１）（ウ）による 軽量鉄骨天井下地 野縁等の種類 （１４．４．２～４）

・図示による ・構造用パネル 屋外 （ ※ ２５形 ・ １９形） 屋内 （ ※ １９形 ・ ２５形）

・ 屋外の軒天井、ピロティ天井等

内壁空積工法 受金物          材質  ※SS400    ・ （ ） （１０．２．２）（１０．４．２～３） 製材 （１２．２．１） （１２．５．１） （１２．６．１） （１２．７．１） ・１級 ・２級 ・３級 ・４級 工法

形状及び寸法           ・ L-75×75×6(mm)の加工    L=100mm ・ 「製材の日本農林規格」による下地用針葉樹製材 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

・ L-75×75×6(mm)の加工    L=150mm ・MDF ※ 適用する

・ （ ） （建築基準法に基づき定まる風圧力の（　・１　　・１.１５　　・１.３　）

倍の風圧力に対応した工法）

下地ごしらえ   ※ あと施工アンカー,横筋横流し工法      ・あと施工アンカー工法 ・ 適用しない

アンカーの材質及び径    ※SS400    M12    ・ （ ） 野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔

あと施工アンカーの材質及び寸法   （                                       ） ○ 接着剤 接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。 （１２．２．２～３） ※ ９００程度 ・ （　　　　　）

目地             一般目地        目地幅(mm)  ※6以上 ・ （ ） ホルムアルデヒドの放散量     ※ 規制対象外  ・ （ ） 周辺部の端からの間隔

シーリング材   ・ 適用する   ・ 適用しない ・ 「製材の日本農林規格」による造作用針葉樹製材 ・ 図示による ・ （　　　　　）

伸縮調整目地  位置  ※ 6mごと ・ 図示による ○ 防腐・防蟻 ・防腐、防蟻処理が不要な樹種による製材 （１２．３．１～２） 野縁の間隔

シーリング材の目地寸法   ※標仕　９．７．３（１）（ウ）による 適用部位：（                                                  ） ※ ３００程度 ・ （　　　　　）

・図示による ・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理 ・ 補強 ※ 図示による ・ （　　　　　）

・ 吊りボルトの間隔が９００ｍｍを超える場合

乾式工法 （１０．２．２）（１０．５．２～３）（表１０．２．４） ・Ｋ２ ・Ｋ３ ・Ｋ４ 補強方法 ※ 図示による ・ （　　　　　）

乾式工法の方式による金物の種類、計上、寸法等 ・ 「製材の日本農林規格」による広葉樹製材 ・Ｋ２ ・Ｋ３ ・Ｋ４ ・ 天井のふところが１．５ｍ以上３．０ｍ以下の場合

(・ ) 補強方法 ※標仕１４．４．４（８）（１）～（２）による ・ 図示による

取付け方式      ・スライド方式      ・ロッキング方式 ・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理 ・ 天井のふところが３．０ｍを超える場合

石裏面処理      ・適用する   ・適用しない 補強方法 ※ 図示による ・ （　　　　　）

裏打ち処理      ・適用する   ・適用しない ※標仕12.3.1(ｲ)(b)①～④による ・ ・ 天井下地材における耐震性を考慮した補強

だぼ用の穴の位置   ※標仕　１０．５．２（２）（ア）による   ・図示による ※標仕12.3.1(ｲ)(b)①～④による 補強箇所 ・ 図示による ・ （　　　　　）

外壁の工法 ※標仕12.3.1(ｲ)(b)①～④による 補強方法 ※ 図示による ・ （　　　　　）

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法 ・ボード原料接着材への薬剤混入による防腐、防蟻処理 ・ 「特定天井及び特定天井の構造耐力上安全な構造を定める件」

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1  ・1.15  ・1.3）倍の風圧力に対応した工法） ・ 「製材の日本農林規格」以外の製材 適用部位（                                         ） （平成25年8月5日　国土交通省告示第771号）に定める特定天井

・適用しない ※ 工法及び適用等 図示による

アンカーの材質及び形状   ※ステンレス（SUS304）   M10 ・ （ ） ○ 「製材」及び「合板」 合法木材証明書を監督員に提出すること。 ・ 天井構成部材等の単位面積当たりの質量が20kg/㎡を超える天井

あと施工アンカーの材質及び寸法 ・ （ ） （ ） ・適用する ・適用する ※A種・B種 製品 ※ 工法及び適用等 図示による

目地  目地幅(mm)  ※8以上 ・ （ ） 造作材の場合 ・適用しない ・適用しない ・ ・ 水平でない天井及びシステム天井

シーリング材  ・適用する（※標仕　9章7節による  ・図示）    ・適用しない （※A種 ・B種） ※ 工法及び適用等

○ 長尺金属板葺 （１３．２．２～３）

床及び階段の石張り 床石張りの裏面処理      ・適用する   ・適用しない （１０．６．２～３） 造作用集成材 ・ 「集成材の日本農林規格」による造作用集成材 （１２．２．１） 軽量鉄骨壁下地 スタッド、ランナーの種類 （１４．５．３）（表１４．５．１）

階段張りの裏面処理      ・適用する   ・適用しない 標仕表１４．５．１によるスタッドの高さによる区分に応じた種類 ・ 図示による

目地             一般目地  目地幅(mm)  ・図示による ・ （ ） ※１等     ・２等 スタッドの高さが５．０ｍを超える場合 ※ 図示による ・ （　　　　　）

シーリング材   ・適用する   ・適用しない

伸縮調整目地 位置 ※床面積30㎡程度ごと、細長い通路の場合6m程度ごと及び ・ 「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材 金属成形板張り （１４．６．２～３）（表１４．２．１）

他部材との取り合い部　　　　・図示による 材種 ・ アルミニウム ・ （ ）

製法 ※ 押出し ・ プレス ・ ロール

アーチ、上げ裏等の 取付け工法   ・外壁湿式工法   ・内壁空積工法   ・乾式工法 （１０．２．２）（１０．７．１～２） ※１等  ・２等 下葺材料        ※アスファルトルーフィング  940 寸法 板幅 ※ １００ ・ （ ） 板厚 ※ １．０ ・ （　　　　　）

石張り 取付け金物   ※標仕　１０．２．２（３）による   ・ （ ） ○  改質アスファルトルーフィング下葺材 形状 ・ スパンドレル形 ・ パネル形

引金物、だぼ、かすがい及び受金物   ※標仕　１０．２．２（１）による   ・ （ ） ・ 「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱 (・一般ﾀｲﾌﾟ・複層材ﾀｲﾌﾟ・粘着層付ﾀｲﾌﾟ） 表面処理等 ・ ・ ・ （　　　　　）

吊金物及び化粧吊りボルト 雪止め         ・設置する（図示） ・ ・

・設ける 吊金物 ※ステンレス(SUS304)径6mm長さ80mm（加工物） 伸縮調整継手 ・ 設ける ・ 設けない

・ （ ） 折板葺 （１３．２．２）（１３．３．２～３）（表 １３．２．１）
吊りボルト   ※ステンレス(SUS304)M10化粧ナット付き 6 アルミニウム製 部材の種類 ・ ２５０形 ・ ３００形 ・ ３５０形 ・ １００形

・ （ ） ・ 「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材 笠木 ・ 板折り曲げ形　 （本体幅　　　　　　　ｍｍ）

・設けない 板厚（ｍｍ） ※ ２ ・ （　　　　）

石裏面処理      ・適用する   ・適用しない

裏打ち処理      ・適用する   ・適用しない ※15%以下 ・ 表面処理 （１４．７．２～３）（表１４．２．１）

アンカーの材質及び径   ・ＳＳ４００ Ｍ１２   ・ステンレス（ＳＵＳ３０４） Ｍ１    （ ） 被膜等の種類 ※ 標仕表１４．２．１による ・ （　　　　　　）

あと施工アンカーの材質及び寸法   （                                       ） ・ 「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材 ・ 着色 （　　　　　　）

目地             一般目地        目地幅(mm)  ※６以上  ・ 材料   ※JIS G 3322の屋根用コイル（CGLCCR-20-AZ150）
伸縮調整目地   位置   ※他の部位との取合い部   ・図示 ・ （ ）

※15%以下 ・ 断熱材 ・ 有り（種別： 厚さ(mm)： 防火性能：   時間） ○ 1 モルタル塗り モルタル ○現場調合材料 ・既調合材料 （１５．３．２～５）

笠木、甲板等の石張り 取付け工法   ・外壁湿式工法   ・乾式工法 （１０．２．２） （１０．７．１～３） ・ ・ 無し （材料： ）

取付け金物   ※標仕　１０．２．２（３）による   ・ （ ） タイトフレームにJIS G 3322以外の鋼材を直接外気の影響を受けない屋外で 床の目地 ・設ける

引金物、だぼ、かすがい及び受金物   ※標仕　１０．２．２（１）による   ・ （ ） ・ 「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり構造用集成柱 使用する場合の表面処理 （目地割り ※2㎡程度（最大目地間隔3m程度) ・ ）

石裏面処理      ・適用する   ・適用しない （標準仕様書表14.2.2による　　　　　・E種             ・F種　　） （種類 ※押し目地 ・ ）

乾式工法の場合の取付け代   ※標仕　１０．５．３（２）による   ・ （ ） 工法 折板のけらば納め ・設けない

石裏の補強用モルタル   ・適用する   ・適用しない ※15%以下 ※けらば包みによる方法

アンカーの材質及び径   ・ステンレス（ＳＵＳ３０４） Ｍ１０   （ ） ・ ・

あと施工アンカーの材質及び寸法（                     ）

造作用単板積層材 「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材 （１２．２．１）

製造所及び 監督員の承諾による。

施工業者

印 A-05

工 事 名 称

図面番号

図 面 名 称 建築工事特記仕様書 （その４）
206175 号

尾前　一日出

一級 号
令和５年度　小崎地区集会場新築工事

備考

・

備考

6602

尾　前　設　計　合　同　会　社

施工箇所 厚さ

建 築 士 事 務 所 名
建築士事務所 宮崎県 知事登録

備考

建 築 工 事 特 記 仕 様 書
一級 建築士 大臣 登録第

・有り（加工  ・天然木加工・塗装加工）
・無し（等級：                 ）

・適用する
・適用しない

・

設 計 者 氏 名

１２

屋
根
及
び
と
い
工
事

含水率 備考

・

備考

備考

含水率

見付け材面の
品質

4

化粧薄板の
厚さ(mm)

・

施工箇所
化粧薄板
の樹種

施工箇所 厚さ 表面の化粧加工 防虫処理 備考

施工箇所
化粧薄板
の樹種

芯材
の樹種

寸法
見付け材面

の品質

芯材
の樹種

寸法
化粧薄板 の

厚さ(mm)
見付け材面

の品質
含水率 備考

施工箇所 樹種 寸法
見付け材面

の品質
含水率 備考

施工箇所
化粧薄板
の樹種

芯材
の樹種

寸法
化粧薄板の厚さ

(mm)
見付け材面の

品質

施工箇所
化粧薄板
の樹種

芯材
の樹種

寸法
化粧薄板

の厚さ(mm)
見付け
材面数

備考

・

3
施工箇所 樹種 寸法 見付け材面数 見付け材面の品質 備考

施工箇所 樹種 寸法
造作材の材面

の品質
防虫処理 難燃処理

保存
処理

材面の
品質

備考施工箇所 樹種 寸法 等級 形状 含水率

材面の
品質

備考施工箇所 樹種 寸法 等級 形状 含水率
保存
処理

表面仕上げ

木
工
事

備考

形状 含水率寸法 等級

2

手加工

　　　H-Ａ種

保存
処理

材面の
品質

備考施工箇所 樹種

　　○　H-B種 額縁等

　　・H-C種

　　・Ａ種

・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・

１２

木
工
事

1
表面仕上げの種別 適用箇所

機械加工 　　○　B種 木部見え掛り

　　・C種

厚さ

備考

寸法
表面

仕上げ

・

4

・ ・ ・ ・

・・ ・・ ・ ・

・

特注

・

・

色

種石の大きさ
(mm)

形状

・・

・

施工箇
所

施工
箇所

等級 石材の種類 形状

寸法による
区分

種石の
種類

種石の大きさ
(mm)

１０ 1

寸法 表面仕上げ 備考

仕上げ
面

石
工
事

施工箇
所

種石の
種類

耐凍
害性 備考

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 施ゆう 無ゆう 標準

再生
材の
適用

・ ・

3

施工
箇所

主な用

途 によ

る区分

(JIS)

形状/
寸法

吸水率による区分 うわぐすり 役物

・

・ ・ ・

耐凍
害性

滑り
抵抗
性

・ ・ ・

備
考

再生
材の
適用無ゆう 標準 特注

形状
/寸
法

吸水率による区分 うわぐすり 役物 色

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 施ゆう

１１

タ
イ
ル
工
事

1

2

施工
箇所

主な用

途 によ

る区分

(JIS)

5

6

7

8

9

2

3

4

表面の化粧加工 防虫処理

施工箇所 品名
曲げ性能

(強度等級)
種別

接着性能(仕
様環境)

樹種

含水率 備考

・有り(加工・天然木加工・塗装加工)
・無し（                             ）

・適用する
・適用しない

※14%以下
・

施工箇所 厚さ

寸法 備考

5

施工
箇所

厚さ
単板の樹

種名
接着の
程度

板面の品質 防虫処理 備考

施工
箇所

厚さ 等級
単板の
樹種名

接着の
程度

板面の品質
有効断面
係数比

防虫処理 強度等級

単板の樹種名 接着の程度 防虫処理 備考

表面性能
化粧加工の

方法
防虫処理

施工箇所 厚さ
化粧板に使用する

単板の樹種名
接着の程度 防虫処理

施工箇所 厚さ 接着の程度

施工箇所 厚さ
表裏面の状態
による区分

曲げ強さ による
区分

接着剤 による
区分

難燃性 による
区分

施工箇所 厚さ 等級

施工箇所 厚さ 表裏面の状態
による区分

曲げ強さ による
区分

接着剤 による
区分

難燃性 による
区分

6

7

適用部位 保存処理性能区分

適用部位 処理の方法

・

・

8

１３ 1

施工
箇所

板及びｺｲﾙの種類
塗膜の耐久性、めっき付
着量等の種類及び記号

厚さ 屋根葺形式 備考

屋根

※JIS G 3322の
屋根用ｺｲﾙ
(CGLCCR-20-AZ150)
・

溶融亜鉛５５％Ａℓ－Ｚｎ
合金メッキ鋼板

0.35
・心木なし瓦棒葺
・立平葺 ・蟻掛葺

・横葺 ・

2

施工箇
所

形式

山高、山ﾋﾟｯﾁ
による区分 耐力によ る

区分
材料によ る

区分
厚さ 軒先面戸板

耐火性
能

山高 山ﾋﾟｯﾁ

・重ね形
・はぜ締め形
・かん合形

(   )種
※鋼板製
・ｱﾙﾐﾆｳﾑ
合金板製

・有り・無し
・30分
・無し

１３

屋
根
及
び
と
い
工
事

3

4

5

１４

金
属
工
事

種   別 材   種 径 施工箇所 備   考

種別 施工箇所

R2.4.1 版

１５

左
官
工
事

1

2

3

4

5



○ 2 仕上塗材仕上げ ・ 薄付け仕上塗材 （１５．６．２） ステンレス鋼板 ※ＳＵＳ４３０Ｊ１Ｌ、ＳＵＳ４４３Ｊ１、ＳＵＳ３０４ ・ （　　　　　） 二重チェーン、急降下制動装置、急降下停止装置を設けた電動シャッターの設置位置 取付方法、性能等 ・ 図示による

呼び名 防火材料 仕上げの形状等 表面仕上げ ※HL ・ 鏡面仕上げ ・図示 ・

・ 外装薄塗材Ｓｉ ・ ・ 砂壁状 ステンレス鋼板の曲げ加工 （１６．６．５） 障害物感知装置を設けた電動シャッターの設置位置 メタルカーテン カーテンウォールの材料 （１７．２．２）

・ 可とう形外装薄塗材Ｓｉ ・ ・ ゆず肌状（・吹付け　・ローラー塗） ※ 普通曲げ ・ 角出し曲げ （補強あり） ・図示 ・ ウォール 材料 規格 表面処理 映像調整

・ 外装薄塗材Ｅ ・ ・ さざ波状 屋内防火シャッター若しくは防煙シャッターの危険防止機構 ※ アルミニウム製 ※ 標仕１６．２．３による 皮膜の種類 ・ 行う

・ 可とう形外装薄塗材Ｅ ・ ・ 平たん状 ○ 木製建具 （１６．７．２～４）（表１６．７．１） ・設ける 設置位置 ・図示 ・ ・ （　　　　　） （※標仕表１４．２．１による） ・ 行わない

・ 防水形外装薄塗材Ｅ ・ ・ 凹凸状（・吹付け　・こて塗） 建具材の加工、組立時の含水率 ※ Ｂ種 ・ （　　　　） 「防火区画に用いる防火設備等の構造方法を定める件」（昭和４８年１２月２８日 ・ ステンレス 着色（　　）

・ 外装薄塗材Ｓ ・ ・ 着色骨材砂壁状 ○ フラッシュ戸 建設省告示第２５６３号）に定める基準に適合するもの 製品及び取付位置の寸法許容差 ※ 標仕表１７．２．１～３による

・ 内装薄塗材Ｃ ・ （・吹付け　・こて塗） 表面材の合板の種類 ※障害物感知装置（自動閉鎖型） ・可動座板式 ガラス溝の寸法、形状 ※ 製造所の仕様による

・ 内装薄塗材Ｌ ・ ・ 砂壁状じゅらく 合板の種類 規格等 備考 ・設けない シーリング材の種類 ・

・ 内装薄塗材Ｓｉ ・ ・ 京壁状じゅらく ※ 普通合板 表面の樹種 スラット及びシャッターケース用鋼板 ガラスの取付材料

・ 内装薄塗材Ｅ ・ 吸放湿性 ・ 適用する ・ 適用しない 生地、透明塗料塗り （※ラワン程度　・　　　　） 鋼板の種類 ・ ＪＩＳ Ｇ ３３０２（溶融亜鉛めっき鋼板） ・シーリング 種類（ ）

・ 内装薄塗材Ｗ ・ 耐湿性 ・ 適用する ・ 適用しない 不透明塗料塗り （※しな程度　　・　　　　） ・ ＪＩＳ Ｇ ３３１２（塗装溶融亜鉛めっき鋼板） ・構造ガスケット 形状・寸法等 ・図示による

内装仕上げに用いる塗材のホルムアルデヒド放射量 ※ F☆☆☆☆ ・ 板面の品質 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） めっきの付着量 ※ Ｚ１２又はＦ１２ ・ （　　　　）

接着の程度 （ ・ １類 ・ ２類 ） 電動式の場合の電源 ※ 三相２００Ｖ　０．７５ｋｗ以下（過電流保護装置付） ＰＣカーテン カーテンウォールの材料 （１７．３．２～５）

・ 複層仕上塗材 ○ 天然木 樹種名 （　杉　） ・ （ ） ウォール コンクリート 種類 （ ）

呼び名 防火材料 仕上げの形状等 ○ 化粧合板 接着の程度 （ ・ １類 ・ ２類 ） 工事範囲 一次側配線は別途工事とし、開閉機構以降の二次配線は本工事に含む。 ※ 標仕１７．３．２（１）（ア）～（ウ）による

・ 複層塗材ＣＥ ・ ・ ゆず肌状 ・ 凸部処理 ・ 凹凸状 ・ 特殊加工 化粧加工の方法 鉄筋 ※ ２９５Ａ （ ・ Ｄ１３ ・ Ｄ１０　）

・ 複層塗材Ｓｉ ・ 化粧合板 （・オーバーレイ　・プリント　・塗装） 軽量シャッター （１６．１２．２～４） 補強鉄線 径(mm) ・ ３．２ ・ ４．０ ・ ５．０ ・ ６．０

・ 複層塗材Ｅ ・ 上塗り材 表面性能 （　　　　　）タイプ 開閉形式 シャッターケース 耐風圧強度（Ｎ/㎡） 網目寸法 ・

・ 複層塗材ＲＥ ・ 耐候性 ※ 耐候形3種 接着の程度 （ ・ １類 ・ ２類 ） ※ 手動式 ※ 設ける ・ ５０ 配筋 ※ 図示による

・ 可とう形複層塗材ＣＥ ・ 溶媒 ※ 水系 ・ 溶剤系 表面板の厚さ ※標仕表１６．７．６による ・ （　　　　　） ・ 上部電動式 ・ 設けない ・ ６５ 先付けの材料 ・ サッシ枠 ・ ゴンドラ用ガイドレール

・ 防水形複層塗材ＣＥ ・ 樹脂 ※ アクリル系 （手動併用） ・ ８０ 表面仕上げ剤 ・ 磁器質タイル

・ 防水形複層塗材Ｅ ・ 外観 ※ つやあり ・ つやなし ○ 建具用金物 標準型建具 （１６．４．６）（１６．８．４） ・ ・ 石材 （ ・ 花こう岩 ・ 大理石 ）

・ 防水形複層塗材ＲＥ ・ ・ メタリック ． マスターキー ※ 製作する （ ※ 新規 ・ 既存にあわせる ） ・ 製作しない ガスケットを用いる場合のアンカー溝の寸法及び寸法許容差(mm)

※ シリンダー箱錠 スラットの材質 めっき量 ・ ｈ＝１～+２、Ｗ１及びＷ２＝±１

・ 軽量骨材仕上塗材 ※ レバーハンドル 材質 ※ アルミニウム合金 ・ ステンレス ・ 黄銅 ・ ＪＩＳ Ｇ ３３１２(塗装溶融亜鉛めっき鋼板) ※ Ｚ０６又はＦ０６ 製品及び取付位置の寸法許容差 ※ 標仕表１７．３．１～２による ・ （　　　　　）

呼び名 防火材料 仕上げの形状等 座金 ※ 丸座 ・ 長座 ・ ＪＩＳ Ｇ ３３２２(塗装溶融５５％アルミニウム ※ ＡＺ９０

・ 吹付用軽量塗材 ・ ※ ドアクローザー -亜鉛合金めっき鋼板)

・ こて塗用軽量塗材 ・ ・ Grade１ ※ Grade２ ○ 材料 屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 ※ F☆☆☆☆

材質 ※ アルミニウム合金 スラットの形状 ガイドレール・座金の材質 ・ 防火材料 ※ 屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

ＡＬＣパネルの 内壁目地部の形状 ※ Ｖ形目地付き ・ （　　　　　） （１５．６．４） ※ インターロッキング形 ※ ステンレス（ＳＵＳ３０４) 次の箇所を除き防火材料とする。 （箇所：　　　　）

場合の下地処理 標準型建具以外の建具 （表１６．８．１）（１６．８．２） ・ オーバーラッピング形 ・ 溶融亜鉛めっき鋼板

○ マスターキー ※ 製作する （ ※ 新規 ・ 既存にあわせる ） ・ 製作しない 電源 ※ 単相　１００Ｖ　（過電流保護装置付） ・ （　　　　　）　 ○ 素地ごしらえ （１８．２．２～７）

マスチック塗料塗り 種別 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 （仕上材塗り：ＥＰ－Ｇ　※Ｂ種　・Ａ種） （１５．７．２） ※ シリンダー箱錠 工事範囲 一次側配線は別途工事とし、開閉機構以降の二次側配線は本工事に含む。 下地面等 種別

※ レバーハンドル 材質 ※ アルミニウム合金 ・ ステンレス ・ 黄銅 ※ 障害物感知装置（自動閉鎖型） ○ 木部 不透明塗料塗りの場合 ※ Ａ種 ・ Ｂ種

ロックウール （１５．１２．２～４） 座金 ※ 丸座 ・ 長座 透明塗りの場合 ※ Ｂ種 ・ Ａ種

吹付け 種　　類 色　彩 吹 付 け 厚 さ ・ 握り玉 材質 ※ ステンレス オーバーヘッド （１６．１３．２～３） 鉄鋼面 ※ Ｃ種 ・ Ａ種 ・ Ｂ種

・ 一般用 ・ （ ） ・ 着色 ・ 原色 ・ １０ ・ １５ ・ ２０ ・ ２５ ・ 本締り錠 耐じん性能（　　　　　　　　　　） ドア セクション材料 耐風圧 開閉方式 収納形式 ガイドレール 亜鉛めっき構面　注） ・ Ａ種 ・ Ｂ種

・ 空錠 による区分 (N/㎡) による区分 による区分 の材質 モルタル面及びプラスター面 ※ Ｂ種 ・ Ａ種

ロックウール及び接着剤のホルムアルデヒド放射量 ※ F☆☆☆☆ ・ ※ レバーハンドル 材質 ※ アルミニウム合金 ・ ステンレス ・ 黄銅 ※ スチールタイプ ・ １２５ ※ バランス式 ・ スタンダード形 ※ ステンレス鋼板 コンクリート面、ALCパネル面及び押出成形セメント板面 ※ Ｂ種 ・ Ａ種

座金 ※ 丸座 ・ 長座 ・ アルミニウムタイプ ・ １００ ・ チェーン式 ・ ローヘッド形 （ＳＵＳ３０４） ○ せっこうボード面及び 目地：継目処理工法 ※ Ａ種 ・ Ｂ種

○ 保証書の提出 ・ 外装塗材は、施工業者及び請負者との連名で保証期間５年間の保証書を提出すること。 ・ 握り玉 材質 ※ ステンレス ・ ファイバーグラス ・ ７５ ・ 電動式 ・ ハイリフト形 ・ 溶融亜鉛めっき その他ボード面 目地：継目処理工法以外 ※ Ｂ種 ・ Ａ種

・ グレモン錠 タイプ ・ ５０ ・ バーチカル形 鋼板

レバーハンドルの材質 ※ 亜鉛合金 ・ ステンレス 注）亜鉛めっき鋼面の素地ごしらえの種別

○ アルミニウム製 （１６．２．２）（１６．２．３～５）（表１６．２．１） ・ 点検口錠　（平面ハンドル錠） ○ ガラス （１６．１４．２） 種別 施工部位及び塗料種別

建具 性能等級 材質 ※ ステンレス ・ 亜鉛合金程度 ・ フロート板ガラスの品種及び厚さの呼びによる種類 Ａ　種 鋼製の建具の場合又は２溶形ポリウレタンエナメル塗

外部に面する建具 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ⅾ種 ・ E種 ○ 非常錠 ・ 建具表による 若しくは常温乾燥形ふっ素樹脂エナメル塗の場合

・ 防音ドア、防音サッシとする場合 遮音性の等級（　　　） ※図示による ・ （　　　　　　） Ｂ　種 Ａ種以外

○ 断熱ドア、断熱サッシとする場合 断熱性の等級（　　　） ※図示による ・ ピポットヒンジ ・ 型板ガラスの厚さによる種類

・ 耐震ドアとする場合 面内変形追随性の等級（　　　） カバー部の材質 ※ ステンレス ・ 亜鉛合金 ・ 建具表による 錆止め塗料塗り （１８．３．２～３）

※図示による ・ フロアヒンジ* 下地面等 工程の種別 塗料の種別

枠の見込み寸法 ○ 建具表による ・ Grade１ ※ Grade２ ・ 網入りガラス及び線入板ガラスの網又は線の形状、板の表面の状態及び厚さの 鉄鋼面 見え掛り部分 ※ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ａ種 ・ Ｂ種

表面処理 カバー部の材質 ※ ステンレス 呼びによる種類 見え隠れ部分 ※ Ｂ種 ・ Ａ種 ＥＰ－Ｇの場合

外部に面する建具 ・ ＢＢ－１種 ・ ＢＢ－２種 ・ （　　　　　） ・ ヒンジクローザー　（丁番形）* ・ 建具表による ※Ｂ種 ・ Ａ種

皮膜等の種類（※標仕表１４．２．１による　・　　　　） 材質 ・ 鋼（焼付け塗装） 亜鉛めっき構面 鋼製建具 ※ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ａ種 ・ Ｂ種

着色 （　　　　） ・ ヒンジクローザー　（ピポット形）* ・ 合わせガラス 鋼製建具以外 ※ Ｂ種 ・ Ａ種 ・ Ｃ種

屋内の建具 ・ ＢＣ－１種 ・ ＢＣ－２種 ・ （　　　　　） 材質 ・ 鋼（焼付け塗装） 材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに合わせガラスの合計厚さ ＥＰ－Ｇの場合

皮膜等の種類（※標仕表１４．２．１による　・　　　　） ・ ドアクローザー* ・建具表による ※Ｃ種 ・ Ａ種

着色 （　　　　） ・ Grade１ ※ Grade２ 形状による種類

結露水の処理方法 ※ 図示による ・ （　　　　　） 材質 ※ アルミニウム合金 *印建具金物の製造所は評価名簿による ・平面合わせガラス ・曲面合わせガラス ○ 塗装 （１８．４．１～１８．１４．２）

水切り板、ぜん板 ※ 図示による ・ （　　　　　） ・ 閉鎖順位調整器 落球衝撃はく離特性並びにショットバック衝撃特性による種類 塗装 種別 塗料の種類

材質 ※ ステンレス ・ 鋼製 ・Ⅰ類 ・Ⅱ－１類 ・Ⅱ－２類 ・Ⅲ類 ・ 合成樹脂調合 木部屋外 ※ Ａ種 ・ Ｂ種 ※ １種 ・ ２種

○ 網戸等 （１６．２．３） ・ 押棒、押板 ペイント塗り 木部屋内 ※ Ｂ種 ・ Ａ種 ※ １種 ・ ２種

種類 材種 線径 網目 材質 ・ ステンレス ・ 黄銅 ・ 合成樹脂 ・ 強化ガラス (ＳＯＰ) 鉄鋼面 ※ Ｂ種 ・ Ａ種 ※ １種 ・ ２種

・ 防虫網 ○ 合成樹脂製 ※ ０．２５ｍｍ以上 ※ １６～１８メッシュ ・ アームストッパー 形状による種類、材料板ガラスの種類による名称 ・建具表による 亜鉛めっき鋼面 ― ※ １種 ・ ２種

※ ガラス繊維入り合成樹脂製 ○ ○ 24x24メッシュ 材質 ※ 鋼　（クロムめっき） ・ ステンレス 破片の状態及びショットバック衝撃特性による種類 ・Ⅰ類 ・Ⅲ類 ・ クリヤラッカー塗り(ＣＬ) ※ Ｂ種 ・ Ａ種 ―

・ ステンレス（ＳＵＳ３１６）製 ・ クレセント ・ アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り（NAD） ※ Ｂ種 ・ Ａ種 ―

・ 防鳥網 ステンレス（ＳＵＳ３０４）線材 １．５ｍｍ 網目寸法１５ｍｍ 材質 ※建具製造所の仕様による ・ 熱線吸収板ガラス ・ 耐候性塗料塗り(ＤＰ) 鉄鋼面 ― 上塗り等級（　）級

・ 排煙オペレーター （ ※ 埋込 ・ 露出 ） 板ガラスによる種類、厚さによる種類 ・建具表による 亜鉛めっき鋼面 ― 上塗り等級（　）級

樹脂製建具 性能等級 （１６．２．２（１））（１６．３．２～４）（表１６．３．３） ・ レール 性能による種類 ・１類 ・２類 コンクリート面及び ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ―

外部に面する建具 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ⅾ種 ・ E種 材質 ※ ステンレス ・ アルミニウム合金 ・ 黄銅 押出成形セメント板面 ・ Ｃ種

・ 防音ドア、防音サッシとする場合 遮音性の等級（・Ｔ-１　・Ｔ-２　） ※図示による ○ 複層ガラス ・ つや有合成樹脂 コンクリート面等 ※ Ｂ種 ・ Ａ種 ―

・ 断熱ドア、断熱サッシとする場合 断熱性の等級（・Ｈ-４　・Ｈ－５　・Ｈ－６　） ○ 鍵箱 ○ 形式 ○ ３０本 （ 個） ・ １２０本 （ 個） （１６．８．４） 材料板ガラスの種類及び厚さの組合せ並びに複層ガラスの厚さ ○建具表による エマルションペイント

※図示による ・ ６０本 （ 個） ・ （　　）本 （ 個） 断熱性による区分 ・T１ ・T２ ・T３ ・T４ ・T５ ・T６ 塗り(ＥＰ－Ｇ) 屋内の鉄鋼面 ※ Ｂ種 ・ Ａ種 ―

枠の見込み寸法 ・ 建具表による 鋼製市販品とし、監督員の承諾による。 日射取得性、日射遮蔽性による区分 ○G ・S ・ 合成樹脂エマルションペイント塗り(ＥＰ) ※ Ｂ種 ・ Ａ種 ―

表面色 ・ 標準色 ・ 特注色 乾燥気体の種類 ・空気 ○アルゴン ・ 合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T) ※ Ｂ種 ・ Ａ種 ―

水切り板、ぜん板 ※ 図示による ・ （　　　　　） 自動ドア開閉装置 引き戸用駆動装置 （１６．９．２～３） ・ ウレタン樹脂ワニス塗り(ＵＣ) ※ Ｂ種 ・ Ａ種 ―

ガラス ※ 複層ガラス ・ 性能値 ※ 標準仕様書１６．９．１ ・ 熱線反射ガラス （１６．１４．２）（１６．１４．４） ・ オイルステン塗り(ＯＳ) 塗料 ※ 水性 ―

・種類、開閉方法 （ ） ・耐電圧 （ ） 材料板ガラスの種類及び厚さによる種類 ・建具表による ・ 油性

鋼製建具 性能等級 （１６．２．２）（１６．４．２～４）（表１６．４．２） ・温度上昇 （ ） ・耐久性（サイクル） （ ） 日射熱遮蔽性による区分 ・１種 ・２種 ・３種 ・ 木材保護塗料塗り(ＷＰ) ※ Ｂ種 ・ Ａ種 ―

簡易気密型 ・ 適用する （表１６．４．１） ・防錆 （ ） ・電源 （ ） 耐久性による区分（日射熱遮蔽性による区分が２種の場合） ・Ａ類 ・Ｂ類

・ 適用しない （表１６．２．１） 映像調整 ・行わない ・行う

外部に面する建具の耐風圧性 多機能トイレ出入り口引き戸用駆動装置 ○ 接着剤 ホルムアルデヒド放散量 ※ Ｆ☆☆☆☆

・ Ｓ－４ ・ Ｓ－５ ・ Ｓ－６ 性能値 ※ 標準仕様書１６．９．２ ・ 倍強度ガラス 接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。 （１９．２．２）

・ 防音ドア、防音サッシとする場合 遮音性の等級（　　　） ※図示による ・耐電圧 （ ） ・温度上昇 （ ） 材料板ガラスの種類及び厚さによる種類 ・建具表による

・ 断熱ドア、断熱サッシとする場合 断熱性の等級（　　　） ※図示による ・耐久性（サイクル） （ ） ・防錆 （ ） ○ ビニル床シート （１９．２．２～３）

・ 耐震ドアとする場合 面内変形追随性の等級（　　　） ・電源 （ ） ガラスの留め材及び溝の大きさ （１６．１４．３） 種類 ＪＩＳ記号 色柄 特殊機能 厚さ 工法

※図示による 建具の種類 ガラス留め材 ガラス溝の大きさ(ｍｍ) ○ 発泡層の ※ ＦＳ ・ 無地 ・ 帯電防止 ※ ２．０ ※ 熱溶接

鋼板 引き戸用検出装置 アルミニウム製 ※ シーリング材 ※ 建具の製造所の ないもの （複層ビニル床シート） ・ ﾏｰﾌﾞﾙ柄 ・ 耐動過重性 ・ 突付け

材料 めっき付着量 厚さ 性能値 ※ 標準仕様書１６．９．３ ・ ガスケット 仕様による ○ 発泡層の ・ 無地 ○ 防滑性

・ ＪＩＳ Ｇ ３３０２（溶融亜鉛めっき鋼板） ※Ｚ１２又はＦ１２ ・ 表１６．４．２による ・耐電圧 （ ） ・防錆 （ ） ・ グレイジングチャンネル形 ・ 図示による あるもの ○ 柄物 ・ 耐薬品性

・防滴 （ ） ・電源 （ ） 鋼製及び鋼製軽量 ※ シーリング材 ・ （　　　　　） 目地処理する場合の工法 ○熱溶接工法 ・

鋼製軽量建具 性能等級 （１６．２．２）（１６．５．２～４） ステンレス製 ※ シーリング材 ・ （　　　　　） ○ ビニル床タイル
簡易気密型 ・ 適用する 戸の開閉方式 樹脂製 ※ シーリング材 ＪＩＳ記号 色柄 寸法 特殊機能 厚さ

・ 適用しない ・建具表による ・ ・ ガスケット ○ ＦＴ ・ 無地 ※ ３００角 ・ 帯電防止 ※ ２．０

外部に面する建具の耐風圧性 引き戸用検出装置の種類 標準仕様書１６．９．４ ・ グレイジングチャンネル形 (複層ビニル床タイル) ・ 柄物 ・ ４５０角 ・ 防滑性 ・ ２．５

・ Ｓ－４ ・ Ｓ－５ ・ Ｓ－６ ・建具表による ・ ・ ３．０

・ 防音ドア、防音サッシとする場合 遮音性の等級（　　　） ※図示による 凍結防止措置 ガラスブロック積み ※ ＫＴ ・ 無地 ・ ３００角 ・ 帯電防止 ・ ２．０

・ 断熱ドア、断熱サッシとする場合 断熱性の等級（　　　） ※図示による ・適用する ・適用しない ＪＩＳ　Ａ　５２１２によるもの又は評価名簿によるもの （１６．１４．５） （コンポジションビニル床タイル） ・ 柄物 ・ ４５０角 ・ 防滑性 ・ ３．０

・ 耐震ドアとする場合 面内変形追随性の等級（　　　） 表面形状 寸法 厚さ 色調 防火認定 備　考 ・ ＦＯＡ ・ 無地 ・ ３００角 ・ 帯電防止 ・ （　　　）

※図示による ○ 自閉式上吊り引戸 性能 ※ 標仕表１６．１０．１による （１６．１０．２～３）（表１６．１０．１） ・ なし (置敷きビニル床タイル) ・ 柄物 ・ ４５０角 ・ 防滑性

鋼板 ※ 亜鉛めっき鋼板 ・ ビニル被膜鋼板 ・ カラー鋼板 装置 ・ 防火設備

鋼板の厚さ ・ 標仕表１６．５．１による ビニル幅木 （１９．２．２）

召合せ、縦小口包み板等の材質 ※ ステンレス鋼板 ・ 鋼板 重量シャッター （１６．１１．２～４）（表１６．１１．１） ガラス用フィルム ・ （　　　　　　　　　　） 材種 厚さ 高さ

種類 シャッター 耐風圧強度 開閉形式 備考 ※ 軟質 ・ 硬質 ※ １．５以上 ・ ６０ ・ ７５ ・ １００

ステンレス製建具 性能等級 （１６．２．２）（１６．４．２）（１６．６．２～５） ケース （N/㎡）

簡易気密型 ・ 適用する ・ 管理用 ・ 設ける ・ ５０ ※ 上部電動式 ゴム床タイル （１９．２．２）

・ 適用しない シャッター ・ 設けない ・ ８０ (手動併用) 色柄 種類 厚さ 寸法(mm)

・ 外部に面する建具の耐風圧性 ・ 外壁用防火 ※ 設ける ・ １２０ ・ 上部手動式 ※ 危害防止機構 ・ （ ） ・ ３．０ ・ ４．５ ・ ６．０ ・ ９．０ ・ （ ）

・ Ｓ－４ ・ Ｓ－５ ・ Ｓ－６ シャッター ・ （　　　） ※ 障害物感知

・ 防音ドア、防音サッシとする場合 遮音性の等級（　　　） ※図示による ・ 屋内用防火 装置（自動

・ 断熱ドア、断熱サッシとする場合 断熱性の等級（　　　） ※図示による シャッター 閉鎖型）

・ 耐震ドアとする場合 面内変形追随性の等級（　　　） ・ 屋内用防煙 ・ シャッターの

※図示による シャッター 二段降下方式
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カーペット敷き ・ タイルカーペット （１９．３．１～３） フリーアクセス （２０．２．２） カーテン （２０．２．１４）（表２０．２．１） ○ アスファルト舗装 加熱アスファルト混合物の種類 （２２．４．４）

パイルの形状 種　別 寸　法 総厚さ(mm) 色　柄 帯電性 フロア 構法 ・ パネル構法 ・ 溝構法 きれ地の種別 一般地域 ・ 密粒度アスファルト混合物　（１３）

※ ループパイル ※ 第一種 ※ ５００角 ※ ６．５ ※ 無地 ※ ３KV以下 寸法(mm) ※ ４５０角以上６００角以下 形式 開閉操作 ひだの種類 品質、特殊加工 ・ 細粒度アスファルト混合物　（１３）

・ カットパイル ・ 第二種 ・ （ ） ・ （ ） ・ 柄物 ・ その他 高さ(mm) ※ １００ ・ １１０ （床版から仕上材天端までの寸法） ・ シングル ・ 片引き ※ 手引き ・ フランスひだ シールコートの乳剤の種別 ・ PK-1 ・ PK-2 （２２．４．５）

・ カット、ループ併用 耐震性能 ・ １．０Ｇ ・ ０．６Ｇ ・ ダブル ・ 引分け ・ ひも引き ・ 箱ひだ、つまひだ 試験 アスファルト混合物等の抽出試験 ・ 行う ・ 行わない （２２．４．６）

タイルカーペットの敷き方 平　　場 ※ 市松敷き ・ 模様流し 所定荷重(N) ※ ３０００ ・ ５０００ ・ 電動 ・ プレーンひだ、片ひだ

階段部分 ※ 模様流し ・ 市松敷き 表面仕上げ材 ※ タイルカーペット ・ 帯電防止床ﾀｲﾙ コンクリート舗装 早強セメント ※ 使用しない ・ 使用する （２２．５．３）

見切り、押え金物 ・ 適用する （材質、形状等　※図示　・　　　　　） 床パネルの材質 ※ アルミ合金ダイカスト製、スチール製又は複合材等 ○ カーテンレール 材種 ・ アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成形材(アルマイト仕上げ) （２０．２．１４） 溶接金網 ※ 使用しない ・ 使用する

・ 適用しない 構造材の材質 ・ アルミニウム製 ・ 鋼製（仕上げ：　　　） ・ ステンレス製 試験 コンクリート版の厚さの試験 ・ 行う ・ 行わない （２２．５．６）

配線用取り出し フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合 形状 ・ 角型

合成樹脂塗床 （１９．４．２～３）（表１９．４．１．～８） パネル ・ ２０～３０％ ブロック系舗装 ・ コンクリート平板舗装 （２２．８．２～３）

種別 工法 仕上げの種類 配線取り出し ・ パネル１枚につき、４０ｍｍ×８０ｍｍ程度の開口１箇所以上 カーテンボックス 材質 ・ アルミニウム製既製品 （ ・ シルバー ・ 着色 ） ・ インターロッキングブロック舗装

・ 厚膜型塗床材 ※ 平滑仕上げ 開口 ・ 図示による ・ 鋼製

弾性ウレタン樹脂系 ・ 防滑仕上げ ・ つや消し仕上げ 空調用吹き出し ・ なし ○ 木製 車止め 車止め用既製コンクリート　Ｗ２００×Ｌ６００×Ｈ１２０　小型反射板付き

塗床 (吸い込み)ﾊﾟﾈﾙ ・ あり（形式、施工箇所：図示による） 全面接着アンカー併用固定（掘り込み３０ｍｍ埋め込み６５ｍｍ以上）

・ 厚膜型塗床材 ・ 薄膜流し展べ工法 ・ 平滑仕上げ ﾛｰﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ性能 ※ 適用しない ・ 適用する（適用室：　　　） コーナービート 材質 ※ アルミニウム押出形材差込型

エポキシ樹脂系塗床 ・ 厚膜流し展べ工法 ・ 防滑仕上げ （壁ボード出隅保護 ※ シルバー ・ 焼付 ・ （ ） 区画線等 トラフィックペイント ＪＩＳ規格品

・ 樹脂モルタル工法 可動間仕切 構成基材の種類 遮音性 金物） ・ コーナー保護金物付きジョイントテープ ※ 溶融型　（ァ１．５） ・ 加熱型　（ァ１．０程度）

・ 薄膜型塗床材 ※ 平滑仕上げ 構造形式 スタッド パネル 総厚さ(mm) (db) 区画線幅 ※ １５０ ・ （ ）

・ （　　　　　） ・ スタッド式(内蔵) ・ アルミ ・ 木質系 ※ ３０以上 ・ ０ 天井見切縁 材質 ・ アルミニウム押出形材 ・ 身障者専用駐車スペース表示　（１３００角）

・ スタッド式(露出) ・ スチール ・ スチール系 ・ （　　　） ・ １２ ※ 塩化ビニル製 ・ 駐車スペースナンバー表示　（３５０角）

○ フローリング張り 単層フローリング （１９．５．２） ・ パネル式 ・ ガラス系 ※ ６０以上 ・ ２０ 施工箇所 ※ 仕上表による ・ （ ）

種類 工法 樹種 厚さ 大きさ 仕上塗装 ・ スタッドパネル式 ・ アルミニウム ・ （　　　） ・ ２８

○ フローリング ○ 釘留め工法 ※ 桧 ○１５ 板幅７５ ○ 塗装品 合金系 ・ ３６ ○ 点検口 形式 材　種 寸　法 形　式 備考 植栽地の確認等 土壌の水素イオン濃度(pH)試験 ・ 行う ・ 行わない （２３．１．３）

ボード1等 （根太張り） ○ なら ・ １２以上 ・ 無塗装品 天井 ※ アルミニウム製 ※ ４５０角 ・ 一般形 ・ 鍵付き 水溶性塩類（EC)の試験 ・ 行う ・ 行わない

・ 釘留め工法 板長さ５００ 移動間仕切 表面仕上げ材 ・ ・ ６００角

（直張り） 以上 材質 厚さ(mm) パネル表面仕上げ 床 ※ アルミニウム製目地 ・ ４５０角 植栽基盤の整備 土壌改良材 ・ 適用する ・ 適用しない （２３．２．２）

・ 接着工法 ・ 鋼板 ・ ０．６ ・ メラミン樹脂焼付 ・ ステンレス鋼製目地 ※ ６００角

・ フローリング ・ 接着工法 ※ ３０３角 ・ （　　　） ・ ０．８ 又はアクリル樹脂焼付 植込み用土 ※ 建設発生土の良質土 ・ 客土 （２３．２．３）

ブロック１等 ・ モルタル ・ （　　　　　） ・ 壁紙張り 収納・収納家具 合板類

埋込工法 パネル内に取り付ける建具 ・ あり（※図示による） ホルムアルデヒド放出量 ※ Ｆ☆☆☆☆ ・ （ ） 土壌改良材 ・ 適用する（施工範囲　※図示による） （２３．２．３）

間伐材の適用 ・ 適用する ・ 適用しない ・ なし ミディアムデンシティファイバーボード（ＭＤＦ）及びパーティクルボード

芝 種類 ※ コウライ芝 ・ ノシバ （２３．４．２）

・ 複合フローリング ※天然木化粧 （２０．２．４） 消火器ボックス ※ 市販品（埋込みタイプ）

工法 ・ 釘留め工法 （ ・ 根太張り ・ 直張り ） 圧縮装置 表面仕上げ材 遮音性 材質 仕上 寸法 扉 表示 樹木札 図示による

・ 接着工法 操作方法 操作方法 総厚さ(㎜) 材質 パネル表面仕上 (ｄｂ/５００Hz) ※ 鋼製 ※ 焼付塗装 ※ Ｗ３００×Ｈ９００程度 ※ 有り ※ 絵・文字表示

樹種 ※ 桧 ・ なら ・ 手動式 ・ プッシュ式 ※ ６０程度 ・ 鋼板 ※ 焼付塗装 ・ ３６未満 ・ ・ 枯損樹木などの ※ 引渡し日から１年

種別 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ 電動式 ・ ハンドル式 ・ １００程度 ・ 壁紙張り ・ ３６以上 植替え ・ （　　　　　）

間伐材の適用 ・ 適用する ・ 適用しない ・ 部分電動式 ステンレス流し台 ※ 市販品 ・ 優良住宅部品（セクショナルキッチン）

上板及びシンク底部はステンレス製、単槽シンク、トラップ付 その他 上記以外は、熊本県営繕課植栽工事仕様書　（平成９年版）　による。

接着工法の場合の裏面緩衝材 ※ 合成樹脂発砲シート ・ ○ トイレブース （２０．２．５）

現場塗装仕上げ ・ 行う （施工箇所　　　　　　　） ・ 行わない 脚部 ドアエッジ コンロ台 ※ 市販品 ・ 優良住宅部品（セクショナルキッチン） 工事区分

※ ウレタン樹脂ワニス塗り 表面材の種類 形状 形状 材質 テーブルトップはステンレス製、バックガード （ ※ 有り ・ 無し ） 別表－１の記入上の注意　該当箇所は●（黒塗り）とし該当しない工事内容及び区分欄は斜線消去すること

・ オイルステンの上、ワックス塗り ※ メラミン樹脂系化粧板 ※ 幅木ﾀｲﾌﾟ ・ 標準 ・ アルミニウム製

・ 生地のままワックス塗り ・ ポリエステル樹脂系化粧板 ・ Ｒ ○ ステンレス製 吊戸棚 ※ 市販品 ・ 優良住宅部品（セクショナルキッチン）

○ ＦＲＰ ・ 表面材と同等

○ 畳敷き （１９．６．２）（表１９．６．１） 水切棚 ※ 既製品ステンレス製一般型 ・ （　　　　　　　　　）

種別 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ※ Ｃ種 ・ Ｄ種 （畳床： ・ ＫＴ－ ） 視覚障害者用 （１１．２．２）（１９．２．２）

下地の種類 ・ 標仕表１２．６．１による床組 床タイル 種類 寸法(mm) 厚さ(mm) くつふきマット 材種 ・ ステンレス製ノンスリップ型　（縁金物　：　ステンレス製）

・ ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン） 屋内 ・ 塩化ビニル製 ・ ３００角 ・ ７．０ ・ 硬質アルミニウム製　（縁金物　：　硬質アルミニウム製）

・ ・ 磁器質タイル ・ せっ器質タイル ・ 塩化ビニル製またはゴム製　（縁金物　：　ステンレス製）

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が ・ レンジコンクリート製 ・ コンクリート製

極めて少ない材料を使用したものとする。 屋外 ・ 磁器質タイル ・ せっ器質タイル 旗竿 材　　種 形　　状 操作方法 固定方法 備　考

・ レンジコンクリート製 ・ コンクリート製 ※ アルミニウム合金製 ・ テーパー式 ・ ロープ式 ・ 埋込式

○ せっこうボード （１９．７．２～３）（表１９．７．１） ブロックパターンはＪＩＳ　Ｔ　９２５１による ・ ・ 同一断面式 ・ ハンドル式 ・ ベース式

その他ボード及び ・ バンド式

合板張り ・ 木質系セメント板 階段滑り止め 材種 幅(mm) 取付工法 （２０．２．６）

・ 繊維強化セメント板 ・ ステンレス製(ＳＵＳ３０４) ※ ３５ ※ 接着工法 旗竿受金物 材種 ※ ステンレス製（ＳＵＳ３０４）

・ 火山性ガラス質複層板 ・ ビニルタイヤ入り ・ ・ 埋込

・ 繊維板 ○ フェンス フェンスの種類 ・ ビニル被覆エキスパンドフェンス

・ パーティクルボード 床目地棒 床仕上げの異なる箇所には目地棒を入れる。 （２０．２．７） ・ 樹脂塗装メッシュフェンス

・ 吸音材料 ※ ステンレス製 □ 型　（幅４０程度　ァ１．５） ・ 鋼管フェンス

○ せっこうボード製品 普通石膏ボード、強化石膏ボード、シージング 9.5,12.5,15 ・ ステンレス製 ６×１２ ・ 黄銅製 ６×１２ ・ アルミフェンス

・ 普通合板 ・ 手すり 材種 表面仕上げ 直径(mm) 備考 敷地境界標 ・ 花こう岩（文字記号入り）

表板の樹種名 （ ） ・ タモ ・ クリアラッカー ・ ３５ ・ １段手すり ・ コンクリートブロック製の市販品程度

板面の品質 （ ） ・ ステンレスパイプ ・ ＨＬ ・ ・ ２段手すり ・ 金属製（真ちゅう製５０角　アンカー共）

厚さ （ ） ・ 鋼製パイプ ・ ＥＰ-Ｇ ・ ＳＯＰ ・ （　　）

接着の程度 （ ） ・ ビニル製ハンドレール ・ (指づめ防止材共) 止水板 形状 ・ 差込式 ・ 据置式 ・ 壁張り式

防虫処理 ・ 行う ・ 行わない

ホワイトボード 種　　類 取付方法 形　　状 備　　考 （２０．２．８）

・ 天然木化粧合板 ほうろう白板 直付け ※ 平面 マーキングペン 屋外雨水排水管 材種 ・ 遠心力鉄筋コンクリート管 （２１．２．１）（表２１．２．１）

化粧板の樹種名 （ ） ・ 曲面 受け付き ・ 硬質ポリ塩化ビニル管 （ ※ ＶＰ ・ ＶＵ ・ ＲＳ-ＶＵ　）

接着の程度 （ ） ・ 排水用リサイクル硬質塩化ビニル管

厚さ （ ） 煙突ライニング ・ 煙突用成形ライニング材 適用安全使用温度 ※ ４００℃ ・ ６５０℃ （２０．２．１１）

防虫処理 ・ 行う ・ 行わない ・ （ ） 鋳鉄製ふた 鋳鉄製マンホールふた （２１．２．１）

・ キャスタブル耐火材 工法 ・ こて押え ・ （ ） 種類 適用荷重 鍵

・ 特殊加工化粧合板 ・ 水封形 ・ Ｔ-２用 ・ 有り

化粧加工の方法 （ ・ オーバーレイ ・ プリント ・ 塗装 ・ ） ブラインド （２０．２．１２） ・ 簡易密閉形（パッキン形） ・ Ｔ-６用 ・ 無し

表面性能 （ ） 形式 ※ 横型ブラインド ・ 縦型ブラインド ・ 密閉形（テーパ・パッキン形） ・ Ｔ-２０用

接着の程度 （ ） 開閉方式 ※ ギヤ式 ・ コード式 ・ 操作棒式 ※ ２本操作コード方式 ・ 中ふた付き密閉形（テーパ・パッキン形） ・

厚さ （ ） スラットの幅 ※ ２５ ・ ３５ ・ ８０ ・ １００ 上記以外の品質等は（公社）空気調和衛生工学会ＳＨＡＳＥ－Ｓ２０９による。

防虫処理 ・ 行う ・ 行わない ※ 表面には用途別の標準文字付きとする。

ロールスクリーン 材種 操作方式 備考 （２０．２．１３）

せっこうボード等の下地は図示による ※ ポリエステル ※ チェーン式 グレーチング （２１．２．１）

遮音シール材 ・ 適用する （ ・ シーリング材 ・ ジョイントコンパウンド　） ・ 綿 ・ プルコード式 メインバー 亜鉛めっき

・ 適用しない ・ ガラス繊維 ・ 電動式 材質 形式 用途 適用荷重 ピッチ （付着量） 上面形状

合板類の張付け ※ Ｂ種 ・ Ａ種 ・ 鋼製 ・ 受枠 ・ 溝ふた ・ 歩行用 ・ 細め ・ （　　　） ・ 凹凸形

せっこうボードの目地工法 ○ 仕上表による ホールふた 付き、 　（横断用） ・ （　　　） ・ （　　　）

・ ステンレス製 ボルト ・ 溝ふた ・ Ｔ－２用 ・ 普通目 ・ 平形

壁紙張り ・ 図示による （１９．８．２） 固定 　（側溝用） ・ Ｔ－６用 ・ 細め

施工箇所 壁紙の種類 防火種別 商品名（程度） ・ 枡ふた ・ Ｔ－１４用

・ 不燃 ・ 準不燃 ・ Ｕ字溝用 ・ Ｔ－２０用

・ 不燃 ・ 準不燃

・ 不燃 ・ 準不燃 埋戻し土 ※ Ｂ種 ・ （　　　）

・ 不燃 ・ 準不燃

・ 不燃 ・ 準不燃

商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である。 路床 路床の材料 （２２．２．２～３）

種別 材料

素地ごしらえの種別 （１９．８．３） ・ 盛土 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種 ・ 建設汚泥から再生した処理土

モルタル及びプラスター面 ・ Ａ種 ※ Ｂ種

せっこうボード面 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ 凍上抑制層 ・ 再生クラッシャラン ・ クラッシャラン

コンクリート及びALC面 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ 川砂、海砂又は良質な山砂（７５μmふるい通過量１０％以下）

・ フィルター層 ・ 川砂、海砂又は良質な山砂（７５μmふるい通過量１０％以下）

○ 断熱材 ・ 断熱材打込み工法 （１９．９．２） 試験 砂の粒度試験 ・ 行う ・ 行わない （２２．２．５）

種類 厚さ(mm) 路床度の支持力比（ＣＢＲ）試験 ・ 行う ・ 行わない

・ ビーズ法ポリエチレンフォーム断熱材 路床締固め度の試験 ・ 行う ・ 行わない

・ 押出法ポリエチレンフォーム断熱材（スキンなし） 土間下

・ 硬質ウレタンフォーム断熱材 路盤 路盤の材料 （２２．３．３）

・ フェノールフォーム断熱材 ・ 砕石　Ｃ-４０

※ 再生クラッシャラン　ＲＣ-４０

・ 断熱材現場発泡工法 （１９．９．３） ・ クラッシャラン鉄鋼スラグ　ＣＳ-４０

種類 厚さ(mm) 施工箇所 試験 路床締固め度の試験 ・ 行う ・ 行わない （２２．３．５）

※ Ａ種１ ・ ２５ ※ 図示による

・ Ａ種１Ｈ ・ ３０
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R2.4.1 版

　空調ライン設備プレート ○

システム天井

　ボード　・　Ｔバー ○

　照明ライン設備プレート ○

　エレベーター出入口三方枠　（石製） ○ （〇）

　シャワーユニット、バスユニット、洗濯機パン ○

　エレベーター出入口三方枠　（金属製） ○ （〇）

2 　ＴＥＮキー及び制御盤 （〇） ○
電　気　錠

　電気錠及び通電金具 ○ （〇）

○　ガス漏れ検知器

　小便器用節水装置の制御盤以降の２次側の配管配線 ○

○

　と付属操作スイッチの埋込ボックス

　個別パッケージの室内機、室外機の渡り配線（接地共） ○

○
　と付属操作スイッチ

舗
装
工
事

　天井吊り形ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換ユニット等の機器
○

　煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパに至る配管配線

２２ 1 　と付属操作スイッチとの渡り配線

　天井吊り形ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換ユニット等の機器

　と付属操作スイッチとの渡り配管　（接地共）

　天井吊り形ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換ユニット等の機器
○

　自動制御盤と動力盤との操作回路の渡り配管配線 ○

4 　天井吊り形ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換ユニット等の機器
○

　機器付属の制御盤への電源供給配管配線 ○

　自動制御盤と動力盤との電源供給の渡り配管配線 ○

　機器などへの接続　（１次側） ○

　機器付属の制御盤以降の２次側の配線配管　（接地共） ○

　配線ピット及びふた ○

　電極棒 ○

　操作スイッチ間の配管配線及び操作スイッチ

　防火扉レリーズ ○

　ガスボンベ転倒防止用の鎖 ○

3

電気配管配線

　自動ドア及び電動シャッタなどの制御部と
○

　化粧かがみ ○

　はめ込形洗面器用カウンター　（前板共） ○

　雨水立管　（たてどい） ○

　トイレ手すり ○

　汚水、雑排水 ○

　床下水槽のマンホールふた ○

屋外排水管
　雨水 ○

　タンク基礎 空調用 ○

排
水
工
事

防　油　堤
　オイルサービスタンクの防油堤 自家発用 ○

2

流　し　台 　排水トラップ共 ○

換気扇の取付枠 ○

２１ 1 湯沸室のフード ○

外部取付ガラリ 　ダクト、チャンバーの接続用フランジを含む ○

点　検　口 　床、壁、天井 ○

　スリーブの穴埋め　（型枠の穴埋めを含む） ○ ○

30 　フリーアクセスフロア用配線器具 ○

　上記開口部の墨出し ○ ○

　上記開口部の補強 ○

29 　端子盤等の型枠 　補強を要しないもの ○

　埋込形分電盤、 　補強を要するもの ○

　天井ボード類の切込 　補強を要しないもの（ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽは除く） ○

　軽量鉄骨下地、壁、 　補強を要するもの ○

　貫通部型枠 　補強を要しないもの ○

28 　梁、床、壁 　補強を要するもの ○

○

　貫通スリーブ 　補強を要しないもの ○ ○

○

27

開　口　部

　梁、床、壁 　補強を要するもの ○

　架台、　アンカーボルト ○

　屋外設備　（　　　　〃　　　　）

　屋上設備　（　　　　〃　　　　） ○

○

26
機　械　関　係

屋内設備（架台、アンカーボルトを除く） ○

テレビアンテナ基礎（　　〃　　　）　　　　 ○

屋外 ○

○

電気設備
工事

機械設備
工事

その他

24

機器の基礎

屋上

自家発電機の基礎（アンカーボルトを除く）

避雷針の基礎（　　　〃　　　）

工　　事　　内　　容 建築工事

22

○

○

　特記した基礎

3

4

5

6

8

別表－１　　　設備工事との工事区分表

電　気　関　係

配電盤　・　制御盤の基礎

屋内

ユ
ニ

ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

舗
装
工
事 4

5

○

7

２３ 1

植
栽
及
び
屋
上
緑
化
工
事

2

２０1

7

7

２２13

14

3

2

3

5

8

6

１９

内
装
工
事

8

9

10

6

11

12

4

10

11

２０

ユ
ニ

ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事



案 内 図 （ 1 / 1 5 0 0 0 ）

N

申 請 地 ： 宮 崎 県 東 臼 杵 郡 椎 葉 村 大 河 内

－－－記　
　

事

測量

縮尺

承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
工事設計図令和５年度　小崎地区集会場新築

案内図A2：1/15000
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平 面 配 置 図 （ S ＝ 1 / 2 0 0 ）

敷 地 面 積 求 積 図 （ S ＝ 1 / 3 0 0 ）
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0
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13.65

7
.2
8

4.29

3
.0
0

2.53

3
.0
0

2.53

3
.0
0

7.03

3
.0
0

1.82

3
.0
0

5.
46

1.
8
2

3
.0
0

1.
182.

3
7

1.001.73
1.
4
7

1
.0
0

5.46

1.
82

10.92

7
.2
8

4.55

3
.0
0

0.
53

0
.6
3

0.910.912.73
2.73

1
.
47

計算式(m) 面積(㎡)

13.65 × 7.28 99.37

4.29 × 3.00 12.87

2.53 × 3.00 7.59

2.53 × 3.00 7.59

7.03 × 3.00 21.09

1.82 × 3.00 5.46

5.46 × 5.46 29.81

2.73 × 0.53 1.45

0.91 × 0.63 0.57

多目的ホール

予備室

女便所

男便所

調理室

備品庫

ラウンジ

0.91 × 1.82 1.66

2.73 × 3.00 8.19

0.91 × 1.18 1.07

共用便所

事務室

　収納１

　収納２

31.83

0.91 × 2.37 2.16

1.00 × 1.47 1.47

1.73 × 1.47 2.54

2.73 × 1.00 2.73

5.46 × 1.82 9.94

10.92 × 7.28 79.50

4.55 × 3.00 13.65

 

（合計）

　収納

（合計） 9.26

脱衣室

シャワー室

外部便所

ポーチ

ラウンジ屋外デッキ

土間１

室名

各 室 面 積 算 定 表

土間２

延 べ 床 面 積 30 8 . 7 1㎡

調理室

備品庫

女トイレ男トイレ

事務室

収納

シャワー

脱衣室

多目的トイレ

ポーチ

勝手口ポーチ

勝手口ポーチ

共用トイレ

延 べ 床 面 積 求 積 図 （ S ＝ 1 / 2 0 0 ）

建 築 面 積 求 積 図 （ S ＝ 1 / 2 0 0 ）

隣 地 境 界 線

隣 地 境 界 線

隣
地

境
界

線

ゴミ箱

冷蔵
冷凍庫

棚

カウンター

隣 地 境 界 線

隣 地 境 界 線

予備室調理室備品庫

収納２

土間２

土間１ 多目的ホール

ラウンジ

ラウンジ屋外デッキ

ポーチ

事務室

N

シ
ャ
ワ
ー

脱衣室

収納

共用
便所

収納１

道路中心線

建築面積：

12.18×30.03＝365.7654≒365.76㎡

多目的ホール

ラウンジ屋外デッキ

予備室

多目的ホール屋外デッキ

土間2

多目的トイレ

男トイレ 女トイレ

土間1

ラウンジ

石垣（ H2.5m）

最終排水桝

軒先を示す

軒先を示す

新設浄化槽

軒先を示す

犬走り

アスファルト舗装

側溝

PCメッシュフェンス H900

PCメッシュフェンス H900

砂利敷

砂利敷

砂利敷

砂利敷

1
21.95

0
.56

2
27
.4
6

6.
56

3

28
.6
7

19.75

4

28.67

6.05

5

31.47

13.
02

6

64.
53

25
.0
8

7

73.58

27
.5
5

記号 計算式(m) 面積(㎡)

1 21.95 × 0.56 ÷ 2 6.15

2 27.46 × 6.56 ÷ 2 90.07

3 28.67 × 19.75 ÷ 2 283.12

4 28.67 × 6.05 ÷ 2 86.73

5 31.47 × 13.02 ÷ 2 204.87

6 64.53 × 25.08 ÷ 2 809.21

7 73.58 × 27.55 ÷ 2 1013.56

 合計面積 2493.71

－－－記　
　

事

測量

縮尺

承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
工事設計図令和５年度　小崎地区集会場新築

A2：1/200 平面配置図・求積図・面積図
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外 部 仕 上 表 一 般 事 項 材 料 仕 様 書 （ 使 用 材 料 は す べ て 同 等 品 以 上 と す る ）建 物 概 要

凡 例 認 定 番 号 等

内 部 仕 上 表

屋 根 ゴムアスファルトルーフィング貼りの上、

カラーGL鋼板立ハゼ葺きt0.35　働き幅455程度

片流れ屋根

仕 上

GL+1000以下の見えがかり以外の木部、
水がかりの軸組、土間下土壌処理のこと。

PB出隅部はファイバーテープ貼り付け処理を行う

建材はすべて、
規制対象外（F☆☆☆☆）を使用のこと（接着剤等も準ずる）

ビニル系：水廻は防滑性

建材はすべて無石綿製品を使用すること。

ボ ー ド 出 隅

断 熱 材

防 腐 ・ 防 蟻 処 理

床 材 の 防 滑 性

シ ッ ク ハ ウ ス 対 策

シ ッ ク ハ ウ ス 対 策

ア ス ベ ス ト 対 策

認 定 品 等 の 変 更
大臣認定等の特記のある材料・構造方法は
同一性能・仕様の認定品への変更に限る。

≪ 　 　 ≫ ≪ ≫ は 別 途 工 事 を 示 し 、 図 中 に は 点 線 表 示 と す る 。

外 壁 金属

棟包み 屋根同材　ラウンジ棟部は換気棟包み

屋根断熱材：スタイロフォーム3種b　t40
外壁：GW16-38　t90防湿層付

主 要 用 途

敷 地 面 積

建 築 面 積

延 床 面 積

宮崎県東臼杵郡椎葉村大河内

用 途 地 域 防 火 地 域都市計画区域外 指定なし

集会場 構 造 規 模 木造平屋

令和５年度　小崎地区集会場新築工事

工 事 場 所

工 事 名 称

2493.71㎡

365.76㎡

308.71㎡

部 位

P B

P B

防 水 P B

防 水 P B

ケ イ カ ル 板

ビ ニ ル 壁 紙 （ 準 不 燃 下 地 ）

t= 9 . 5 準 不 燃 Q M - 9 8 2 8

t = 9 . 5 準 不 燃

準 不 燃

t= 1 2 . 5

t = 1 2 . 5

不 燃 N M - 8 6 1 9

Q M - 0 8 2 8

N M - 9 6 3 9

不 燃- N M - 8 5 7 8

準 不 燃- Q M - 9 4 1 6

- 不 燃 N M - 9 9 1 3

P B 石膏ボード

G W グラスウール

XP S ポリスチレンフォーム３種ｂ(A-XPS-B-3b)

P E F ポリエチレンフィルム

E P 合成樹脂エマルションペイント

C L クリヤラッカー

IP 水系１液自己架橋型アクリルエマルション

無 機 質 壁 紙 （ 不 燃 下 地 ）

漆喰 漆喰塗り

樋

ベントキャップ 水切付き薄型フード　ガラリ型

（φ150以上の場合、防火ダンパー付）

軒樋 ガルバリウム鋼板製　排水有効断面積150cm2以上

一般部外 部 建 具

軒 天 井

ガルバリウム鋼板製75φ竪樋

カラーアルミサッシ（住宅用）

木製サッシ　WP多目的ホール内登り梁間

破 風 ・ 鼻 隠

根 廻 モルタル刷毛引き　コンクリート下地

床 通り土間

デッキ

注入ヒノキt33 WP

注入ヒノキt40 WP

勝 手 口 ポ ー チ 床：コンクリート金ゴテ仕上

野地板t12杉　裏化粧　 WP軒先

土間 木毛セメント板t15

フレキシブルボード

モルタル金ゴテ仕上

木 杉羽目板t18　本実目透し縦張り　WP

※一部準不燃杉羽目板t15縦張り　WP

一 般 塗 装 （ 不 燃 下 地 ）

メ ラ ミ ン 不 燃 化 粧 板

木 毛 セ メ ン ト 板 準 不 燃

-

-

-

不 燃 N M - 8 5 8 5

不 燃 N M - 2 1 8 3

Q M - 9 0 2 0

ガ ル バ リ ウ ム 鋼 板 準 不 燃-

-

N M - 8 6 9 7

不 燃 N M - 8 5 7 6フ レ キ シ ブ ル ボ ー ド

-フ レ キ シ ブ ル ボ ー ド （ 塗 装 ） 不 燃 NM - 5 5 5 8

- 準 不 燃 Q M - 9 8 1 6I P水 性 マ ル チ コ ー ト

準 不 燃 材 杉 板 t1 5 準 不 燃 QM - 0 2 3 6

室 名

予 備 室

男 女 ト イ レ

多 目 的 ホ ー ル

構造用合板t28

転ばし根太

調 理 室

備 品 庫

転ばし根太 踏込：無垢フローリングt15　なら

構造用合板t28

転ばし根太

構造用合板t28

構造用合板t28

転ばし根太

床

H仕 上

巾 木

下 地 仕 上

腰 壁

仕 上

木軸組

木軸組

木軸組

木軸組

壁

仕 上下 地

床 高

木軸組

PBt12.5　EP塗装

無垢フローリングt15　なら

無垢フローリングt15　なら

- コンクリート金ゴテ仕上

構造用合板t28

転ばし根太

ホモジニアスタイルt3（合板t12捨て貼り）
木軸組脱 衣 室

多 目 的 ト イ レ
-

木軸組

シ ャ ワ ー 室

踏込：コンクリート金ゴテ仕上

コンクリート金ゴテ仕上

ラ ウ ン ジ
構造用合板t28

転ばし根太
木軸組

無垢フローリングt15　なら

（一部）畳敷t55

構造用合板t28

転ばし根太 無垢フローリングt15　なら
木軸組

構造用合板t28

転ばし根太 無垢フローリングt15　なら
木軸組 PBt12.5 EP塗装ラ ウ ン ジ 収 納 ２

ラ ウ ン ジ 収 納 １

共 用 ト イ レ
構造用合板t28

転ばし根太 ホモジニアスタイルt3（合板t12捨て貼り）
木軸組

事 務 室
構造用合板t28

転ばし根太
木軸組

無垢フローリングt15　なら
PBt12.5 EP塗装

PBt12.5　EP塗装

下 地 仕 上

天 井

木野縁組

木野縁組

木野縁組

木野縁組

木野縁組

廻 り 縁

-

-

-

-

-

天 井 高 備 考

PBt9.5　 EP塗装

3120～ 5270
平均：4195

収納棚：集成材パインt25W450　3段

男トイレ：汚垂石800*600*6 SUS見切

木野縁組 -

木野縁組 -

垂れ壁（SUS製フード上部）：ケイカル板貼りt6 EP塗装

木野縁組 -

木野縁組 PBt9.5 EP塗装 -

木野縁組 PBt9.5 EP塗装 - 2021

2561

木野縁組 -

木野縁組 PBt9.5 EP塗装 -

2225

PBt9.5 IPマルチコート（シルバー塗装）

PBt9.5 IPマルチコート（シルバー塗装）

SUS製ミニマルシンク　W900*D500、棚板４段

地区支給品：予定表取付

ミニマルシンクSUS　W900*D500、棚板４段

棚板２段

3204～ 4128
平均：3666

2286～ 3000
平均：2643

2286～ 3000
平均：2643

2286～ 3000
平均：2643

2300

2400

2400

防水PBt12.5 EP塗装

防水PBt12.5 EP塗装

防水PBt12.5 EP塗装

防水PBt12.5 EP塗装 防水PBt9.5 EP塗装

防水PBt9.5 EP塗装

防水PBt9.5 EP塗装

防水PBt9.5 EP塗装

防水PBt9.5 EP塗装

2299～ 3017
平均：2658

排水管カバー付き　SUS掴み金物＠900以内

吊具＠600以内

防水PBt12.5 EP塗装

珪藻土金ゴテ仕上

珪藻土金ゴテ仕上

GL±

5 1 5

5 1 5

5 1 5

5 1 5

5 1 5

5 1 5

5 1 5

5 1 5

5 1 5

木製巾木　杉

木製巾木　杉

60

ソフト巾木

ソフト巾木

ソフト巾木

床シート巻上

木製巾木　杉

木製巾木　杉 40

40

40

40

40

40

木製巾木　杉 40

木製巾木　杉 40

木製巾木　杉 40

40

40

ソフト巾木

31 0

防水PBt9.5の上、
ケイカル板t6貼り　EP艶消し塗装

34 5

1 1 5

1 1 5

通 気 防 虫 ガ ラ リ

軒 樋

縦 樋

HACO/GH12号　（(株)タニタハウジングウェア）

耐 候 性 ポ リ プ ロ ピ レ ン ＋ ３ 次 元 不 織 布 　 20 * 3 5　 有 効 換 気 面 積 29 5 c m 2 /本

ガ ル バ リ ウ ム 　 棟 ま ど Ｓ 形 （(株)タニタハウジングウェア）

換 気 雨 押 え ガ ル バ リ ウ ム 　 雨 お さ え Ｓ 形 （(株)タニタハウジングウェア）

抗菌ビニル床シートt2（合板t12捨て貼り）

ビニル床シートt2（合板t12捨て貼り）

カラーGL鋼板横葺きt0.35

W P 木材保護塗料

FB フレキシブルボード

C面桁上部：PBt9.5の上、FBt3貼り　撥水材塗布

防水PBt12.5の上、
FBt3貼り　撥水材塗布

（一面）下地防水PBt12.5の上、FBt3貼り　撥水材塗布

（一面）下地防水PBt12.5の上、FBt3貼り　撥水材塗布

（一面）下地防水PBt12.5の上、FBt3貼り　撥水材塗布

（一部）防水PBt12.5の上、
FBt3貼　撥水材塗布

下地：防水PBt9.5、撥水材塗布

縦 樋構 造 用 合 板 （ 外 壁 ）

オ ス モ カ ラ ー 、 床 は フ ロ ア ー カ ラ ー ナ チ ュ ラ ル （ オ ス モ ＆ エ ー デ ル (株 )）

フ レ キ シ ブ ル シ ー ト N　 t 3（ (株 )ノ ザ ワ ）

CL塗 装

ビ ニ ル 床 シ ー ト ホ ス ピ リ ュ ー ム NW　 （ 東 リ (株 )）

抗 菌 ビ ニ ル 床 シ ー ト 消 臭 NSト ワ レ N W　 （ 東 リ (株 )）

パ ー チ ク ル ボ ー ド 　 no v o p a n S T PⅡ （ 日 本 ノ ボ パ ン 工 業 株 式 会 社 ）

フ レ キ シ ブ ル ボ ー ド

IP　 シ ル バ ー 塗 装 IP水 性 マ ル チ コ ー ト 　 シ ル バ ー 色 （ (株 )イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル ペ イ ン ト ）

ス テ ン レ ス ブ レ ー ス 耐 震 補 強 シ ス テ ム 　 コ ボ ッ ト （ コ ボ ッ ト 株 式 会 社 ）

ガ ル バ リ ウ ム 鋼 板 製 庇 （ 東 側 ） フ ラ ッ ト 型 　 出 幅 75 0・ 間 口 38 0 0（ (株 )ユ ニ エ ー ス ）

断 熱 材 （ 屋 根 ） ス タ イ ロ エ ー ス Ⅱ t4 0（ デ ュ ポ ン ・ ス タ イ ロ ）

中 空 ポ リ カ 板 ツ イ ン カ ー ボ t1 6　 乳 白 色 （ AG C株 式 会 社 ）

無 垢 フ ロ ー リ ン グ 　 な ら ナ ラ 　 ユ ニ （ ス タ ン ダ ー ド ） （ NI T T O）

ホ モ ジ ニ ア ス タ イ ル ロ イ ヤ ル ス ト ー ン （ 東 リ (株 )）

木 毛 セ メ ン ト 板 木 毛 セ メ ン ト 板 t1 5（ 竹 村 工 業 株 式 会 社 ）

換 気 棟 包 （ ラ ウ ン ジ 棟 ）

ガルバリウムたてとい　75φ　（(株)タニタハウジングウェア）

軒 通 気 見 切 （ 金 属 外 壁 部 ） WMス リ ム 通 気 見 切 　 出 幅 26 m m（ 城 東 テ ク ノ 株 式 会 社 ）

WP塗 装 キ シ ラ デ コ ー ル （ 大 阪 ガ ス ケ ミ カ ル ）

中空ポリカ板t16のせかけ、地区支給品：黒板取付
西窓部：ロールスクリーン

メ ー カ ー 仕 様 に よ る 。 シャワーユニット：（外寸）間口1300・奥行900。GL+310

－－－記　
　

事

測量

縮尺

承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
令和５年度　小崎地区集会場新築 工事設計図
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A
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多

目
的

ホ
ー

ル

D
）
ラ

ウ
ン

ジ

調理室

男トイレ

予備室

女トイレ

事務室

ラウンジ

ポーチ

備品庫

土間２

ラウンジ屋外デッキ

多目的ホール屋外デッキ

共用トイレ

多目的ホール

土間１

収納２

収納１

脱衣室

多目的トイレ

シャワー室

予定表（小学校）

GL±0（土間FL-330）

フ
ロ

ー
リ

ン
グ

張
り

方
向

土間FL+185

犬走：GL+80

カウンター

＜
大

壁
＞

＜真壁＞

黒
板

（
小

学
校

）
＜

大
壁

＞

ゴミ箱

冷蔵
冷凍庫

犬走：GL+80

犬走り：GL+80

スロープ：約1/13勾配

GL+330

GL+80

GL+100（水勾配）

GL+330

GL+260

構造用パーチクルボードt9張り　大壁　壁倍率4.3

構造用パーチクルボードt9張り　真壁　壁倍率4.0

ステンレスブレ ースた すき 掛け 　壁倍率 3.3

勝手口ポーチ

勝手口ポーチ

設備機器置き場

GL+515

注入ヒノキt45　保護塗料塗

GL+515

注入ヒノキt45　保護塗料塗

移動式回転窯置き場
0.9*1.26m程度

コピー機置き場

GL+370

GL+515

床：ならフローリングt15

壁：PBt12.5　EP塗装

天井：PBt9.5　EP塗装

巾木：杉H60

GL+515

床：ならフローリングt15

壁：PBt12.5EP塗装

天井：PBt9.5 EP塗装

巾木：杉H40

GL+515

床：ならフローリングt15

壁：PBt12.5EP

天井：PBt12.5EP（シルバー塗装）

巾木：杉H40

GL+330

床 ： コ ン ク リ ー ト 金 ゴ テ 仕 上

壁 ： PBt12.5 EP塗 装

天 井 ： PBt9.5 EP塗 装

巾 木 ： 杉 H40

GL+130

床：ホモジニアスタイルt3

壁：防水PBt12.5　EP塗装

天井：防水PBt9.5　EP塗装

巾木：ソフト巾木H40

GL+515

床：ならフローリングt15・畳 t55

壁：珪藻土金鏝仕上

天井：PBt12.5EP（シルバー塗装）

巾木：杉H40

GL+310

GL+310

棚

GL+115

GL+115

GL+330～370（水勾配1/10）

床：コンクリート金ゴテ仕上

壁：漆喰塗仕上

ハイサイド部の壁：フレキシブルボードt3貼り　撥水材塗布

天井：木毛セメント板t15

GL+100

床：コンクリート金ゴテ仕上

壁：防水PBt12.5　EP塗装

（一面）フレキシブルボードt3　撥水材塗布

天井：防水PBt9.5　EP塗装

巾木：ソフト巾木H40

GL+515

床：ホモジニアスタイルt3

壁：防水PBt12.5　EP塗装

（一面）フレキシブルボードt3　撥水材塗布

天井：防水PBt9.5　EP塗装

巾木：ソフト巾木H40

GL+515

床：ビニル床シート

壁：フレキシブルボードt3　撥水材塗布

天井：ケイカル板t6　艶消し塗装

巾木：巻上シートH60

GL+515

床：ならフローリングt15・抗菌ビニル床シート

壁：防水PBt12.5 EP塗装

一部腰壁：フレキシブルボードt3　撥水材塗布

天井：PBt9.5 EP塗装

巾木：ソフト巾木H40

N

脱衣室 共用トイレ 男トイレ・女トイレラウンジ 備品庫 調理室

多目的トイレ

登
り
梁

凡例：
1
2
0
（

挟
み

方
杖

と
の

被
り

）

150*360

木見切：杉 t25CL柱 120*240CL（戸当たり兼用）

空調配管
壁掛けエアコン（５馬力・ツイン型）

壁掛けエアコン（５馬力・ツイン型）

挟み方杖：半割丸太φ 120

登り梁 120*210

登り梁 120*300

天窓

外壁出隅：カラー GL鋼板曲げ加工
金属外壁出隅：カラー GL鋼板曲げ加工

既存石垣

PCフェンス H900

PCフェンス H900

上部棚 W250

柱 100角

汚垂石： t6*800*600

火打梁 120角天窓

ミニマルシンク（壁付け）

W900D500　 SUS

木外壁出隅：杉見付 90*90

太鼓梁 W150H500～ 450

火打梁 120角

壁掛けエアコン（２馬力）

北側列柱 120*360

木見切：桧 75*60(見付 25）

漆喰出隅：丸面

太鼓梁 W150H450~500

畳 t55敷き込み

柱： 120*180

ガルバリウム製庇の軒先

デッキ：注入桧 t45

SUSブレース

SUSブレースSUSブレース

収納棚 W450

床見切： T型 W14SUS

※土間 D面外壁：

　準不燃杉羽目板 t15縦張り WP

棚板

柱： 120*180

木見切：桧 60*60

（見付 25）

畳寄せ：桧見付 W30

－－－記　
　

事

測量

縮尺

承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
工事設計図

A2：1/70

令和５年度　小崎地区集会場新築

平面詳細図
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屋根（南側）軒廻り詳細図　S1/20屋根（北側）軒廻り詳細図　S1/20屋根（南側・木外壁）ケラバ廻り詳細図　S1/20屋根（南側・垂木H75）ケラバ廻り詳細図　S1/20屋根（北側・垂木H90）ケラバ廻り詳細図　S1/20

多目的ホール ラウンジ 室外側室外側 予備室 室外側

北側立面図 西側立面図

南側立面図 東側立面図

△設計GL

▽多目的室FL ▽多目的室FL▽FL▽FL

X19X9X6X1 Y1 Y8Y4 Y6

open

母 屋 120*180

open

母 屋 120*180

登り梁 120*300

垂 木 45*90

登 り梁 120*
210

垂木 45*7
5

母 屋 120*180

open

▽ラウンジFL▽ラウンジFL

X19 X11 X10 X5 X1 Y7 Y6'Y8 Y1Y2Y4X7X8

X2

openopenopen

▽最高高さ

▽最高高さ ▽最高高さ

▽北側軒高

▽南側軒高

▽最高高さ

open

open

open

openopenopenopen

－－－記　
　

事

測量

縮尺

承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
工事設計図令和５年度　小崎地区集会場新築

立面図

A
12

※外部木部は特記がない限り、すべて保護塗料塗布

※内部木部は特記がない限り、CL仕上とする。
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3

10

2.5

10

3

1.5
10

10
2.5

3,800

A2:1/100

柱受け 120角 SUS

外部柱

縦樋φ 75

縦樋φ 75

縦樋φ 75 モルタル刷毛引き仕上

金属外壁出隅：カラー GL鋼板曲げ加工

縦樋φ 75

縦樋φ 75

ポーチ：天端洗い出し仕上

ポーチ

出隅：カラー GL鋼板曲げ加工

鋼板水切外壁：（木）

注入ヒノキ縦張り t18

通気胴縁 t18

透湿防水シート

構造用合板 t9

登り梁 120*300

破風板：

桧 t33*210　 WP

構造用合板 t24

PBt12.5EP

破風板：

桧 t33*210　 WP

破風板：桧 t33*210　 WP

外壁（木）：

杉羽目板 t18縦張り

横胴縁 t18

透湿防水シート

構造用合板 t9

グラスウール 16K t90

鼻隠：桧 t33*120

軒樋：ガルバリウム鋼板製

破風板： t33*210

縦樋：φ 75ガルバリウム鋼板製

広小舞：桧 t24*120

屋根（北側外部）：

カラー GL鋼板 t0.4縦ハゼ葺き

アスファルトルーフィング

野地板：杉 t12裏化粧

垂木 45*90@455

杉板 t24

母屋 120*204

縦樋：φ 75ガルバリウム鋼板製

広小舞：桧 t24*120

破風板： t33*195

屋根（南側外部）：

カラー GL鋼板 t0.4縦ハゼ葺き

アスファルトルーフィング

野地板：杉 t12裏化粧

垂木 45*75@455

杉板 t24

母屋 120*204

PBt12.5EP

縦樋φ 75 縦樋φ 75 縦樋φ 75

ウッドデッキ：桧t45ウッドデッキ：注入桧t45 モルタル刷毛引き仕上

縦樋φ 75 縦樋φ 75縦樋φ 75 縦樋φ 75

PBt12.5EP

登り梁 120*210

構造用合板 t24

登り淀： t12*W75 WP登り淀：

t12*W75 WP
登り淀：

t12*W75 WP

破風板：桧 t33*210

棟包み：ガルバリウム鋼板製

鋼製筋交たすき掛け

登り梁 120*300＠ 2730 鋼製筋交たすき掛け（内部） 鼻隠：桧 t33*120北側列柱 120*360＠ 2730

挟み方杖：杉半割丸太φ 120

棟包み：ガルバリウム鋼板製

軒樋：ガルバリウム鋼板製 外壁：杉羽目板 t18横張り

天窓 FIX

W776H775

天窓 FIX

W776H775

棟包み（棟換気仕様）

鼻隠し：桧 t33*120

母屋現し（端部斜めカット）

金属外壁出隅：カラー GL鋼板曲げ加工

登り梁現し 120*300＠ 2730

登り梁現し 120*210＠ 2730

垂木・野地板裏：現し

垂木・野地板裏：現し

太鼓梁 W120H450

水切り：ガルバリウム鋼板製

換気雨押え：ガルバリウム鋼板製

軒樋：ガルバリウム鋼板製

破風板（北側）：桧 t33H210

破風板（南側  ）：桧 t33H195

棟包み：ガルバリウム鋼板製

スロープ

木見切：桧 41*60

ハッチング部：針葉樹合板 OS

母屋（南側）： 120*180＠ 1000

端部斜めカット

破風板：桧 t33*195

破風板（北側）：桧 t33H210

母屋（北側）： 120*180＠ 910　端部斜めカット

棟包み：ガルバリウム鋼板製

通気見切

外壁：杉羽目板 t18縦張り

破風板：桧 t33*210 破風板：桧 t33*195

棟包み：ガルバリウム鋼板製

防虫通気材

破風板：桧 t33*240

外壁（土間）：漆喰塗

鼻隠： t33*120

鼻隠し：桧 t33*120

鋼板水切り 犬走り デッキ：注入桧 t45

空調室外機

通気見切

ガルバリウム製庇 W750・ L3800

屋根（南面 1.5寸勾配）：

カラー GL鋼板 t0.35縦ハゼ葺き

アスファルトルーフィング

野地板 t12杉　裏化粧

垂木 45*75

母屋 120*180

屋根（北側）：

カラー GL鋼板 t0.4縦ハゼ葺き

アスファルトルーフィン グ

構造用合板 t12

通気層 t50

スタイロフォーム 3種 b　 t40

垂木 45*90@455

構造用合板 t24

母屋 120*180＠ 910

屋根（南側）：

カラー GL鋼板 t0.4縦ハゼ葺き（巾 455程度）

アスファルトルーフィング

構造用合板 t12

通気層 t35

スタイロフォーム 3種 b　 t40

垂木 45*75@455

構造用合板 t24

母屋 120*180＠ 910

スタイロフォーム 3種 b t40

構造用合板 t24

登り梁 120*210

防虫通気ガラリ

木見切

カラー GL鋼板縦ハゼ葺き（巾 455程度）

アスファルトルーフィング

杉板裏化粧 t12

杉板 t24・ W105

PBt9.5EP

杉板 t24・ W105

カラー GL鋼板縦ハゼ葺き（巾 455程度）

アスファルトルーフィング

杉板裏化粧 t12

杉板 t24・ W105

カラー GL鋼板縦ハゼ葺き（巾 455程度）

アスファルトルーフィング

杉板裏化粧 t12

笠木（桧） +ガルバリウム製通気見切 笠木（桧） +ガルバリウム製通気見切

外壁（登り梁上部）：

ケイカル板 t6　 EP塗装

内胴縁 t12

外壁（登り梁上部）：

ケイカル板 t6 EP塗装

内胴縁 t12

外壁（金属）：

ガルバリウム鋼板 t0.35横葺き

横胴縁 t12

通気胴縁 t18

透湿防水シート

構造用合板 t9

グラスウール 16K t90

外壁（金属）：

ガルバリウ ム鋼板 t0.35横葺き

横胴縁 t12

通気胴縁 t18

透湿防水シート

構造用合板 t9

グラスウール 16K t90

外壁（板金）：

ガルバリウム鋼板 t0.4横葺き

ラワン合板 t5.5張り

モルタル刷毛引き仕上

勝手口ポーチ
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4
5

300

150

屋根（南側）軒廻り詳細図　S1/20

室外側 多目的ホール

▲基礎上端

▲犬走り上端

▲土台上端

▼設計 GL

▼ 1FL

屋外デッキ

▼南側軒高

多目的ホール
調理室

open

open

open

最高高さ

※外部に露出する木部はすべてWP（木材保護塗料塗り）とする。
※内部木部はCL塗装とする。

川（北）道路（南）

１

１

10

2.5

3

10

１

１

1.5

10

31.5
10

10

ウッドデッキ

天板：注入ヒノキ t45

大引：注入ヒノキ 90角

束　：注入ヒノキ 75角

根太：注入ヒノキ 45角

土台水切 W35

転び止め

面戸板 H110

母屋現し（外部）： 120*204WP

化粧野地板：杉 t12WP

額縁：杉 30*110（見付 10） CL

面戸板 H90

外壁（木）：

杉羽目板横張り t18　木材保護塗料塗

縦胴縁 t18

透湿防水シート

構造用合板 t9

グラスウール 16K t90

木軸組（壁ふかし） W105

ボルト締め

火打梁 120角

挟み方杖：半割丸太φ 120

木見切り

火打梁 120角

カウンター： t45（見付 25） W300

柱 120*240

木見切り

床（多目的ホール）：

無垢フローリング t15　ナラ

構造用合板 t28

大引 90*90＠ 910

飼木＠ 910

アンカーボルト M10@1820

M12ボルト締め

105*180

額縁：杉 t21CL

基礎：

コンクリート土間　 t150

補強筋 D13＠ 250D.C

スタイロフォーム　３種 b t25

PEF t0.15

再生クラッシャラン　 t120

野地板：杉板 t12裏化粧

垂木： 45*75

鼻隠：桧 t33*230

広小舞： t24*120

外壁（金属）：カラー GL鋼板 t0.35一文字葺き

母屋： 120*150

登り梁 120*300

構造用合板 t24

スタイロフォーム１種 b t40

垂木 :45*90

アスファルトルーフィング

構造用合板 t12

通気見切

母屋： 120*150

破風板：桧 t33*240

水切り溝

排水管カバー

化粧モルタル t10刷毛引き

縦樋 75φ

ガルバリウム製棟包み

棟下地 18*90

アスファルトルーフィング

ガルバリウム製棟包

面戸板・下地材：杉 t45H105

面戸板・下地材：杉 t45H105

通気防虫ガラリ

通気防虫ガラリ

桁 120*300

勾配天井：

木野縁 t30

PBt9.5　 IPマルチコート（シルバー塗装）

内壁：

PBt12.5貼り　 EP塗装

ダクトφ 150現し

レンジフード SUS製 W1500

登り梁現し

勾配天井・垂れ壁：

ケイカル板 t6貼り　 EP塗装

※雨水排水は機械設備工事

※雨水排水は機械設備工事

登り梁： 120*210WP

母屋現し（外部）： 120*204WP

内壁（調理室）：

フレキシブルボード t3貼り　塗装品

耐水 PBt12.5貼り

グラスウール 16K t90

ガルバリウム製通気見切（出幅 26）

ガルバリウム製通気見切り＋笠木

裏化粧野地板：杉 t12WP

換気雨押え

外周部：ポリスチレンフォーム 3種 t25

木見切り t15

気密パッキン　 t20

床（調理室）：

ビニル床シート  t2

捨て合板 t12

木製サッシ（桧）　 FIX窓

外壁（金属）：

ガルバリウム鋼板 t0.35横葺き

横胴縁 t12

通気胴縁 t18

透湿防水シート

構造用合板 t9

グラスウール 16K t90

巾木：杉 H40（見付 W5）

内壁（桁上部）：

フレキシブルボード t3貼り　撥水材塗布

PBt9.5貼り

防湿層付グラスウール t90

間柱 W105

屋根

カラー GL鋼板 t0.4縦ハゼ葺き

アスファルトルーフィング

構造用合板 t12　 N50＠ 150以下

通気層 t50

スタイロフォーム 3種 b　 t40

垂木 45*90@455

構造用合板 t24實アリ　 CN75＠ 150以下、川の字打ち

母屋 120*180＠ 910

屋根

カラー GL鋼板 t0.4縦ハゼ葺き

アスファルトルーフィング

構造用合板 t12　 N50＠ 150以下

スタイロフォーム 3種 b　 t40

垂木 45*75@455

構造用合板 t24實アリ　 CN75＠ 150以下、川の字打ち

母屋 120*180＠ 1000
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広小舞：桧 t12～ 21・ W120

鼻隠し：桧 t33H120WP

唐草　：ガルバリウム製

鼻隠し：桧ｔ 33・Ｈ 120WP

軒樋：ガルバリウム製
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取外式天井：中空ポリカーボネートシート t16

　　　　　　 1.69*2.585・乳白色　のせかけ

1/30

▲基礎上端

▲土台上端

▼ 1FL

▼設計 GL

▼犬走り上端

▼設計 GL

▼南側軒高

ラウンジ屋外デッキラウンジ

多目的トイレポーチ

open

open

open

open

open

道路（南） 川（北）

黒板（小学校）

10

2.5

3

10

ウッドデッキ

天板：注入ヒノキ t45

大引：注入ヒノキ 90角

束　：注入ヒノキ 75角

SUS化粧柱脚金物

ロールスクリーン

基礎：

コンクリート土間　 t180

補強筋 D13＠ 250D.C

スタイロフォーム　３種 b t25

PEF t0.15

再生クラッシャラン　 t120

床：

無垢フローリング t15　ナラ

構造用合板 t28

大引 120*120＠ 910

飼木＠ 910

アンカーボルト M10@1820

床（畳）：

本畳 t55

構造用合板 t28

大引 90*90＠ 910

飼木＠ 910

アンカーボルト M10@1820

母屋現し（外部）： 120*204WP

母屋現し（外部）： 120*204WP

登り梁： 120*210WP

化粧野地板：杉 t12WP

化粧野地板：杉 t12WP

天窓（ FIX）： W776H775

棟木 120*210

転び止め

廻縁：杉 t45CL 天井：

木野縁 t30

木毛セメント板 t15

天井：

木野縁 t30

PBt12.5 IPメタルコート

内壁：

珪藻土金ゴテ仕上

外壁：

漆喰仕上

モルタル塗り t20

フェルト紙

ラス板 t12*60 @75

縦胴縁 t18

透湿防水シート

構造用合板 t9

ガルバリウム換気棟包み

太鼓梁 W120H400～ 500程度

屋根（ 3寸勾配）

カラー GL鋼板 t0.4縦ハゼ葺き

アスファルトルーフィング

構造用合板 t12　 N50＠ 150以下

通気層 t50

スタイロフォーム 3種 b　 t40

垂木 45*90@455

構造用合板 t24實アリ　 CN75＠ 150以下、川の字打ち

母屋 120*180＠ 910

モルタル

刷毛引仕上

外壁（木）：

杉羽目板 t18縦張り  難燃塗料 CL塗

横胴縁 t18

透湿防水シート

構造用合板 t9

グラスウール 16K t90

ポーチ部軒天井：木毛セメント板 t15

見切り：桧 65*25（防虫通気穴あり）

巾木：杉 H40（見付 W5）

屋根（ 2.5寸勾配）

カラー GL鋼板 t0.4縦ハゼ葺き

アスファルトルーフィング

構造用合板 t12　 N50＠ 150以下

通気層 t50

スタイロフォーム３種 b　 t40

垂木 45*75@455

構造用合板 t24實アリ　 CN75＠ 150以下、川の字打ち

母屋 120*180
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10

99 72.5

とじるひらく 全開半開

open

シャワー
ユニット

東側下屋

脱衣室

多目的ホール

収納

東側妻面断面図（S：1/30）

開口部
開口部まわり板金水切
勝ち／負け

シャワーユニット据え付け断面図（S：1/30） 開口部詳細図（（S：1/5）

出隅入隅部納まり図（S：1/5）

ガルバリウム合板外壁　出隅部 木外壁　出隅部 漆喰外壁　出隅部 漆喰外壁　入隅部木外壁・漆喰外壁　出隅部

額縁： 21*120CL

壁：

耐水 PBt12.5　 EP塗装

内胴縁 t18

天井：

耐水 PBt9.5　 EP塗装

木軸組

床：

ホモジニアスタイル t3貼り

耐水ベニヤ t12

構造用合板 t28

大引 90角

外壁（金属）：

ガルバリウム鋼板 t0.35一文字葺 き

横胴縁 t18

通気胴縁 t18

透湿防水シート

構造用合板 t9

グラスウール 16K t90

外壁（木）：

杉羽目板 t18縦 張り  難燃塗料 CL塗

横胴縁 t18

透湿防水シート

構造用合板 t9

グラスウール 16K t90

捨て板金

窓枠：杉 t21CL

アングルしゃくり

PBt12.5 EP塗装

板金折り返し

※サッシつばに差し込み＋シーリング

カラー GL鋼板 t0.35一文字葺き

捨て板金

シーリング

横胴縁 t12

縦胴縁 t18（通気層）

透湿防水シート

構造用合板 t9

PBt12.5 EP塗装

捨て板金

アングルしゃくり

窓枠：杉 t21CL

捨て板金

捨て板金

横胴縁 t12

縦胴縁（通気層） t18

透湿防水シート

構造用合板 t9

柱 120角

※本体曲げ（現場加工）

横胴縁 t18

透湿防水シート

構造用合板 t9

杉板 t18WP　本実目透し張り

外壁木部＜勝ち＞

※散り 20

漆喰塗り

ラス板 t12

縦胴縁 t18

下地モルタル t20

フェルト紙

透湿防水シート

構造用合板 t9

出隅木部：

杉 105角　見付 け W90

漆喰塗り　 R面

漆喰塗り　 R面

カラー GL鋼板 t0.35横葺き

デッキ：

天板：桧（注入） t45　 WP

大引：杉（注入） 90角

飼木

5
0

750

3
,
3
4
6

3
,
1
6
6

1
8
0

650

2
1

2
1

21 21

プレート金具

内部：硬質発砲ウレタン充填

ガルバリウム製庇 W750・ L3800
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宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
令和５年度　小崎地区集会場新築 工事設計図
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－－－ A記　
　

事

測量

縮尺

承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
工事設計図令和５年度　小崎地区集会場新築
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ラウンジ屋外デッキ 土間１

A

B C

室名：土間１
床　：コンクリート金ゴテ仕上　表面強化剤塗布

壁　：漆喰塗り（下地：モルタルt20）

天井：勾配天井（3寸）

　　　木毛セメント板t15張り

デッキ：注入桧t45 WP

室名：土間１
床　：コンクリート金ゴテ仕上　表面強化剤塗布

壁　：漆喰塗り（下地：モルタルt20）

天井：勾配天井（3寸）

　　　木毛セメント板t15張り

デッキ：注入桧t45 WP

備品庫

木見切

挟み方杖：半割丸太φ 120ボルト締め

外壁：漆喰塗り
※出隅：金属外壁勝ち

※出隅：木外壁勝ち

ウッドデッキ：注入桧 t45

ウッドデッキ：注入桧 t45

外壁：漆喰塗り

ケイカル板 t6 Ep塗装

フレキシブルボード t3貼り　撥水材塗布

下地：防水 PBt9.5

火打梁： 120角 CL

FIX窓 +高所用すべり出し窓

通気溝 H15

木見切：桧 75*60(見付 25）

火打梁： 120角

ステンレスブレース

桁： 120*300

登り梁： 120*300

挟み方杖：半割丸太φ 120

柱： 120*360

登り梁： 120*300

外壁見切：桧 W55*t25

柱： 120*360

裏化粧野地板：杉 t12

垂木：杉 45*90

木製 FIX窓 枠：桧見付 25

－－－記　
　

事

測量

縮尺

承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
令和５年度　小崎地区集会場新築 工事設計図

A
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※外部に露出する木部はすべてWP（木材保護塗料塗り）とする。

※内部木部はCL塗装とする。



7,280

1,820910 2,730 1,820 1,000

室名：土間１
床　：コンクリート金ゴテ仕上　表面強化剤塗布

壁　：漆喰塗り（下地：モルタルt20）

天井：勾配天井（3寸）

　　　木毛セメント板t15張り

デッキ：注入桧t45 WP

室名：ラウンジ屋外デッキ
床　：注入桧t45 WP

壁　：漆喰塗り（下地：モルタルt20）

天井：勾配天井（3寸）

　　　木毛セメント板t15張り

D

B C D

外壁：漆喰塗り 外壁出隅：杉板勝ち

漆喰出隅（台形部分）：丸面

天井：木毛セメント板 t15 木見切 t25

外壁：漆喰塗り

ウッドデッキ：注入桧 t45

登り梁： 120*300

漆喰出隅：丸面漆喰塗り

ステンレス製ブレース

木毛セメント板 t15

木見切： t25

ケイカル板 t6 EP塗装

外壁（ハイサイド部）：

フレキシブルボード t3貼り　撥水材塗布

柱 120*360

化粧野地板：杉 t12

垂木：杉 45*90

登り梁 120*300

木見切：桧 t25

－－－記　
　

事

測量

縮尺

承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
令和５年度　小崎地区集会場新築 工事設計図

A

A2:1/50 展開図-2

※外部に露出する木部はすべてWP（木材保護塗料塗り）とする。

※内部木部はCL塗装とする。
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2,730 2,7303,000 900 3,000

B CA

A B

D

室名：土間２
床　：コンクリート金ゴテ仕上　表面強化剤塗布

壁　：（B面）カラーGL鋼板一文字葺き

　　　（D面）杉羽目板t15　縦張り（準不燃材）

天井：勾配天井（2.5寸）

　　　木毛セメント板t15張り

室名：多目的ホール
床　：無垢フローリングt15　なら

壁　：PBt12.5　EP塗装

天井：勾配天井（3寸）

　　　PBt9.5　シルバー塗装

巾木：杉H40

柱 120*240

無垢フローリング（ナラ） t15張り 無垢フローリング（ナラ） t15張り

外壁：カラー GL鋼板一文字葺き

通気溝 t15

見切桧 W41

ラワン合板 t12 OS

外壁：ガルバリウム鋼板一文字葺き t0.35

外壁（ラウンジ棟）：杉羽目板 t18

母屋 120*180

登り梁： 120*300

登り梁： 120*210

内壁： PB12.5貼り EP

外壁出隅：曲げ加工

外壁：カラー GL鋼板一文字葺き

火打梁 120角

登り梁 120*300＠ 2730

内壁： PB12.5貼り EP

挟み方杖：半割丸太φ 120

ステンレス製ブレース

外壁：杉羽目板 t18張 り（準不燃材）

太鼓梁：杉 W120H500～ 450

木毛セメント板 t15張り

内壁（真壁）： PBt9.5貼り EP

　　　　　　　（下地の束 90角）

外壁（ラウンジ棟）：杉羽目板 t15張り

（準不燃材）

笠木＋ガルバリウム製通気見切 ※（通気）下地に防虫通気ガラリ

ラワン合板 t5.5

登り梁 120*210

化粧野地板：杉 t12

垂木：杉 45*90

－－－記　
　

事

測量

縮尺

承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
令和５年度　小崎地区集会場新築 工事設計図

A

A2:1/50 展開図-3

※外部に露出する木部はすべてWP（木材保護塗料塗り）とする。

※内部木部はCL塗装とする。
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調理室

勝手口

予備室

多目的ホール

室名：予備室
床　：無垢フローリングt15　なら

壁　：PBt12.5　EP塗装

天井：勾配天井（2.5寸）

　　　PBt9.5　EP塗装

巾木：杉H40

室名：多目的ホール
床　：無垢フローリングt15　なら

壁　：PBt12.5　EP塗装

天井：勾配天井（3寸）

　　　PBt9.5　シルバー塗装

巾木：杉H40

内壁： PB12.5貼り EP

無垢フローリング（ナラ） t15張り無垢フローリング（ナラ） t15張り

内壁： PB12.5貼り EP

内壁： PB12.5貼り EP

登り梁： 120*210

登り梁： 120*300

梁： 120*360

母屋 120*180

内壁： PBt9.5貼り EP

棚受金物

FIX窓

カウンター： t45（見付 25） W300

棚板：集成材パイン t25

建具枠：杉 t21

登り梁： 120*210現し

桁間内壁： PB12.5貼 り EP

内壁（真壁）： PBt9.5貼り EP

　　　　　　　（下地の束 90角）

母屋間：ラワン合板 t12

PBt9.5　シルバー塗装

登り梁： 120*210＠ 2730

巾木：杉 H40

巾木：杉 H40

壁ふかし

※壁ふかし t30

外付け枠鴨居：杉 t25

木製見切

戸尻枠：杉 t45

ラワン合板 t5.5

フレキシブルボード t3貼り

撥水材塗布
火打梁： 120角
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－－－記　
　

事

測量

縮尺

承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
令和５年度　小崎地区集会場新築 工事設計図

A

A2:1/50 展開図-4

※外部に露出する木部はすべてWP（木材保護塗料塗り）とする。

※内部木部はCL塗装とする。
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A B C D

A D

CA B

B C

D

多目的ホール

多目的ホール

多目的ホール

多目的ホール

巾木：ソフト巾木H40

備考：汚垂れ石t6*800*600

室名：男トイレ
床　：ならフローリングt15・抗菌ビニル床シート

壁　：防水PBt12.5 EP塗装

（一部）腰壁：フレキシブルボードt3貼り　撥水材塗布

天井：防水PBt9.5 EP塗装

室名：調理室
床　：ビニル床シート

壁　：フレキシブルボードt3　撥水材塗布　突付貼り（下地防水PBt12.5貼り）

天井：化粧ケイカル板t6貼り（下地防水PBt9.5貼り）

巾木：巻上シートH60

室名：女トイレ
床　：ならフローリングt15・抗菌ビニル床シート

壁　：防水PBt12.5 EP塗装

（一部）腰壁：フレキシブルボードt3貼り　撥水材塗布

天井：防水PBt9.5 EP塗装

巾木：ソフト巾木H40

鏡

無垢フローリング（ナラ） t15張り

戸当たり枠：杉 t25

戸当たり枠：杉 CL

床：抗菌ビニル床シート

鴨居：杉 t25CL

見切：杉 45*21CL

天井：化粧ケイカル板 t6貼り

柱現し 柱現し

木見切り

鴨居 t25

ベッセル式洗面器セット

TOTO　 LSA721CAPND

収納付鏡 500*600

木見切 戸当たり枠

PB12.5貼り EP

PB12.5貼り EP

PB12.5貼り EP

PB12.5貼り EP

壁：フレキシブルボード t3貼り

窓枠：杉 t21
カウンター： t45（見付 25） W300

登り梁 120*240現し 登り梁 120*240現し

桁 120*300現し

SUS製床見切： T型 W14

汚垂石 800*600*6

木製笠木：杉 t25W210

収納付鏡 500*600

SUS製床見切： T型 W14

巾木：巻上シート H60

※ 5mm透かし（巾木 なし）

※ 5mm透かし（巾木なし）

ソフト巾木 H40

巾木：ソフト巾木 H40

フレキシブルボード t3貼り

フレキシブルボード t3貼り

撥水材塗布

フレキシブルボード t3貼り

撥水材塗布

フレキシブルボード t3貼り　撥水材塗布

フレキシブルボード t3貼り 　撥水材塗布 フレキシブルボード t3貼り　撥水材塗布

－－－記　
　

事

測量

縮尺

承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
令和５年度　小崎地区集会場新築 工事設計図

A

A2:1/50 展開図-5

※外部に露出する木部はすべてWP（木材保護塗料塗り）とする。

※内部木部はCL塗装とする。
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0
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0
0
0

2
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2
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中空ポリカ板 t16（載せ架け）
中空ポリカ板 t16（載せ架け）

中空ポリカ板 t16（載せ架け）

CA B

BA

D B CA D' D

D A

C

室名：事務室・収納
床　：無垢フローリングt15　なら

壁　：PBt12.5　EP塗装

天井：PBt9.5　EP塗装

巾木：杉H40

室名：ラウンジ収納２
床　：無垢フローリングt15　なら

壁　：PBt12.5　EP塗装

天井：PBt9.5　EP塗装

巾木：杉H40

室名：事務室収納
床　：無垢フローリングt15　なら

壁　：PBt12.5　EP塗装

天井：PBt9.5　EP塗装

巾木：杉H40

室名：ラウンジ
床　：無垢フローリングt15　なら

　　　畳敷き込み　t55

壁　：珪藻土金鏝仕上（下地：PBt12.5）

　　　北面・南面：真壁

　　　西面・東面：大壁

天井：勾配天井（2.5寸、3寸勾配）

　　　PBt9.5　シルバー塗装

巾木：杉H40

備考：中空ポリカ板t16　乳白色

　　　西側窓：ロールスクリーン

（ゴミ箱）

通り土間

勝手口ドア

収納

ラウンジ

事務室

事務室

トイレ ミニマルシンク SUS

梁 120*270
（大壁） PBt12.5貼り EP

母屋 120*180

梁 120*300太鼓梁 150*450～ 500

（大壁）珪藻土金鏝仕上

珪藻土金鏝仕上

黒板（旧小学校所有物）

梁 120*270

掃除機スペース

棚受け金物

珪藻土金ゴテ仕上

登り梁： 120*150CL

登り梁： 120*150CL

コピー機

※ 5mm透かし（巾木なし）

（真壁）珪藻土金鏝仕上

フレキシブルボード貼り t3

撥水材塗布（下地防水 PBt12.5）

桁間： PBt12.5貼り EP

棚板：集成材パイン t20

棚板：集成材 t20パイン

（一番上の棚のみ W465）

ロールスクリーン

－－－記　
　

事

測量

縮尺

承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
令和５年度　小崎地区集会場新築 工事設計図

A

A2:1/50 展開図-6

※外部に露出する木部はすべてWP（木材保護塗料塗り）とする。

※内部木部はCL塗装とする。
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450

BA B DA

CB DA

A B C D

CDC

室名：備品庫
床　：コンクリート金ゴテ仕上

壁　：防水PBt12.5　EP塗装

天井：防水PBt9.5　EP塗装

巾木：杉H40

室名：共用トイレ
床　：ホモジニアスタイルt3（下地耐水ベニヤt12）

壁　：防水PBt12.5　EP塗装

　　　（D面）フレキシブルボードt3貼り　撥水材塗布

天井：防水PBt9.5　EP塗装

巾木：ソフト巾木H40

室名：脱衣室
床　：ホモジニアスタイルt3（下地耐水ベニヤt12）

壁　：防水PBt12.5　EP塗装

天井：防水PBt9.5　EP塗装

巾木：ソフトH40

室名：多目的トイレ
床　：コンクリート金ゴテ仕上

壁　：防水PBt12.5　EP塗装

　　　（A面）フレキシブルボードt3貼り　撥水材塗布

天井：防水PBt9.5　EP塗装

巾木：ソフト巾木H40

トイレ

ポーチ

壁： PBt12.5 EP塗装

天井： PBt9.5 EP塗装

床：コンクリート金ゴテ仕上
付框：桧 t30

戸当たり枠：杉

※ 5mm透かし（巾木なし）

※ 5mm透かし（巾木 なし）

PBt12.5 EP

棚受け金物

フレキシブルボード t3貼り　撥水材塗布

フレキシブルボード t3貼り　撥水材塗布

棚板：集成材パイン t20

棚板：集成材パイン t20

棚板：集成材パイン t20

－－－記　
　

事

測量

縮尺

承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
令和５年度　小崎地区集会場新築 工事設計図

A

A2:1/50 展開図-7

※外部に露出する木部はすべてWP（木材保護塗料塗り）とする。

※内部木部はCL塗装とする。
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建 具 記 号 図 （ S ＝ 1 / 1 0 0 ）

7
,2
8
0

3
,0
0
0

2,730 7,025 2,530 2,530 4,2955,460 5,460

1
0
,2
8
0

30,030

男便所 女便所

調理室

事務室
備品庫

吹抜け
（土間）

吹抜け
（多目的ホール）

棚

カウンター

本棚

+330

+280

+515

+515

通り土間
多目的ホール

共用
トイレ

ラウンジ

収納

予備室

多目的ホール屋外デッキ

ラウンジ屋外デッキ

N

外トイレ

脱衣室

シャワー室

4
AW

6
AW
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AW

2
AW

2
AW

2
AW

5
AW

3
AW

3
AW
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AW

1
AW

2
AD

1
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2
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2
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2
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1
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1
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1
WW

1
WW

1
WW

5
AW

7
AW

1
AD
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AW

9
AW

9
AW
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AW
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AW
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AW
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AW
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AW

3
WD

4
WD

5
WD

6
WD

7
WD

8
WD

9
WD

2'
AW

11
AW

10
AW

11
AW

10
AW

1'
AD

5
AW

1
TB

2
TB

－－－記　
　

事

測量

縮尺

承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
工事設計図令和５年度　小崎地区集会場新築

A2：1/100 建具記号図
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3
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2,6002,370

2
,4
30

2,370

2,
03
0

2
,2
30

1
,
6
0
0

4
2
5

形式

備考

建具金物

硝子パネル

材質・見込・仕上

特記がない限り、半外付け仕様とする。

メーカー標準仕様

アルミ樹脂複合サッシ

メーカー標準仕様

（ブラインド無し）

メーカー標準仕様

アルミ樹脂複合サッシ

複層ガラス　FL3+A+FL3

アルミ樹脂複合サッシ

複層ガラス　FL3+A+FL3

-

連窓方立、メーカー標準仕様

高所用オペレーター3.5m

YKK AP　天窓　FIX

メーカー標準仕様

アルミ樹脂複合サッシ

網戸

複層ガラス　FL3+A+FL3

備考

建具金物

硝子パネル

材質・見込・仕上

形式

姿図

符号・使用箇所・数量

姿図

形式

符号・使用箇所・数量

符号・使用箇所・数量

備考

建具金物

硝子パネル

材質・見込・仕上

2ヶ所１階　多目的ホール

メーカー標準仕様

アルミ樹脂複合サッシ

キックプレート無し

複層ガラス　FL4+A+FL4

１階　ラウンジ 2ヶ所 多目的ホール　ハイサイドライト 多目的ホール　ハイサイドライト4ヶ所１階　ラウンジ 1ヶ所

3ヶ所

メーカー標準仕様

アルミ樹脂複合サッシ

-

1ヶ所

メーカー標準仕様

アルミ樹脂複合サッシ

網戸

複層ガラス　FL3+A+FL3

１階　キッチン

メーカー標準仕様

アルミ樹脂複合サッシ

網戸

複層ガラス　FL3+A+FL3

キッチン

１階　事務室１階　男子トイレ／女子トイレ／事務室

複層ガラス　FL3+A+FL3

1ヶ所

メーカー標準仕様

アルミ樹脂複合サッシ

-

複層ガラス　FL3+A+FL3

１階　エントランス　東側

メーカー標準仕様

アルミ樹脂複合サッシ

キックプレート無し

複層ガラス　FL4+A+FL4

YKK AP　エピソードⅡ　NEO-B　下枠フラット引違い窓　２枚建て

１階　ラウンジ

キックプレート無し

YKK AP　エピソードⅡ　NEO-B　下枠フラット引違い窓　２枚建て

メーカー標準仕様

アルミ樹脂複合サッシ

複層ガラス　FL4+A+FL4

キックプレート無し

YKK AP　エピソードⅡ　NEO-B　下枠フラット引違い窓　２枚建て

メーカー標準仕様

アルミ樹脂複合サッシ

複層ガラス　FL4+A+FL4

１階　キッチン１階　多目的ホール南側 5ヶ所 1ヶ所

5ヶ所

1ヶ所

2ヶ所

YKK AP　エピソードⅡ　NEO-B　下枠フラット引違い窓　３枚建て

YKK AP　フレミングJ　横スリットFIX窓 YKK AP　フレミングJ　縦すべり出し窓 YKK AP　フレミングJ　引違窓（半外付）　２枚建て YKK AP　フレミングJ　引違窓（半外付）　２枚建て

YKK AP　フレミングJ　FIX窓スリムフレーム YKK AP　フレミングJ　FIX窓 YKK AP　フレミングJ　高所用横滑り出し窓＋FIX窓

連窓方立

1
AW

9
AW

10
AW

11
AW

8
AW

5
AW

6
AW

7
AW

4
AW

3
AW

2
AW

2'
AW

－－－記　
　

事

測量

縮尺

承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
令和５年度　小崎地区集会場新築 工事設計図

A

A2:1/50 25建具表-1
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780
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形式

備考

建具金物

硝子パネル

材質・見込・仕上

備考

建具金物

硝子パネル

材質・見込・仕上

形式

姿図

符号・使用箇所・数量

姿図

形式

符号・使用箇所・数量

符号・使用箇所・数量

備考

建具金物

硝子パネル

材質・見込・仕上

１階　脱衣室 1ヶ所

-

複層ガラス　FL3+A+FL3

FIX窓

-

-

複層ガラス　FL3+A+FL3

FIX窓

-

-

ラウンジ 予備室

１階　ラウンジ １階　予備室 1ヶ所1ヶ所

多目的室　ハイサイドライト　上部 多目的室　西側妻面　上部 1ヶ所1セット*5ヶ所

1ヶ所男子便所 1ヶ所 女子便所

トイレブース（バンポ―工業　同等品）

FRP仕上　t20

-

グレビティ丁番、表示付きスライド錠、SUS巾木、SUS笠木

SUSエッジ、戸当たり、帽子掛け

トイレブース（バンポ―工業　同等品）

FRP仕上　t20

-

グレビティ丁番、表示付きスライド錠、SUS巾木、SUS笠木

SUSエッジ、戸当たり、帽子掛け

木サッシ（造作）、桧 木サッシ（造作）、桧

YKK AP　エピソードⅡ　NEO　勝手口ドア　全面ガラスタイプ YKK AP　エピソードⅡ　NEO　勝手口ドア　中残付タイプ

メーカー標準仕様

アルミ樹脂複合サッシ

複層ガラス　FL3+A+FL3

メーカー標準仕様

アルミ樹脂複合サッシ

複層ガラス　F4+A+F4

すりガラス

複層ガラスW822・H275複層ガラスW822・H275

複層ガラスW895・H275

登り梁

登り梁

束

2
AD

1
AD

1'
AD

1
WW

2
WW

2
WW

1
TB

記　
　

事
縮尺 図面内容

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０ A2:1/50

－－－

測量 承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
令和５年度　小崎地区集会場新築 工事設計図

A
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1
5
01
5
0

6
0

100

6
0

1
,
9
9
0

100 545

7
1
0

1
,
1
6
0

2,
00
0

1,255

2,
5
60

1,440 1,475

2,
00
0

85
0

2,610

88
0

1,
12
0

745 775775

2,
0
00

1,055 1,640

1,
99
0

2,
19
0

1,
99
0

備考

建具金物

硝子パネル

材質・見込・仕上

形式

姿図

姿図

形式

形式

符号・使用箇所・数量

符号・使用箇所・数量

備考

建具金物

硝子パネル

材質・見込・仕上

備考

建具金物

硝子パネル

材質・見込・仕上

-

引違い框付板戸

-

引違い３枚框付板戸

-

引違い框付板戸

-

引違い框付板戸

杉板貼り・CL・36

引違い框付板戸

ワーロン板t＝2.0

杉板貼り・CL・36杉板貼り・CL・36

ワーロン板t＝2.0

片開き框付き板戸

-

引違い２枚框付板戸

杉板貼り・OSCL・33

腰壁杉板貼り・CL・33

ワーロン板t＝2.0

- -

木製堀込引手、戸車、DC、SUS製M型フラットレール 木製堀込引手、戸車、DC、SUS製M型フラットレール

SUSレバーハンドル表示錠、SUS丁番、DC

引違い框付板戸

1ヶ所

杉板貼り・CL・33

下部10mmクリアランス

引違い框付板戸

1ヶ所

杉板貼り・CL・33

SUSレバーハンドル表示錠、SUS丁番、DC

下部10mmクリアランス

ラウンジ　～　共用トイレ ラウンジ　～　収納

-

1ヶ所ラウンジ　～　事務室

ワーロン板t＝2.0

ワーロン板t＝2.0

木製堀込引手、戸車、DC、SUS製M型フラットレール

杉板貼り・WP・36

1ヶ所多目的トイレ　～　ポーチ 1ヶ所備品庫　～　土間２

SUSレバーハンドル表示錠、SUS丁番、DC

符号・使用箇所・数量 2ヶ所多目的ホール　～　男子トイレ・女子トイレ多目的ホール　～　予備室 1ヶ所 1ヶ所多目的ホール　～　調理室 多目的ホール　～　調理室 1ヶ所

型板ガラスt3

下部10mmクリアランス

引棒（八角形ナラ□25）、下部10mmクリアランス

木製堀込引手、戸車、DC、SUS製M型フラットレール

引棒（八角形ナラ□25）、大型サムターン錠、戸車、DC、SUS製フラッターレール

杉板貼り・WP・36

SUS丁番、DC、表示錠、SUS製沓摺

面縁 t10 CL

杉板 CL

面縁 t10 CL

杉板 CL

面縁 t10 CL杉板 CL

面縁 t10 CL

杉板 CL

面縁 t10 CL

杉板 CL

面縁 t10 CL

杉板 CL

杉板 WP

面縁 t10 CL

引手：ナラ八角形

取手：ナラ八角形

杉板 WP

6
WD

7
WD

5
WD

8
WD

9
WD

2
WD

1
WD

3
WD

4
WD

－－－記　
　

事

測量

縮尺

承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
令和５年度　小崎地区集会場新築 工事設計図

A
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7,440 450300

900900
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5,460

4
0
0

6
0
0

1
,
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9
0
0

2,150 580

1,400

1
,
5
0
0

天井伏図　　Ｓ＝１/１００

通り土間

共有

トイレ

③

調理室

③

男トイレ 女トイレ

② ② ② ②

予備室

①

①

多目的ホール

ラウンジ

②事務室

収納

④④

⑤

⑤

⑤

⑤⑤

①

④

脱衣室

④

シャワー

ブース ② ②⑥

⑥

⑥

屋外トイレ

④

⑤

③

備品庫

フード ②

①

凡例：

①勾配天井
PBｔ9.5　IPマルチコート（シルバー塗装）

②勾配天井
PBt9.5　EP塗装

③勾配天井
ケイカル板t6 EP塗装

④PBt9.5 EP塗装

⑤化粧野地板　杉t12　WP塗装

⑥勾配天井
木毛セメント板t15

天井点検口（※位置は現場確認による）

天窓（ FIX）

W776H775

天窓（ FIX）

W776H775

登り梁現し

母屋現し

登り梁現し

母屋現し 母屋現し

登り梁現し

登り梁現し

※フード垂れ壁両側に点検口

－－－記　
　

事

測量

縮尺

承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
令和５年度　小崎地区集会場新築 工事設計図

A2:1/100 天井伏図
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番号 W（m） H（m） 面積 個数 合計

AW-1 3.47 2.4 8.328 2 16.656 必要面積：99.37/20＝ 4.9685

AW-2 2.33 2.4 5.592 5 27.96 有効採光面積：適合 52.7205

1.6 0.9 1.44 2 2.88

0.74 0.9 0.666 3 1.998

1.195 0.9 1.0755 3 3.2265

合計： 52.7205

AW-2 2.33 1 必要面積：21.09/20＝ 1.0545

AW-6 2.56 1.1 2.816 1 2.816 有効採光面積：適合

合計：

AW-3 2.56 6.144 2 必要面積：31.83/20＝ 1.5915

1.65 1.3 2.145 1 2.145 有効採光面積：適合

0.74 2.2 1.628 1 1.628

0.776 0.775 0.6014 2 1.2028

合計：

AW-5 0.6 1.1 0.66 1 0.66 必要面積：9.26/20＝ 0.463

AW-7 1.5 1.1 1.65 1 1.65 有効採光面積：適合 2.31

合計： 2.31

北側外部空間 必要面積：9.26/20＝ 3.975

1.6 0.9 1.44 2 2.88 有効採光面積：適合 6.363

0.74 0.9 0.666 2 1.332

1.195 0.9 1.0755 2 2.151

合計： 6.363

採光

99.37

室名 床面積（㎡）

土間１ 79.5

開口部

ラウンジ 31.83

事務室 9.26

調理室 21.09

AD-1

AW-11（高所用すべり出し窓）

AW-11（FIX窓）

AW-10

AW-8（FIX窓）

AW-9（天窓FIX）

AW-10

AW-11（高所用すべり出し窓）

AW-11（FIX窓）

多目的ホール

必要面積：99.37/20＝ 4.9685

AW-1：2.084*2.4*2＝ 10.0032

AW-2：1.115*2.4*5＝ 13.38

1.332

合計： 24.7152

有効換気面積：適合

必要面積：21.09/20＝ 1.0545

AW-6：1.236*1.1*1＝ 1.3596

合計：

有効換気面積：適合

必要面積：31.83/20＝ 1.5915

1.628

合計：

有効換気面積：適合

必要面積：9.26/20＝ 0.463

AW-5：0.6*1.1*1＝ 0.66

AW-7：0.686*1.1*1＝ 0.7546

合計： 1.4146

有効換気面積：適合

必要面積：9.26/20＝ 3.975

1.92

北側外部空間：10.92*(2.93+0.24）= 34.6164

合計： 36.5364

有効換気面積：適合

換気

AD-1：0.74*2.2*1＝

AW-11：30/45*1.998=

AW-11：30/45*1.998=

2.0 4.66 4.66

7.476

7.476 AW-2：1.115*2.0*1＝ 2.23

3.5896

2.2 11.264

16.2398

16.2398 AW-3：1.23*2.2*2＝ 5.412

7.04

・床面積は求積図による

・換気の開口寸法は有効寸法による

採 光 ・ 換 気 チ ェ ッ ク 表

－－－記　
　

事

測量

縮尺

承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
工事設計図令和５年度　小崎地区集会場新築

A2：1/200 法チェック表
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2
1
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1

2
4

多目的ホール 多目的ホール 女トイレ
調理室多目的ホール

調理室

予備室

WD-3　枠廻り詳細図WD-2　枠廻り詳細図WD-1　枠廻り詳細図

WD-4　枠廻り詳細図

多目的ホール

WD-9　枠廻り詳細図

備品庫

WD-6　枠廻り詳細図 WD-5　枠廻り詳細図

共用トイレ収納 事務室

WD-7　枠廻り詳細図

WD-8　枠廻り詳細図

多目的トイレ

ポーチ

多目的トイレ

ラウンジ

ポーチ
土間１

※外付枠＋壁ふかし

桁 120*300

M型レール（ SUS）

※壁ふかし 60

M型レール（ SUS）

見切兼方立

壁見切

上枠

SUSレール

カウンター R面取り

ドアクリアランス 10mmドアクリアランス 10mmドアクリアランス 10mm

装飾 T型見切（ SUS)

SUSレール

ドアクリアランス 10mm

柱 120*240

鴨居 SUSレール

柱 120*240

柱 120*240

－－－記　
　

事

測量

縮尺

承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
工事設計図令和５年度　小崎地区集会場新築

A2：1/200

A
30枠まわり詳細図
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G L

犬走り

G L G L

G L G L

ＦＧ１ ＦＧ２ ＦＧ５

G L

スロープ

G L

西面（巾825）
東面（巾525）
北面（巾685）

約1/13勾配ＦＧ６Ｆ１

勝手口ポーチ Ｆ３　勝手口ポーチ　多目的ホール棟Ｆ２　勝手口ポーチ　ラウンジ棟

ポーチ

Ｆ
Ｇ
３

Ｆ
Ｇ

３

Ｆ
Ｇ

５

Ｆ
Ｇ

５

Ｆ
Ｇ
５

ＦＧ３

ＦＧ２
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５
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Ｆ
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３

ＦＧ１ ＦＧ１ ＦＧ１ ＦＧ１ ＦＧ１
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ＦＧ３

Ｆ１
ＦＧ６

Ｆ３

Ｆ２

ＦＧ３

基礎伏図　　Ｓ＝１/１００

脱衣室

多目的トイレ

G L+ 8 0

GL + 80

G L+ 37 0

GL +3 3 0

G L+ 3 30GL +3 3 0

GL +8 0GL +8 0GL + 80

GL + 10 0

GL + 33 0

GL + 33 0

GL + 33 0

G L+ 33 0 G L+ 3 30 G L+ 3 30

GL + 33 0 GL + 33 0 G L +0

GL + 11 5

G L+ 3 30

G L+ 34 5

GL +1 1 5

シャワー

ブース

GL +1 1 5

スロープ：約1/13勾配

※使用材料：

基礎スラブコンクリート　Fc-21/mm2(S=15) t150

土間コンクリート　　　　Fc-21/mm2(S=15) t100

鉄筋　　　　　　　　　　SD295A(D13) JIS G3112 重ね継手

スラブ・土間配筋　　　　D13@250シングル縦横共

アンカーボルト　　　　　M12 L=400（スクリューワッシャー締め付け）

印は耐力壁端部が取り付く柱下部のアンカーボルトを示す（柱面より150以内）

印は引き寄せ金物を示す。同アンカーボルトより土台アンカーボルト間隔は150以内

その他のアンカーボルトの位置は下記による

・土台切れの箇所、土台の継手及び仕口箇所の上木端部

・その他は、＠2730以内

土間コンクリートを示す

コンクリート天端を示す（ＧＬよりの高さ）

D - 1 3

D - 1 3

2 - D 1 3

D - 1 3

D - 1 3 @ 2 5 0

D 1 3 @ 2 5 0

D - 1 3

D - 1 3

D - 1 3 @ 2 5 0

2 - D 1 3

D - 1 3
D - 1 3

D - 1 3

D - 1 3

D 1 3 @ 2 5 0
D 1 3 @ 2 5 0 D 1 3 @ 2 5 0

犬 走 り

（ 給 湯 機 置 き 場 ）

犬 走 り

D - 1 3

差 し 筋 D - 1 3 @ 2 5 0

差 し 筋 D 1 3 @ 2 5 0
差 し 筋 D - 1 3 @ 2 5 0

D 1 3 @ 2 5 0

D 1 3 @ 2 5 0

2 - D 1 3

D 1 3

D 1 3 @ 2 5 0

3 - D 1 3D 1 3 @ 2 5 0

2 - D 1 3 D - 1 3

6 - D 1 3

帯 筋 D 1 3

D 1 3 @ 2 5 0

D 1 3 @ 2 5 0

D 1 3 @ 2 5 0

1 - D 1 3

1 - D 1 3

D 1 3

D 1 3 @ 2 5 0差 し 筋 D 1 3 @ 2 5 0

D 1 3 @ 2 5 0

D 1 3 @ 2 5 0

D - 1 3

D - 1 3

D - 1 3

D - 1 3

H D - B 2 0

H D - B 2 0H D - B 2 0

H D - B 2 0

H D - B 2 0

H D - B 2 0

H D - B 2 0

H D - B 2 0

立 上 が り 基 礎

F G 6

－－－記　
　

事

測量

縮尺

承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
令和５年度　小崎地区集会場新築 工事設計図

A2:1/30
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580 910

4,295 5,060 4,295
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4
,
0
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床伏図　　Ｓ＝１/１００

屋外トイレ

シャワー

ブース

脱衣室

凡例

部材リスト

特記

土台、大引：外壁部は均しモルタル下地　内部は飼いモルタル＠910以内

アンカーボルト：M12　L=400　＠2730以内　基礎伏図参照

大引き：＠910　飼い木・モルタル＠910

大引きアンカーボルト（あと施工アンカー）　Ｍ10　＠910

床下地：構造用合板　t28

金物はZZZﾏｰｸ表示品及び建告第111444666000号対応認定品

＊化粧材は監理者の材料検査承後の加工とする。

防腐・防蟻処理　GL+1000以下塗布（化粧材除く）

＊防腐・防蟻処理は土壌処理も行い、５年保証を行う事とする

名称　　　　材種　　等級　　規格・寸法

柱　　　　　杉　　　特一等　特記なき場合、120角

土台　　　　桧注入　特一等　120角

大引　　　　杉注入　特一等　120角

際根太　　　杉　　　特一等　45ｘ90

構造用合板　針葉樹　特類　　t28

杉 120*240 杉 120*240

南側列柱：杉 120*360 杉 120*360杉 120*360

杉 120*240

畳部の構造用合板 t28： 1*2モジュール

ウッドデッキ鼻先を示す

際根太

際根太

－－－記　
　

事

測量

縮尺

承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
令和５年度　小崎地区集会場新築 工事設計図

床伏図

S
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梁伏図　　Ｓ＝１/７０

柱120*180

柱100角
柱120*180

合板t24・垂木受け45*90

柱100角

束120角束120角 束105角

束120角

束100角束120角

束120角

束120角

束105角

束90角 束90角

束105角
束105角 柱：芯から60ずらし 柱：芯から60ずらし

凡例 特記

プレカットによる部材変更は監督員の承諾を得る事

梁材はＥ５０Ｇにて選定、無規格品の場合は材寸法を変更する事

集成材はＥ９５にて選定、無規格品の場合は材寸法を変更する事

木材は全て含水率２０％以下の乾燥材とする。

化粧材は監督員の承諾を得る事

グリーン材の場合は監督員の承諾を得ること

耐力壁の仕様は同位置図、木造の継手及び仕口図による

部材継手及び仕口は監理者の承諾を得る事

金物はＺマーク表示品及び建告第１４６０号対応認定品

凡例

部材リスト

名称　　　材　等級　　規格・寸法

間柱　　　杉　特一等　特記なき場合、45ｘ120

外部胴縁　杉　特一等　18ｘ45・90

ラス板　　杉　特一等　12ｘ60

名称　　　材　等級　　規格・寸法

柱　　　　杉　特一等　特記なき場合、120角

梁・桁　　杉　特一等　特記なき場合、120ｘ210

火打梁　　杉　特一等　120角

母屋　　　杉　特一等　特記なき場合、120ｘ180

小屋束　　杉　特一等　特記なき場合、120角

際根太　　杉　特一等　特記なき場合、45ｘ90

垂木　　　杉　特一等　北面、45ｘ90

垂木　　　杉　特一等　南面、45ｘ75

挟み方杖　杉　特一等　半割丸太120φ

登
り

梁
1
2
0
*
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1
0

登
り
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*
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0
0

登
り
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1
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り
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0
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り
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1
0

登
り

梁
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0
*
3
0
0

登
り

梁
1
2
0
*
2
1
0

登
り
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1
2
0
*
2
1
0

登
り
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0
*
2
1
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登
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3
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登
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0
0

登
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0
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3
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登
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2
0
*
3
0
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登
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1
2
0
*
3
0
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登
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梁
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2
0
*
2
1
0
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登
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5
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登
り

梁
1
5
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登
り

梁
1
5
0

登
り

梁
1
2
0
*
2
1
0

登
り

梁
1
5
0

登
り

梁
1
2
0
*
2
1
0

登
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梁
1
2
0
*
3
0
0

登
り

梁
1
2
0
*
3
0
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登
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梁
2
1
0

登
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1
5
0

登
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2
1
0

登
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2
1
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登
り
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0
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2
1
0

梁
3
0
0
*
4
m

梁
3
6
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*
4
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梁
2
1
0
*
2
m

梁
2
1
0
*
2
m

梁
2
1
0
*
2
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太
鼓

梁
1
5
0
*
4
5
0
～

5
0
0
程

度270 270

270 270

梁
2
1
0
*
2
m

梁
3
6
0
*
4
m

梁
2
1
0
*
2
m

登
り

梁
1
2
0
*
2
1
0

梁
2
1
0
*
3
m

梁
2
1
0
*
3
m

太鼓梁 150*450～ 500程度

桁 300

桁（登り梁を受ける） 120*300

登り梁端部斜めカット

登り梁端部斜めカット

桁（登り梁を受ける） 120*300

母屋（登り梁上部） 120*180

火打 120角

火打 120角

挟み方杖

半割丸太φ 120

挟み方杖

半割丸太φ 120

登り梁端部斜めカット

桁（登り梁を受ける） 120*210

桁（登り梁上部） 120*180

－－－記　
　

事

測量

縮尺

承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
令和５年度　小崎地区集会場新築 工事設計図
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小屋伏図　　Ｓ＝１/７０

天窓

（ FIX）

W776

H775

天窓

（ FIX）

W776

H775

凡例凡例

部材リスト

名称　　　材　等級　　規格・寸法

柱　　　　杉　特一等　特記なき場合、120角

梁・桁　　杉　特一等　特記なき場合、120ｘ210

火打梁　　杉　特一等　120角

母屋　　　杉　特一等　特記なき場合、120ｘ180

小屋束　　杉　特一等　特記なき場合、120角

際根太　　杉　特一等　特記なき場合、45ｘ90

垂木　　　杉　特一等　北面、45ｘ90

垂木　　　杉　特一等　南面、45ｘ75

挟み方杖　杉　特一等　半割丸太120φ

名称　　　　材　　　等級　　規格・寸法

間柱　　　　杉　　　特一等　特記なき場合、45ｘ120

外部胴縁　　杉　　　特一等　18ｘ45・90

ラス板　　　杉　　　特一等　12ｘ60

構造用合板　針葉樹　特類　　t24実アリ　CN75＠150以下、川の字打ち　　

特記

プレカットによる部材変更は監督員の承諾を得る事

梁材はＥ５０Ｇにて選定、無規格品の場合は材寸法を変更する事

集成材はＥ９５にて選定、無規格品の場合は材寸法を変更する事

木材は全て含水率２０％以下の乾燥材とする。

化粧材は監督員の承諾を得る事

グリーン材の場合は監督員の承諾を得ること

耐力壁の仕様は同位置図、木造の継手及び仕口図による

部材継手及び仕口は監理者の承諾を得る事

金物はＺマーク表示品及び建告第１４６０号対応認定品

母屋 120*180＠ 910

軒先母屋斜めカット（すべて）

垂木（下屋） 45*75@455

軒先母屋斜めカット（すべて）

母屋 120*180＠ 1000

垂木 45*90@455

登り梁 120*210＠ 2730

登り梁 120*300＠ 2730

－－－記　
　

事

測量

縮尺

承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
令和５年度　小崎地区集会場新築 工事設計図

S
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母屋： 120*180
母屋（外部）： 120*204

構造用合板 t24

2 702 7 0

3 00 3 00
2 1 0

2 1 0

21 0

母屋（外部）： 120*204

30 0

棟 木 12 0 *2 10

太 鼓 梁 W1 50 H 50 0～ 45 0

間柱 45*100

太 鼓 梁 ： 杉 W12 0H 50 0～ 45 0 WP

構 造 用 合 板 t24の 上 、 垂 木 45* 75 @45 5（ 北 側 ）

登 り 梁 120 *2 10＠ 273 0

化 粧 野 地 板 t12

構 造 用 合 板 t24の 上 、 垂 木 45* 75 @45 5（ 北 側 ）

構 造 用 合 板 t24の 上 、 垂 木 45* 75 @45 5（ 北 側 ）

母 屋 端 部 斜 め カ ッ ト

120 *2 10

構造用合板 t24張り終わり←→構造用合板 t24張り終わり母屋上に杉 t24*W105←

その上垂木どめ

1 20 * 21 0

12 0 *1 801 20 * 18 0

12 0 *1 801 20 * 18 0

→母屋上に杉 24*105

　その上垂木どめ

Y01'通り軸組図

Y01通り軸組図

Y02通り軸組図

Y02'通り軸組図

▼土台天端

▲基礎天端

Y軸 1000モジュール← → Y軸 910モジュール

▲北側軒高

2 1 0

21 0 2 1 0 2 10

30 0

▼土台天端

▲基礎天端

▼軒高

▲北側軒高

▼土台天端

▲北側軒高

1
0
5
角

1
0
5
角

2 1 0

▲基礎天端

脱衣室
シャワー

室

▼土台天端

▲基礎天端

▲北側軒高

1 50

▼軒高

1 5 0

X01通り軸組図

X02通り軸組図

X03通り軸組図

X04通り軸組図

－－－記　
　

事

測量

縮尺

承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
令和５年度　小崎地区集会場新築 工事設計図
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構 造 用 合 板 t24の 上 、 垂 木 45* 75 @45 5（ 北 側 ）

母 屋 端 部 斜 め カ ッ ト

構 造 用 合 板 t24の 上 、 垂 木 45* 75 @45 5（ 北 側 ）

構 造 用 合 板 t24の 上 、 垂 木 45* 90 @45 5（ 南 側 ）

火 打 梁 120角 火 打 梁 120角

束 105角

登り梁： H300と H210の登り梁が交わる棟木： Y6通り から 176mm南側 にズレる

90角 90角

太 鼓 梁

杉 W150 H5 0 0～ 45 0

間柱 45*100

梁 105 *1 80

束 柱 105角

棟 木 120 * 21 0

火 打 梁 ： 杉 120角 CL

火 打 梁 ： 杉 120角 CL
束 柱 105角

太鼓梁： 150*450～ 500

12 0 *1 801 20 * 18 0

1 2 0* 1 80

1 2 0* 1 80

12 0* 1 80

12 0 *3 0 0

12 0* 1 80

12 0* 1 80

1 20 *1 8 0

1 20 * 30 0

1 20 *1 8 0

1 20 *1 8 0

12 0* 3 00

12 0 *1 8 0 1 2 0* 1 80

1 20 *3 0 0

収 納 ト イ レ

備 品 庫 調 理 室 調 理 室 男 ト イ レ 男 ト イ レ 女 ト イ レ

事 務 室 事 務 室

女 ト イ レ 予 備 室

270 27 0

Y03通り軸組図

Y04通り軸組図

Y06通り軸組図

Y03'通り軸組図

▼土台天端

▲基礎天端

▲北側軒高

1 50

▼軒高

▼土台天端

▲基礎天端

▲北側軒高

3 00

21 03 00

2 1 0

▼土台天端

▲基礎天端

▲北側軒高

2 1 0

3 00

▼土台天端

▲北側軒高

X04'通り軸組図

X05通り軸組図

X06通り軸組図

X07通り軸組図

－－－記　
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縮尺

承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
令和５年度　小崎地区集会場新築 工事設計図
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X11通り軸組図

X12通り軸組図

Y07通り軸組図

Y08通り軸組図

Y08'通り軸組図 外壁下地

▼土台天端

▲基礎天端

▲北側軒高
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▼土台天端
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X09通り軸組図

X10通り軸組図
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縮尺

承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
令和５年度　小崎地区集会場新築 工事設計図
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X13通り軸組図

X15通り軸組図

X19通り軸組図

－－－記　
　

事

測量

縮尺

承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
令和５年度　小崎地区集会場新築 工事設計図

S

A2:1/100 08軸組図-4



5,460 2,730 8,190 4,295 5,060 4,295
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材種名：構造用パーチクルボード（大壁）

規格　：JIS A5908-2015

壁倍率：4.3

釘打ち方法：N50　外周＠75以下・中通＠150以下

材種名：構造用パーチクルボード（真壁）

規格　：JIS A5908-2015

壁倍率：4.0

釘打ち方法：N50　外周＠75以下・中通＠150以下

材種名：ステンレスブレース　たすき掛け

壁倍率：3.3

取付方法：専用コーチスクリュー９本留め

N値

0

~0.65

~1.0

~1.4

~1.6

~1.8

~2.8

~3.7

~4.7

~5.6

告示表３

（い）

（ろ）

（は）

（に）

（ほ）

（へ）

（と）

（ち）

（り）

（ぬ）

略

カスガイ

CP-L

VP

SB-F2

SB-F

HD-B10

HD-B15

HD-B20

HD-B25

HD-B15X2

金物名

短ほぞ差し又はかすがい打ち、又はこれらと同等以上の接合方法としたもの

長ほぞ差し込み栓又はかど金物CP-L、又はこれらと同等以上の接合方法としたもの

山形プレートVP又はかど金物CP-T、又はこれらと同等以上の接合方法としたもの

羽子板ボルト又は短冊金物（スクリュー釘なし）、又はこれらと同等以上の接合方法としたもの

羽子板ボルト又は短冊金物（スクリュー釘あり）、又はこれらと同等以上の接合方法としたもの

10kN引き寄せ金物、又はこれらと同等以上の接合方法としたもの

15kN引き寄せ金物、又はこれらと同等以上の接合方法としたもの

20kN引き寄せ金物、又はこれらと同等以上の接合方法としたもの

25kN引き寄せ金物、又はこれらと同等以上の接合方法としたもの

15kN引き寄せ金物×2、又はこれらと同等以上の接合方法としたもの

構造用パーチクルボードt9張り　大壁　壁倍率4.3

構造用パーチクルボードt9張り　真壁　壁倍率4.0

ステンレスブレースたすき掛け　壁倍率3.3

※特記なき柱は（い）とする。

耐力壁の接合方法（告示第1460号・告示第1100号） 柱頭柱脚接合金物（告示第1460号）

耐力壁位置図　S:1/100

凡例：

（ち）（に）

（ほ）

（ほ）

（ち）

（ほ）（に）

（い）

（に）

（ほ）（ほ）（ほ）（ほ）（ち）

（ほ）

（ち）

（ほ）

（ほ）

（ほ）

（に）（ち）（に）（に）

（ほ）（ほ）（ほ）（ち）

（ほ）

（ほ）

（ほ）

（ほ）

（ほ）

（ち）

（ほ） （ほ） （ほ）（ち）

（ほ）

（ち）

（ち）（ほ）

（ほ）

（ほ）

（ほ）

1/4ライン

1/4ライン

1/4ライン 1/4ライン

梁・桁等　 105角以 上

間柱 27*60以上

柱 105角以上

継手目地： 2～ 3mmの隙間

継手受材 45*60以上

軸組へのかかりしろ 30mm以上

継手目地： 2～ 3mmの隙間

受材 30*40以上

N75＠ 120

隙間は 2mm程度

M10ステンレスブレース

ステンレス製留め具

コーチスクリュー９本留め

－－－記　
　

事

測量

縮尺

承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
令和５年度　小崎地区集会場新築 工事設計図
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4,695

105

7,580 1,800

7
0
2

2.570

2.570

2.570

5.140

5.140

5.140

2.570

2.570

2.570

7.508

15.014

7.508

7.508

15.014

7.508

7.508

15.014

7.508

a

b

c

d

e

f

g

h

i

縦(m) 横(m)

19.29556

38.58598

19.29556

38.59112

77.17196

38.59112

19.29556

38.58598

19.29556

面積(m2)

ブロック別面積表

a+b+c

g+h+i

a+d+g

c+f+i

上

下

上

下

77.18

77.18

77.19

77.19

X

Y

四分割対象面積

方向 位置 計算式 面積(m2)

計

構造用パーチクルボード（大壁）

1820

計

構造用パーチクルボード（大壁）

910

構造用パーチクルボード（大壁）

1565

構造用パーチクルボード（大壁）

1820

計

構造用パーチクルボード（大壁）

910

構造用パーチクルボード（大壁）

1500

構造用パーチクルボード（真壁）

1820

構造用パーチクルボード（真壁）

1365

計

構造用パーチクルボード（大壁）

910

構造用パーチクルボード（大壁）

1820

計

構造用パーチクルボード（大壁）

910

構造用パーチクルボード（大壁）

1820

計

③

77.18

308.71

308.71

154.35

77.19

154.35

77.19

床面積

（m2)

⑦

7288.6

7678.8

3020.7

3147.5

2347.8

2183.5

存在壁量

（cm)

⑥⑤

壁の実長

（cm)
倍率

④

床面積に

乗ずる数値

（cm/m2)

⑧

848.98

3395.81

3395.81

849.09

849.09

⑨

耐震必要

壁量（cm)

3.56

2.14

2.26

3.70

2.57

壁充足率

⑩

77.18 848.98 4.10

⑪

壁充足率

の比

適

適

判定

⑫

3.56/4.10

＝0.87
適

2.57/3.70

＝0.69
適

見付面積

（m2）

⑬

見付面積に

乗ずる数値

（cm/m2)

⑭ ⑮

耐風必要

壁量（cm）

⑯

壁量充足率

⑰

判定

30.895 50 1544.75
2.198

≧1.0
適

119.596 50 5979.8
1.28

≧1.0
適

種類

耐力壁の存在壁量の計算 耐震壁量とつりあい良い配置の計算 耐震風壁量の計算

4.3 182.0 782.6

3.3 819.0 2702.7

3485.3

4.3 182.0 782.6

782.6

4.3 182.0 782.6

4.3 156.5 672.9

4.3 364.0 1565.2

4.3 273.0 1173.9

4.3 150.0 645.0

4.3 182.0 782.6

546.0136.54.0

782.6182.04.3

1565.2364.04.3

782.691.04.3

672.9364.04.3

構造用パーチクルボード（真壁）

910
728.0182.04.0

11

11

11

11

合計

上

中

下

合計

左

中

右

方向

Y

X

① ②

縦(m) 横(m)

ブロック別面積表

a

b

c

d

e

f

g

h

i

j

k

3.230

4.182

2.037

1.125

0.979

0.447

0.567

3.515

1.150

1.885

0.702

0.795

25.425

4.815

0.795

4.695

3.000

0.567

0.105

7.580

7.580

1.800

2.567

106.327

9.8081

0.894

4.596

1.341

0.321

0.369

8.717

14.288

1.263

面積(m2) 合計(m2)

X方向

30.895

Y方向

119.596

構造用パーチクルボード（大壁）

910

耐震補強システム　コボット

W2.73*H2.58　たすき掛け

壁量算定用求積図　S:1/100

壁量計算と壁つり合いの良い配置のチェック表壁量算定用見付図　S:1/200

d e f

g h i

b ca

a
b

c d

f

g

h i

kje

－－－記　
　

事

測量

縮尺

承　認 担　当 製　図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　大臣登録第２０６１７５号　代表者　尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３５７番地 ＴＥＬ０９８２（５６）５５３０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　第A-６６０２号
令和５年度　小崎地区集会場新築 工事設計図

S

壁量計算表 10



－－－

記
　

　
事

測量

縮尺

承　 認 担　 当 製　 図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　 大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５ 号　 代表者　 尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７ 番地 Ｔ Ｅ Ｌ ０ ９ ８ ２ （ ５ ６ ） ５ ５ ３ ０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　 第A-６ ６ ０ ２ 号
工事設計図令和５ 年度　 小崎地区集会場新築

金属製電線管の塗装

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

灯

時

ＴＶ

放

動

ＩＳ

災

火

Ｔ

Ｉ

犯

プレート類

カバープレート及び

ノズルプレート等の

刻印

キュービクル換気扇

フラッシュプレート

フラッシュプレート

電気工事仕様書

に埋設する。

Ｌ Ｌ Ｌ Ｌ

ＤＤ

Ｗ Ｗ

ＥＰ（アースプレート１．５ｔ×７００×９００）

設置極の上端を地表面下０．７５ｍ以上の深さ

ただし、共通仕様書に規定される製作図、試験成績表等は除く。

（３）製造業者等は５０音順とし、「株式会社」等の記載は（株）と省略した。

（１）（社）公共建築協会が実施する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」によって所要の品質・性能を有する

ことの評価を受けた材料・機材等を使用する場合は、評価書の写しを監督職員に提出するものとする。

（２）使用する機材が設備機材等指定表による製造業者等のものである場合は、共通仕様書第１編第１章第４節１．４．

１（ｂ）の品質及び性能を有することの証明となる資料の提出を省略することが出来る。

設備機材等指定表（電気の部）

品　　目 機　材　名 適用範囲 製造業者等名

１．照明器具

１．工事範囲

２．機　　器

接続箱

架台

化学物質の

材料

３．

　・　屋外　　　　　　　・屋内（　　　　　　　　　　　　　　）

１）引渡しを要するもの１．発生材の処理

　　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２）引渡しを要するもの以外

　　　・構外搬出とし、搬出及びその処理費は（・　本工事　　・　別途）とする。

３）特別管理産業廃棄物

　　　・有（ＰＣＢ使用機器：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　ＰＣＢ使用機器は関係法令により適切に処理し、建物管理者に引渡す。

４）再利用又は再資源化を図るもの

　　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・現場説明書による。２．残土処理

　　　・埋戻し後の建設残土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

３．環境への配慮

・写真の信憑性を考慮し、原則として写真修正は認めない。ただし、監督職員の承諾を

　得た場合は、回転、パノラマ、全体の明るさの補正程度は認めることとする。

　また、監督職員は、必要に応じて電子データ及び使用電子機器等の資料の提出を

　求めることができるものとする。

写真の修正等

・　配管及び配線（モジュラジャックの取付を含む）

７

・　契約電力５００ｋｗ以上の電気工作物においても第一種電気工事士により施工を行う

・　下記の露出配管は塗装を行う

評価事業設備機材等評価名簿

（最新版）」による。

インターホン

Ｉ　一般事項

工事名称

工事場所

工事期間

建物概要

工事区分

自　平成　　　年　　月　　日　　至　　　年　　月　　日

（○印のついたものを適用する）

１．

２．

３．

４．

５．

２． 特記仕様

章 項　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

４個以下

５個以上
３．

複合防災盤

受信機１．

２．

消火栓ポンプ始動

Ⅱ　　　工事仕様

１． 共通仕様

本工事は、電気事業法・電気設備技術基準・内線規程及び建築基準法・消防法・関係法に基づく。

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築

　　ものとする。ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承

　　諾を受ける。

・　この工事に必要な工事用電力・水及び諸手続等の費用は、すべて請負者

　　の負担とする。

・　この工事の請負者は官公署その他への手続は速やかに行い、工事竣工と

　　同時に使えるように一切の手続を代行する。

　　但し、費用はすべて請負者の負担とする。

・　工事着手前に提出する図書は下記による。

　　設計図　　　製本　（　　　）部

　　（工事名称、工事期間、請負者名、電話番号を記入）

　　その他係員の指示するもの

・　完成図及び保守指導案内書の提出は下記による。

・　完成図面ＣＡＤデータの提出及びその様式は監督員の指示による。

　　電気的に接続すること。

・　ＣＤ管の使用は認めない。

・　屋外で金属製可とう電線管を使用する場合、ビニル被覆有とする。

・　外壁貫通の配管は薄鋼又は厚鋼電線管とする。

・　金属管を使用する場合、その必要に応じ、ボンディングを行い、

・　合成樹脂（カラープレートを含む。）

・　ステンレス又は、新金属とする。

電　　　灯

電気時計

テレビ共聴

拡　　声

動　　力

表示．電鈴

防　　災

自火報

電　　話

防　　犯

１．機材等

２．

３．諸手続

４．工事写真

５．提出図書等

６．完成図書

７．電線管の使用

８．

９．

・　スイッチ、コンセントで用途の判別し難いものは刻印する。

・　水平高低調整式

・　鉄筋コンクリート部で、補強を必要としない貫通孔、開口部の型枠スリーブは本工

　　事とする。なお、細部については監督員と打合せる。

・　壁、天井の仕上材、下地材の切込み及び、下地材の補強は（・本工事・建築工事）

　　とする。なお、細部については監督員と打合せる。

・　本工事

・　屋外に使用する鉄製材料（ビス、ナット類を除く）のメッキは亜鉛メッキを原則と

　　する。

・　圧着、圧縮あるいはねじ締付とする。

・　導体上に耐熱層を設ける。

　　厚　６０ｍｍ程度

・　強力亜鉛引　４．０ｍｍ×５．６ｍｍ、フェンス内はコンクリート・砂利敷共

・　高圧引込線が地中埋設で３０ｍ以上の場合の地絡Ｒｙは方向性とする。

・　不　要　　　　　　・　７５ＫＶＡ以上に取付

・　要　　　　　　　　・　不　要

・　本工事　　　　　　・　別　途

・　本工事　　　　　　・　別　途１．キュービクル基礎

２．配線ピット及び蓋

３．

４．変圧器移動車輪

５．保護継電器

６．キュービクル防護

フェンス

１．発電機基礎

２．冷却水槽

３．配線ピット及び蓋

４．キュービクル形

５．直流電源装置

・　本工事　　　　　　・　別　途

・　本工事　　　　　　・　別　途

・　本工事　　　　　　・　別　途

・　屋内形　　　　　　・　屋外形

・　組込形　　　　　　・　別置形

１．

２．

埋設管路の標識

マンホール

・ハンドホール

・　標識シート　　　　・　標識杭　　　　　　・　標識プレート

・　現場打　　　　　　・　ブロック式

・　過負荷単相運転防止用継電器を標準とする。

・　本工事　　　　　　・　別　途

・　本工事　　　　　　・　別　途

・　本工事　　　　　　・　別　途

・　本工事　　　　　　・　別　途

１．

２．

３．

４．

５．

６．

保護継電器

電極棒

フロートスイッチ

制御盤

警報盤

警報表示

・　フロアコンセントは格納式とし、係員の承諾をうけること。

・　分電盤の予備の配線用しゃ断器数に応じ、次のように予備配管を設ける。

　　　天井スラブの場合　・・・　ジョイントボックス取付

　　　二重天井の場合　・・・・　天井面まで仕上げ、ジョイントボックス取付。ただ

　　　　　　　　　　　　　　　　し、点検口がある場合は、係員の指示による。

　　　配　　　　　　管　・・・　予備の配線用しゃ断器

・　多心ケーブルの１心を接地線として使用する場合その心線は、緑色とする。３．配線

２．予備回路

１．配線器具

・　官公庁電気技術連絡協議会仕様器具を標準とする。

・　蛍光灯安定器の回路方式は下記による。

・　予備電源内蔵形　　　　・　予備電源別置形

・　予備電源内蔵形　　　　・　予備電源別置形

・　器具の取付けは、器具の重量及び取付け場所に応じた方法にて取り付ける。

　　こと。

２．蛍光灯器具

３．非常用照明装置

４．誘導灯装置

５．取付け

・　２０Ｗをこえるけい光灯器具は、原則としてつりボルト、インサートなどを使用の

・　２０Ｗ以下のけい光灯器具の取付けは、適当な取付金具を使用のこと。

１．電気時計

２．増幅器

３．マイクロホン

４．マイクロホン

スタンド

５．スピーカ

１．位置ボックス

２．ローテンション

３．アンテナ取付

２．

１．位置ボックス

ケーブル

４．アンテナ基礎

５．アンテナマスト

６．アンテナ材質

７．受信帯域

１．

２．ローテンション

１．避雷針の種類

２．引下げ導体

３．接地抵抗測定

１．防火戸，

防火シャッター　

１．工事範囲

２．

３．機　　器

１．

１）・誘導雷保護器２．

　　・屋外［・ＳＵＳ　　　・鋼板　　・その他（　　　　　　　　）］

・本工事　　　　・その他３．

１．

濃度測定

・本工事　　　　・別途

２．

・屋内で使用する材料の選定に当たっては、揮発性有機化合物の放散による健康への

　により、環境負荷を低減できる材料を選択するように努めること。

　影響に配慮する。

・　回線モニタ類　　　　個

・　時刻規正機構

・　卓上形　　　　・　キャビネットラック式　　　・デスク形

・　入出力回略

・　付加機能　　リモコン、コールサイン、モニタ

・　組込みラジオ受信部　　　　　　　ＡＭ，ＦＭ

・　組込テープレコーダー　　　　　　カセット式

・　イコライザー

・　ダイナミック形　　　　　　・　コンデンサ形

・　単一指向性　　　　　　　　・　無指向性

・　性能　　　　　　　級

・　重量　　約　　　　ｇ

・　床上形　　　　　　・　卓上形（　固定　．　高さ調整）

・　キャビネットスピーカ

・　体育館スピーカ

・　ホーンスピーカ

・　ボタン電話用は大形四角深形ボックスとする。

・　特殊形（ケーブル引出用）

・　低損失同軸ケーブル

・　壁支持形（１３φボルト２箇所以上）　　・　自立型（標準形）

・　本工事　　　　　・　別途

・　長さ　２．５ｍ　　　・　亜鉛メッキ鋼管

・　ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

・　アルミニウム　　・　ステンレス（ＳＵＳ３０４）　　・　ＢＬ規格

・　ノズルプレートを取付ける。

・　特殊形（ケーブル引出用）

・　突針　　　　・　むね上導体　　　　・　工作物使用

・　鉄骨又は鉄筋による簡略　　　　　　・　銅より線

・　矩体地中梁着工までに大地抵抗を測定し報告すること。

・　自立型　　　　　・　壁掛型　　　　　・　複合盤

・　副受信機　　　　　回線

・　自立型　　　　　・　壁掛型　

・　自火報表示　　　　窓　　　　　　　・　防排煙表示　　　　窓

・　警報諸表示　　　　窓

・　非常放送（コールサイン付）　　　　・　親時計

・　発信機と連動し表示灯フリッカ式　　・　手動押釦方式

・　煙感知器及び配線接続を本工事とする。

・　表示は自動火災報知設備に含む。

・　個別動作方式

・　配管のみ本工事　　　　　　　　・　機器取付まで本工事

・　電源工事（ＡＣ１００Ｖ），接地工事は本工事とする。

・　ノズルプレート

・　電源電圧（ＡＣ１００Ｖ）　　　　　　・　予備電源内蔵型

・　警戒線直列式

１

１

３

４

５

６

８

９

・　ＡＣ２４Ｖ　　　　　　　・　無電圧

（２５）×２

（２５）×３以上

・　水晶式　　　　　・　壁掛け　　　　　・　埋込

・　精度　　級　　　・　チャイム　　　　・　時報子時計

・　電源装置　　　　　　整流電源式　　　　　蓄電池式

・　重量　　　　４００ｇ　．　　　７５０ｇ　．　　　３，０００ｇ

・　ＵＨＦ　　全体域用２０素子以上　　デジタル対応

・　ＶＨＦ　　全帯域用１２素子以上

・　端子板は、Ｂ型端子板付とする。

・　屋外ステンレス（ＳＵＳ３０４）　屋内（ボンデ鋼板）

・　この工事の施工従事者は、関係法令で定める有資格者とし、資格の写しを提出し承

　　諾をうけること。

　　ものとする。

　　　Ａ３サイズ縮小フィルム含む

　　　上記マイクロフィルム青焼製本２部

　　　完成図及びマイクロフィルム（内容については別途指示する）

　　　製作図、試験成績表、測定表及び保守指導案内書２部を提出する。

・　刻印の○の径は１０ｍｍ，文字は黒色とし下記による。

・　屋外に使用するビス、ナット類は全てＳＵＳ３０４とする。

・　焼付塗装（マンセル値　２．５Ｙ　９／１）を原則とする。

・　下表による。

　　　　　　　　　　　　　１６Ｗ，２４Ｗ，３２Ｗ，４２Ｗ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＰＮ

　　　ＪＩＳＣ５５０２（　Ａ１　．　Ａ２　．　Ｂ　．　Ｃ　）

　　　マイク重量以上

　　　性能　　　　　　　　　　級

　　　定格入力　　　　　　　　Ｗ

　　　低音用　　　２０ｃｍコーンスピーカ　　　　　　個

　　　高音用　　　ホーンスピーカ　　　　　　　１個

　　　防球カバー

　　　スタット

　　　スタット

２）・結晶系シリコン　　　・アモルファスシリコン　　　・その他（　　　　　）

３）・バイパスダイオード　・その他（　　　　　）

１）・系統連係形　　　　　・その他（　　　　　）

２）・屋内［・鋼板　　　・その他（　　　　　　　　）］

・　屋内の場合、特記がなければＦ☆☆☆☆とする。　　　・　その他

ＬＡＮ設備

受変電設備

幹線設備

動力設備

電話設備

自家発電設備

照明器具及取付

電気時計・拡声設備

テレビ共同受信設備

自動火災報知設備

防犯設備

雷保護設備

自動閉鎖設備

太陽光発電設備

塗装工事

インターホン設備

工事種目

電灯及びコンセント設備

電気工事 管工事 空調工事 建築工事 その他

接　地　種　別

・　接地極埋設標は、刻印とする。

ＥＢ（アースブロック）

工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成１９年度）、公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）

（平成１９年版）による。

・　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「工事写真の撮り方（改訂第２版）

建築設備編」による。

・　ＣＤ／ＭＤプレーヤ

　　　パネル　　　サランネット　　・　パンチング

　　　壁掛形　　　　　　３　　Ｗ　　　　１　　Ｗ結線

　　　天井埋込形　　　　３　　Ｗ　　　　１　　Ｗ結線

　　　両面吊下形　　　　６　　Ｗ　　　　２　　Ｗ結線

　　　定格入力　　　　２０　　Ｗ

・　大形四角深形ボックスとする。

・　メインＨＵＢ、端末用ＨＵＢ及びＨＵＢ収納箱　・　端末用ＨＵＢのみ

「建築材料・設備機材等品質性能

・　原則として、屋外露出配管は厚鋼電線管・ＨＩＶＥ管・ＰＥ管のいずれかとする。

Ｄ＝１４　又　Ｗ＝４０　Ｌ＝１，５００

＝２２ｍ×３００

接地線太さ３０ｍｍ以上は２本使用

工　　　　　　事　　　　　　区　　　　　　分

動
　
力
　
設
　
備

電
灯
及
び
コ
ン
セ
ン
ト
設
備

照
　
明
　
器
　
具
　
及
　
び
　
取
　
付

電
気
時
計
・
拡
声
設
備

電
話
設
備

テ
レ
ビ
共
同
受
信
設
備

イ
ン
ター

ホ
ン
設
備

雷
保
護
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

自
動
閉
鎖
設
備

Ｌ
Ａ
Ｎ
設
備

防
犯
設
備

太
陽
光
発
電
設
備

塗
装
工
事

そ
の
他

・　ハンドホール内ではケーブル・呼び線に用途名称札をつけ、その名称札は刻印とする。

　　　　　　　　　　　　　上記以外のもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＰＨ

　　　　　　　　　　　　　　　上記以外のもの　　　　　　　　　　　　　　　　ＧＨ

・　Ｈｆ直管形蛍光ランプ・・・露出型器具等でグレアを考慮する場所に設置する器具　　ＰＮ

　　　　　　　　　　　　　センサ等と組み合わせて連続調光を行う器具　　　　　ＰＸ

・　コンパクト形蛍光ランプ・・・１８Ｗ，２７Ｗ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＥＬ

・　環状のランプ（家庭用照明器具を除く）　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＧＨ

・　直管形蛍光ランプ（２０形）・・・防雨・防湿形，電池内蔵非常用　　　　　　ＧＬ

第　　　　　Ａ　　　　　種

第Ｂ種　　　　　Ｃ種　　　　　Ｄ種

接　　　　　　　　　　　　　　　地

及びアレイ

太陽電池モジュール

・国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）に定めるところ

工事用電力・水・その他

・　鉄を基材とするビス、ナット類は、クロームメッキ、または亜鉛メッキを原則とする。

・　長さ１ｍ以上の空配管には、１．６ｍｍビニル被覆鉄線を入線し用途名称札をつける。

１０．

１２．

１１．

１３．

１４．

１５．

１６．

１７．

１８．

１９．

その他の刻印

フロアボックスカバー

他工事との取合い

インサート

メッキ等の種類

呼び線

端子盤プルボックス

その他の盤

耐熱電線の接続

接地極

施工従事者

１０

１６

１１

１２

１３

１４

１５

１７

１９

１８

・　本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、同等の

一
　
　
般
　
　
共
　
　
通
　
　
事
　
　
項

自
家
発
電
設
備

一
　
　
般
　
　
共
　
　
通
　
　
事
　
　
項

幹
線
設
備

・　定格出力　　　　　Ｗ　　　　　・性能　　　　級

・　出力制御スイッチ　　　　　回路

・　　Ｐ型　　級　　　回線　　　　消火栓系統　　　　系統

受
　
変
　
電
　
設
　
備

２

令和５年度　小崎地区集会場新築

宮崎県東臼杵郡椎葉村小崎

木造１階建て

電気設備工事特記仕様書

Ｅ
01

・　ＵＴＰケーフ゛ルはカテコ゛リ５Ｅかそれ以上のものを使用すること。

A2： No Scal e



浄化槽ﾌﾞﾛﾜ
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記
　

　
事

測量

縮尺

承　 認 担　 当 製　 図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　 大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５ 号　 代表者　 尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７ 番地 Ｔ Ｅ Ｌ ０ ９ ８ ２ （ ５ ６ ） ５ ５ ３ ０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　 第A-６ ６ ０ ２ 号
工事設計図令和５ 年度　 小崎地区集会場新築

A2： 1/200 02

3

32

2

九電柱へ

かてーりﾈｯﾄ

引込柱(CP-10-19-35)

引込開閉器盤

Ｅ

電気設備　 配置図

支線(38sq)

記号

EM-CET 38sqx1 EC54-HIVE54-F63WP

配線仕様 配管仕様

EM-CET 14sqx1

自

EC36-HIVE36-F38WP1

(EC36-HIVE36-F38WP)x2

2

EM-CET 38sqx1

EM-CET 14sqx13

HIVE54-FEP65

(HIVE36-FEP50)x2

引込開閉器盤(1φ電源)

引込開閉器盤(3φ電源)

至(負荷名)

T-1(かてーりﾈｯﾄ)

引込柱

引込開閉器盤

EC28-HIVE28-FEP30

H.H

地中埋設配管

ED
1

5.5sq

HIVE36-FEP30

ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ(H2-6 R8K-60:900x900x600

機器収納箱(T-1)

L-1(1φ電源)

P-1(3φ電源)

予備

予備

体育館

前面道路

配　 置　 図　 　 S＝ 1/200

N

隣 地 境 界 線

隣 地 境 界 線

道路中心線

隣
地

境
界

線

調理室

多目的ホール

ラウンジ屋外デッキ

ラウンジ

予備室

多目的ホール屋外デッキ

備品庫

隣 地 境 界 線

隣 地 境 界 線

土間1

土間2

女ト イレ男ト イレ

共用ト イレ

収納

脱衣室

ポーチ

勝手口ポーチ

勝手口ポーチ

ア ス フ ァ ル ト 舗 装

最 終 排 水 桝

砂 利 敷

新 設 浄 化 槽

軒 先 を 示 す

PCメ ッ シ ュ フ ェ ン ス H900

犬 走 り

4 , 2957 , 025 2 , 530 2 , 5305 , 4605 , 460

7
,
2
8
0

2
,
1
0
0

3
,
0
0
0

1
,
8
0
0

1
4
,
1
8
0

9
,
4
0
0

6
,
2
8
0

6
,
4
7
0

6
,
2
8
0

5
,
6
4
7

4
,
9
0
5

2 , 730

3
,
0
0
0

4 , 340

7
0
0

7 00

900900

12 , 350
31 , 830

スロープ（1/12勾配）

2 ED E D(ELB)

14sq 14sq

H.H

3

多目的トイレ シャワー

事務室

動力分電盤(P-1)

電灯分電盤(L-1)



制御
回路

電
流
計

コ
ン
デ

ン
サー

イ
ン

ー

ロ
ッ
ク

動力２次側

配管配線サイズタ

監視盤

操作状態故障発停主回路３Ｐ･ＡＦ/ＡＴMBELCBMCCB

遮断器負荷容量

（ｋＷ）

銘盤記号

引込開閉器盤
(屋外壁掛型)

備　考
負荷記号

Ｎｏ 設備Ｎｏ
負荷名称主遮断器

WHM

WHM

210V／105V

1φ3W

3φ3W 210V MCB3P

MCB3P

A

B

主遮断器 負荷名称
負荷記号

Ｎｏ 設備Ｎｏ 制御
回路

電
流
計

コ
ン
デ

ン
サー

イ
ン

ー

ロ
ッ
ク

動力２次側

配管配線サイズタ

監視盤

操作状態故障発停主回路３Ｐ･ＡＦ/ＡＴMBELCBMCCB

遮断器負荷容量

（ｋＷ）

銘盤記号
備　考幹線番号

電灯・動力分電盤
(屋内自立型)

1○

1○

ＬＰ－１

ｽﾍﾟｰｽ

ｽﾍﾟｰｽ

ｽﾍﾟｰｽ

3φ3W 210V

ａ ｂ －△始動操作回路３ 押釦操作回路（手元・遠方）

表代

１

結 線 図

２

Ａ Ａ

５２
５２

ＯＮ

ＯＦＦ

Ｒ

Ｓ

Ｇ２ ６

６　 ４２

２　 ２　

Ｒ

Ｓ

52 Ｒ 42

手動 停止 遠方

ＯＦＦ ＯＦＦ

ＯＮ ＯＮ５２

５２ ５２
Ｘ

Ｒ

ED        　接地端子付
ED ELB    　接地端子付

TOTAL

盤名称，電源種別

幹線記号，主幹開閉器
分　岐

電灯・動力分電盤
(屋内自立型)

分岐開閉器 容量
回路ＮＯ 名　称

２Ｐ・ＡＦ／ＡＴ２００１００ＭＣＢＥＬＢ （ＶＡ）

電圧（Ｖ）

ＬＰ－１

／105V
210V
1φ3W

100/75A

○

○

○

○

○

○

○

101

102

103

104

105

照明

○

小計

誘

火

○

○

誘導灯

自火報受信機

小計

201

○

○

202 予備

予備

301

303

304

306

305

307

308

○

○

○

○

○

○

○

○302

○

○

○

○

309

310

311

312

○

○

313

314

ｺﾝｾﾝﾄ

○

○

315

316

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

ｺﾝｾﾝﾄ

予備

小計

ED        接地端子付
ED ELB    接地端子付 合計

○ 予備

○ 予備

317

318

ｺﾝｾﾝﾄ

 50/ 20 EM-CE 3.5sq-4C

EM-CET38sq EM-CET38sq

－－－

記
　

　
事

測量

縮尺

承　 認 担　 当 製　 図 図面№工事件名

一級建築士　 大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５ 号　 代表者　 尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７ 番地 Ｔ Ｅ Ｌ ０ ９ ８ ２ （ ５ ６ ） ５ ５ ３ ０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　 第A-６ ６ ０ ２ 号
工事設計図令和５ 年度　 小崎地区集会場新築

ACR-1

ACR-2

多目的ﾎｰﾙｴｱｺﾝ

ﾗｳﾝｹﾞｴｱｺﾝ

   3.90

   1.42

EM-CE 5.5sq-4C 50/ 30

Ｅ
03盤 結 線 図

図面内容

A2： No Scal e

外灯

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

50／20

106 予備

照明

照明

予備

予備

ELB3P

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ELB3P

50/50
EM-CET14sq

100/75A

100/60A

Ｐ－１

Ｌ－１

EM-CET14sq

A

ｽﾍﾟｰｽ

 5.32
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記
　

　
事

測量

縮尺

承　 認 担　 当 製　 図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　 大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５ 号　 代表者　 尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７ 番地 Ｔ Ｅ Ｌ ０ ９ ８ ２ （ ５ ６ ） ５ ５ ３ ０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　 第A-６ ６ ０ ２ 号
工事設計図

A2： 1/70

令和５ 年度　 小崎地区集会場新築

かて～りネット配線仕様

(ONU電源部)
PSU

ONU
(光変換器)

かて～りﾈｯﾄ(村営) NTT

告知端末

C

PC TEL

EBT

UTP

UTP

別途工事

本工事

(
P
F
2
2
)

光
(配管は本工事)

※2 ※3

※2.ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの利用には別途契約が必要。

R

S5C

STB
(多ﾁｬﾝﾈﾙﾁｭｰﾅｰ)

TV

※1

※1.地ﾃﾞｼﾞ対応ﾃﾚﾋﾞであればSTBを接続しなくても地上ﾃﾞｼﾞﾀﾙ放送を視聴可能。

※3.村内間の通話は無料。村外の通話は別途契約かNTT回線引込が必要。

R

S5C

T-1へ

注記

3.5sq

8sq EM-CE5.5sq-4C（E：1C）(PF28)

（1）特記なき配管配線は下記による。

空調ﾘﾓｺﾝ用空配管（2SSB+PF22）

動力設備

EM-CE3.5sq-4C（E：1C）(PE22)

記 号 名 称･仕 様

R
TV

TV

C
LAN

TEL 電話用ﾓｼﾞｭﾗｰ6極4芯1個用

LAN用ﾓｼﾞｭﾗｰ

TV用ﾓｼﾞｭﾗｰ　端末用

凡 例

Ｅ
04動力・ 弱電設備図

EBT

UTP

S5C
EM-S-5C-FB

電話設備

LAN設備

TV設備

P.B 200x200x150 SUS WP

EM-EBT0.4-2Px1

EM-UTP-4P

土間配管配線(PF22)

X3 X4 X5

Y
5

Y
6

Y
7

X7 X8 X10X1 X6 X9

Y
8

X2

Y
2

Y
3

Y
1

Y
4

Y
1

Y
1
'

Y
2
'

Y
3
'

男ト イレ

予備室

女ト イレ

事務室

ラウンジ

ポーチ

備品庫

土間２

土間１

ラウンジ屋外デッ キ

多目的ホール屋外デッ キ

多目的ト イレ

収納

シャワー室

共用ト イレ

脱衣室

多目的ホール

900

600150

2,730

1,8203,640

2,730

7
,
2
8
0

3
,
00
0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
00
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

3
,
6
4
0

1
,
0
0
0

2
0
0

1
,
8
0
0

9
0
0

1,820 9101,8202,150 1,490

2,7302,730

7, 280 4,550

2,730

9
1
0

2
,
7
3
0

1
,
8
2
0

1
0
,
2
8
0

1
,
2
0
0

1
,
8
2
0

8
,
4
6
0

5
,
4
6
0

3
,
0
0
0

6
0
0

1
,
5
0
0

9
0
0

1
,
2
0
0

2
,
1
0
0

ACR-1
5.5sq

A

(F30WP)

ACR-2

B

3.5sq

(F24WP)

P-1

L-1

ONU

UTPT-1

TEL

告
知
端
末

LAN
C

UTP

EBT

AC100V

調理室

1.42kW

3.90kW
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承　 認 担　 当 製　 図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　 大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５ 号　 代表者　 尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７ 番地 Ｔ Ｅ Ｌ ０ ９ ８ ２ （ ５ ６ ） ５ ５ ３ ０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　 第A-６ ６ ０ ２ 号
工事設計図令和５ 年度　 小崎地区集会場新築

ＬＳＳ１ＭＰ／ＲＰ－４－６４ＬＥ９ ＬＳＳ１ＭＰ／ＲＰ－４－４６ＬＥ９ ＬＳＳ１－４－３０ＬＥ９ ＬＳＳ１－４－６５ＬＥ９

ｉＤシリーズ直付型４０形　ｉスタイル　防湿型・防雨型 ｉＤシリーズ直付型４０形　ｉスタイル　防湿型・防雨型 ｉＤシリーズ直付型４０形　ｉスタイル ｉＤシリーズ直付型４０形　ｉスタイル ＬＥＤダウンシーリング　１００形電球１灯器具相当 ＬＥＤブラケット　１００形電球１灯器具相当

ブラケット　４０形直管蛍光灯１灯器具相当

ＬＥＤ非常灯専用型リモコン自己点検機能付

器具取付高さ 2.4m 2.6m 3.0m 4.0m 5.0m 6.0m

四角配置

直線配置

5.4 5.9 6.3 6.9 7.9 8.7 6.4

11.3 12.7 13.5 15.2 18.6 21.0 22.8

8.5 9.6 10.2 11.6 14.6 17.2 19.4

保守率：０．９２ Ｋ０１４３７７５

単体配置 Ａ１

Ａ２

Ａ４

Ｋ１４－ＬＳＳ１１－３

ＬＥＤブラケット　１００形ダイクール電球１灯器具相当

非１

Ｅ Ｆ

ＤＣ１００Ｂ６９Ｂ２５Ａ５２Ａ６９

消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：ステンレス（高反射白色粉体塗装）
防湿型・防雨型ライトバー：ポリカーボネート（乳白）＋アクリルコーティング
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
ＩＰ２３防湿型、昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

一般タイプ、５２００ｌｍタイプ
消費電力３２．５Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：ステンレス（高反射白色粉体塗装）
防湿型・防雨型ライトバー：ポリカーボネート（乳白）＋アクリルコーティング
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
ＩＰ２３防湿型、昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵

一般タイプ、６９００ｌｍタイプ

温白色（３５００Ｋ）、高演色Ｒａ９５
器具光束６００ｌｍ、消費電力９．７Ｗ、電圧１００Ｖ
壁直付型、防雨型
美ルック、集光タイプ
カバー：ポリカーボネート（透明）、アルミダイカスト（オフブラック）
首振範囲上下３０度、左右各１５度

ＬＥＤ内蔵、非常時・非常灯用ＬＥＤ点灯／常時消灯

レンズ：ガラス、カバー：鋼板（クールホワイトつや消し仕上）
電圧：１００～２４２Ｖ、蓄電池：ニッケル水素電池
点検スイッチ付、自己点検スイッチ付
充電モニタ（緑）付、リモコン：ＦＳＫ９０９１０Ｋ（別売）

非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００６

温白色（３５００Ｋ）、高演色Ｒａ９３
器具光束１９９０ｌｍ、消費電力２３Ｗ、電圧１００Ｖ
拡散タイプ、美ルック、電源ユニット内蔵
位相制御式（２線式）
（ブラック）
光源寿命４００００時間（光束維持率７０％）
Ｌ１２００タイプ

一般タイプ、３２００ｌｍタイプ
消費電力２０．６Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３

一般タイプ、６９００ｌｍタイプ
消費電力４３．１Ｗ、定格出力型、電圧１００～２４２Ｖ
本体：鋼板（白色粉体塗装）
ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
光源寿命４００００時間（光束維持率８５％）
昼白色（５０００Ｋ）、Ｒａ８３
電源装置はライトバー側に内蔵電源装置はライトバー側に内蔵

ＬＥＤ庭園灯　４０形電球１灯器具相当Ｇ２

電球色（２７００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束１５０ｌｍ、消費電力６Ｗ、電圧１００Ｖ
防雨型、ポール：アルミ（オフブラック）
側面パネル：（半透明）
アルミダイカスト（オフブラック）
下方配光タイプ
幅φ１０６・地上高８００

温白色（３５００Ｋ）、Ｒａ８３
器具光束６３０ｌｍ、消費電力８．４Ｗ、電圧１００Ｖ
天井直付型、拡散タイプ
プラスチック（オフブラック）
位相制御式（２線式）

ＬＥＤフラットランプφ７０　クラス７００　１灯（口金ＧＸ５３－１）
昼白色（５０００Ｋ）、高演色Ｒａ９０
器具光束６８５ｌｍ、消費電力７．９Ｗ、電圧１００Ｖ
拡散タイプ
（ブラック）
Ｗ＝１１０　Ｈ＝５０　出しろ１００

パナソニック　ダウンシーリングＸＬＧＢ３３５１ＣＢ１　相当品

パナソニック　ＬＥＤガーデンライトＸＬＧＥ７０１２ＬＥ１　相当品パナソニック　ＬＧＷ８０６３４ＬＥ１　相当品パナソニック　ＬＧＢ８１８７８ＬＢ１　相当品

注）水平に取付の事

直付中天井用（～６ｍ）、３０分間タイプ
ＬＥＤ内蔵、非常時・非常灯用ＬＥＤ点灯／常時消灯
非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００７
レンズ：ガラス、パネル：ガラス（透明）

自己点検スイッチ付、充電モニタ（緑）付、リモコン：ＦＳＫ９０９１０Ｋ（別売）
電圧：１００～２４２Ｖ、蓄電池：ニッケル水素電池、点検スイッチ付
カバー：アルミ（ホワイトつや消し仕上）

直付低天井用（～３ｍ）、３０分間タイプ 直付中天井用（～８ｍ）、３０分間タイプ
ＬＥＤ内蔵、非常時・非常灯用ＬＥＤ点灯／常時消灯
非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－００８
レンズ：ガラス、パネル：ガラス（透明）
カバー：アルミ（ホワイトつや消し仕上）
電圧：１００～２４２Ｖ、蓄電池：ニッケル水素電池、点検スイッチ付
自己点検スイッチ付、充電モニタ（緑）付、リモコン：ＦＳＫ９０９１０Ｋ（別売）

ＬＥＤ　Ｂ級・ＢＬ形　避難口誘導灯片面型誘１

ＳＨ１－ＦＢＦ２０－ＢＬ６０ＬＥ１

ＬＥＤ誘導灯コンパクトスクエア
Ｂ級・ＢＬ形　片面型
壁・天井直付型
長時間定格型（６０分間）
ニッケル水素蓄電池
リモコン自己点検機能付
型式認定番号：１ＡＭ１１１－３６２１

ＬＥＤ非常灯専用型リモコン自己点検機能付 ＬＥＤ非常灯専用型リモコン自己点検機能付非２ 非３

2.1m 2.1m 2.4m 2.6m 3.0m 4.0m

4.2 4.5 4.6 4.7 3.7

9.4 10.3 10.9 11.9 12.8

7.5 8.2 8.7 9.7 11.7

器具取付高さ 4.0m 5.0m 6.0m 8.0m

四角配置

直線配置

単体配置 7.3 7.1 6.6 6.1 5.1

17.3 19.3 20.4 20.1 18.9

14.4 16.4 17.9 19.4 18.9

保守率：０．９２ 保守率：０．９２Ｋ０１４８５９７ Ｋ０１４８５９８

器具取付高さ

単体配置

直線配置

四角配置

Ａ１

Ａ２

Ａ４

Ａ１

Ａ２

Ａ４

7.0m

Ｋ１－ＬＳＳ１４ＭＰ－２ Ｋ１－ＬＳＳ１４ＭＰ－３

Ｅ
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パナソニック　ブラケットＸＬＧＢ８２８４５ＣＥ１　相当品
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2,730

9
1
0

2
,
7
3
0

1
,
8
2
0

1
0
,
2
8
0

1
,
2
0
0

1
,
8
2
0

8
,
4
6
0

5
,
4
6
0

3
,
0
0
0

6
0
0

1
,
5
0
0

9
0
0

1
,
2
0
0

2
,
1
0
0

X3 X4 X5

Y
5

Y
6

Y
7

X7 X8 X10X1 X6 X9

Y
8

X2

Y
2

Y
3

Y
1

Y
4

Y
1

Y
1
'

Y
2
'

Y
3
'

凡例

（1）特記なき配管器具は下記による。

埋込スイッチ　１Ｐ１５Ａｘ１　樹脂Ｐ

埋込コンセント　２Ｐ１５Ａｘ１　樹脂Ｐ（換気扇用）

（2）照明器具Ｄは水平に取付る事。

（3）壁内配線は電線管(PF22)保護とする。

自動点滅器（３Ａ）

EM-EEF1.6-2C

EM-EEF1.6-3C

注記

（1）特記なき配管配線は下記による。

EM-EEF1.6-2Cx2

EM-EEF1.6-3C(1C:E)

EM-EEF1.6-3C+2C

EM-EEF1.6-3Cx2

EM-EEF1.6-2Cx2(1C:E)

EM-EEF1.6-2C+3C(1C:E)

EM-EEF2.0-2C

EM-EEF2.0-3C1C:E)

木造部分にサドル止め

ﾚｰｽｳｪｲ(60x30)内配線

地中埋設配管(PF22)

ｼﾞｮｲﾝﾄﾎﾞｯｸｽ　大

天井内ころがし配線

C100x9

A69x6 (約550Lx)

G2

G2 G2 G2

G2

(約200Lx)

非1非1

B69x15

(約400Lx)
非3

H=4,000

非2
H=2,700

H=2,700
非2

H=4,000
H=4,000

C100

(約500Lx)

F

F

B25

A52x10

F

C100E

B69B69

E

E

非1
H=2,700

D D D

F F

F

F D

E

E
E E

L-1

L

L

A

L

L

L

L

L L
3

3

L

LLL
ｲ ﾛﾊ

ｲ ｲ
ﾛ ﾊ

A

ﾆ ﾎ

ﾆ

ﾎ

ﾆﾆ

ﾎﾎ

誘1

誘1

誘1

101

104

105

401

誘

103

誘

B25x12
(約350Lx)

H=2,700
非1
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記
　

　
事

測量

縮尺

承　 認 担　 当 製　 図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　 大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５ 号　 代表者　 尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７ 番地 Ｔ Ｅ Ｌ ０ ９ ８ ２ （ ５ ６ ） ５ ５ ３ ０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　 第A-６ ６ ０ ２ 号
工事設計図

A2： 1/70

令和５ 年度　 小崎地区集会場新築
Ｅ

06電灯設備図



調理室

女ト イレ

ポーチ

土間２

土間１

ラウンジ屋外デッ キ

多目的ホール屋外デッ キ

収納

多目的ホール

備品庫

男トイレ
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2,730 2,730 1,565 1,165 1,365 1,365 1,165 1,565 2,730

7, 025 2, 530 2, 530 4, 295

900

600 150

900

600150

2,730

30,030

1,8203,640

2,730

1,820 9101,8202,150 1,490

2,7302,730

18, 2007, 280 4,550

2,730

Y
5

Y
6

Y
7

Y
8

Y
2

Y
3

Y
1

Y
4

Y
1

Y
1
'

Y
2
'

Y
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'

X3 X4 X5 X7 X8 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18X1 X6 X9 X19X2

L-1

2 2

2EET

2E

2E

484W

910W

2EETWP

ｶﾞｽ給湯器用

2EET

2

2

2

2E

2E

2EET

2E 2E

1.0kW 1.4kW
1.0kW 20A

2EET

2

2

2EET

2EET

2

浄化槽ﾌﾞﾛﾜ用
2EETWP

2EET

ET

2 2

2EETWP
ｶﾞｽ給湯器用

2

2EET2EET

注記

（1）特記なき配管配線は下記による。

EM-EEF2.0-2C

EM-EEF2.0-3C(E:1C)

土間配管配線(PF22)

凡例

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax2 E付

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax2

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax2 E,ET付

防水ｺﾝｾﾝﾄ 2P15Ax2 EET付

埋込ｺﾝｾﾝﾄ 2P20Ax1 ET付

2E

2

2EET

2EETWP

ET20A

302

304

307

309

312

313

314

305

303

310

311

308

306

301

305

－－－

記
　

　
事

測量

縮尺

承　 認 担　 当 製　 図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　 大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５ 号　 代表者　 尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７ 番地 Ｔ Ｅ Ｌ ０ ９ ８ ２ （ ５ ６ ） ５ ５ ３ ０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　 第A-６ ６ ０ ２ 号
工事設計図

A2： 1/70

令和５ 年度　 小崎地区集会場新築
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記
　

　
事

測量

縮尺

承　 認 担　 当 製　 図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　 大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５ 号　 代表者　 尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７ 番地 Ｔ Ｅ Ｌ ０ ９ ８ ２ （ ５ ６ ） ５ ５ ３ ０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　 第A-６ ６ ０ ２ 号
工事設計図令和５ 年度　 小崎地区集会場新築

Ｅ

A2： No Scal e

凡　例

名 称 記 事

特　記

火　災　受　信　盤

合　計

予　備

自火報

　１）火災受信盤の表示内訳は下記の通り。記　　号

光電式スポット型感知器 ２種

ＤＣ２４Ｖ　８ｍＡ地　区　音　響　装　置

表　示　灯 ＬＥＤ　２４Ｖ

発　信　機 Ｐ型１級

機　器　収　容　箱 収容埋込型

Ｐ型２級

　３Ｌ

ＥＭ-ＡＥ　１．２－　２Ｃ

ＥＭ-ＡＥ　１．２－　４Ｃ

　２）特記なき配管配線は下記の通りとする。

木造部分にサドル止め

３回線　　　　　　壁掛型

幹　　線　　系　　統　　図

１ＦAC100V

１

自動火災報知設備　 凡例・ 系統図 08

２

ＡＥ-ＨＰ１.２－５Ｐ

定温式スポット型感知器 １種　７０℃　防水型

差動式スポット型感知器 ２種

差動式スポット型感知器

W

２種　防水型

Ω 終端器

ＡＢＣ１０型粉末消火器 スタンド設置型Ａ

警　戒　区　域　番　号

光電式スポット型感知器 ２種　天井裏取付

警　戒　区　域　番　号 天井裏

２Ｌ

１Ｌ
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測量
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承　 認 担　 当 製　 図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　 大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５ 号　 代表者　 尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７ 番地 Ｔ Ｅ Ｌ ０ ９ ８ ２ （ ５ ６ ） ５ ５ ３ ０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　 第A-６ ６ ０ ２ 号
工事設計図

A2： 1/70

令和５ 年度　 小崎地区集会場新築
Ｅ

W W

W W

A

A

Ω

09自動火災報知設備図
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男トイレ

共用トイレ

ラウンジ

収納 A

EM-HP1.2-5P

脱衣室

シャワー室

事務室

備品庫

予備室

X3 X4 X5 X7 X8 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18X1 X6 X9 X19X2

2,730 2,730 1,565 1,165 1,365 1,365 1,165 1,565 2,730

7, 025 2, 530 2, 530 4, 295

900

600 150

900

600150

2,730

30,030

1,8203,640

2,730

1,820 9101,8202,150 1,490

2,7302,730

18, 2007, 280 4,550

2,730

W

Ω
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記
　
　
事

測量

縮尺

承　 認 担　 当 製　 図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　 大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５ 号　 代表者　 尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７ 番地 Ｔ Ｅ Ｌ ０ ９ ８ ２ （ ５ ６ ） ５ ５ ３ ０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　 第A-６ ６ ０ ２ 号
工事設計図令和５ 年度　 小崎地区集会場新築

Ｍ

01機械設備工事特記仕様書A2： NO SCALE

温水洗浄便座

温風乾燥機能（　・ 有　　・ 無　）　　　　　　 脱臭機能　（　・ 有　　　・ 無　）

加熱方式　　（　・ 貯湯式　　 ・ 瞬間式　）　　給水方式　（　・ 給水管直結　　・ ポンプ加圧給水　）6

Ⅰ 工事概要

1

2

3

構 造 階 数
延面積 消防法施行令

別表第１区分
備 考

工　　事　　種　　別

1

2

3

4

5

4

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

工事項目 ○印をしたもの

建物種別及び屋外

工事項目

空気調和設備

換気設備

排煙設備

自動制御設備

衛生器具設備

給水設備

排水設備

給湯設備

消火設備

ガス設備

厨房設備

浄化槽設備

撤去工事

建物概要

空気調和方式

主要熱源機器

換気設備

排煙設備

自動制御設備

給水設備

排水設備

消火設備

ガス設備

・ ＦＣＵ方式

・ ダクト方式　（ ・ 中央　　　・ 各階ユニット　） ・ ＦＣＵ方式

・ ＦＣＵ＋ダクト併用方式

・ パッケージ方式 ・ パッケージ方式＋空調換気扇

・ 直だき吸収冷温水機

・ 空気熱源ヒートポンプユニット

・ 小型吸収冷温水機ユニット

・ パッケージ型空気調和機

機械換気　（ ・ 有　　　　・ 無　）　　　　　　　・ 全熱交換型換気扇

機械排煙　（ ・ 有　　　　・ 無　）　　　　　　　法規　（ ・ 建築基準法　　・ 消防法　）

・ 電気式　　　　・ 電子式　　　　・ デジタル式

・ 水道直結方式　　　　　　　　　 ・ 高置タンク方式　（ ・ 上水　・ 井水　・ 中水　）

・ ポンプ直送方式　（ ・ 上水　・ 井水　・ 中水　）

建物内の汚水と雑排水　（ ・ 分流　　・ 合流　）

ポンプ排水　　（ ・ 有　　　（ ・ 湧水　・ 雨水　・ 雑排水　・ 汚水　）　　・ 無　）

汚水放流先　　（ ・ 公共下水道　　　　　・ し尿浄化槽　）

雑排水放流先　（ ・ 公共下水道　　　　　・ し尿浄化槽　）

・ 屋内消火栓　　・ 屋外消火栓　　　　　・ スプリンクラー

・ 連結送水　　　・ 連結散水　　　　　　・ 泡消火

・　　　　　　　　　 　・ 不活性ガス消火(　　　　)　　　・ フード等用簡易自動消火

・ 液化石油ガス

・ 都市ガス

5

Ⅱ 工事仕様
1 共通仕様

(2) 電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。なお、電気設備工事の

　　工事仕様書は(　／　)図、建築工事の仕様は(　／　)図による。

2 特記仕様

(1) 章は、●印の付いたもの、項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

(2) 特記事項は、「・」に○印の付いたものを適用する

(3) 形状寸法の単位は、特記した場合を除きミリメートルとする

特　 記　 事　 項項　　目章

　・ 防災設備　　　・ 監視制御装置　・ 危険物貯蔵装置

　・ 避難経路上に設置する設備　　　 ・ 火を使用する設備

　・ 給水装置　　　・ 排水装置　　　・ 換気機器　　　・ 空調機器　　　・ 熱源機器

※ 重要機器は次のものを指す。

※ 上層階の定義は次による

※（　）書きの数値は防振機器とする

　　設計用水平震度

設計用水平地震力と設計用鉛直地震力は同時に作用するものとする。

計算する。

ただし、設計用地震力(水平及び鉛直)は次の設計用水平震度Ｋ及び設計用鉛直震度Ｋｖ(Ｋ／２)を用いて

国土技術政策総合研究所外監修)｣による。

設備機器の固定等は、次に示す事項を除き、すべて｢建築設備耐震設計・施工指針2005年版｣(国土交通省耐震措置14

・ 山砂の類

・ 根切り土の中の良質土（管周囲の保護砂は ・ 要　　　・ 不要）埋戻し土・盛土13

残土処分

・ 構内指示の場所に敷き均し　　・ 構外指示の場所に搬出

・ 構内指示の場所にたい積　　　・ 場外搬出適切処理12

　 通常全ての作業床について手すり、中さん及び幅木の機能を有するものを設置しなければあらない。

　 の｢手すり先行工法等に関するガイドライン｣によるものとし、足場の組立、解体、変更の作業時には、

・ 枠組み足場を設ける場合は、｢｢手すり先行工法に関するガイドライン｣について｣(厚労省平成21年4月)

　　　・ 外部仮設足場（ ・　　　　　種　・　　　　　種）

　　　・ 内部仮設足場（ ・　　　　　種　・　　　　　種）

・ 本工事で設置とする。

・ 別契約の関係請負者が定着したものは、無償で使用できる。足場・さん橋類11

場内につくることが　　・ できる　　　・ できない工事用仮設物10

・ 設ける(高さ、材質、ゲート位置、延長等は図示)　　　・ 設けない仮囲い9

要する使用料金等は全て請負者の負担とする。

本工事に必要な工事用電力(基本料金を含む)、工事用水、及び官公署への諸手続など建築物引渡しまでに

その他

工事用電力、水、8

工事の施工に必要な官公署その他への必要な手続きは、遅滞なく行う。官公署への手続き7

監督員事務所6

１棟の延べ床面積が1,000㎡を超える建築物又は植栽工事で工事金額が500万を超える工事は、原則として

１級技能士。(改修工事を含む)

１棟の延べ床面積が1,000㎡以下の建築物又は植栽工事で工事金額が500万以下の工事は、原則として１級

又は２級技能士。(改修工事を含む)

・ 鉄筋施工　　　　　　　　　　　　・ 型枠施工

・ 熱絶縁施工技能士　　　　　　　　・ 建築板金技能士

・ 配管技能士　　　　　　　　　　　・ 冷凍空気調和機器施工技能士

本工事に下記の該当職種別技能士を適用する。技能士の適用5

・ 電気保安技術者　　　・ 電気保安技術者　　　・ 石油液化ガス設備士技術者の適用4

　 (対象機種：バックホウ、ブルドーザー、トラクタショベル、発動発電機、油圧ユニット等)

※ ｢排出ガス対策建設機械指定要領｣に基づき指定された建設機械を使用すること。

　 機械を使用すること。

※ ｢低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定｣(建設省告示第１５３６号)に基づき指定された建設

及び環境保全

施工中の安全確保3

外部機関((社)公共建築協会他)が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受けるものとする。

なお、これらの機材を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明となる資料又は

　　(6)　販売、保守等の営業体制が整えられていること。

　　(5)　製造はたは施工の実績があり、その信頼性があること。

　　(4)　法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を所得していること。

　　(3)　安定的な供給が可能であること。

　　(2)　生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　　(1)　機材等の所要の品質・性能を確保し、試験データが整備されていること。

機材及びその製造業者等は、次の(1)～(6)の事項を満たすものとする。

設備機材等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、JIS及びJASマーク表示のない

※ 要（提出先：(財)日本建設情報総合センター）　　　　　・ 不要

2

1

機材等

登録(工事カルテ)

工事実績情報の

●
一
般
共
通
事
項

設 置 場 所

上層階、屋

上及び搭屋

中間階

１階及び

地 下 階

耐　震　安　全　の　分　類

・ 特 定 の 施 設 ・ 一 般 の 施 設

重　要 一　般 重　要 一　般

機　器 水　槽 機　器 水　槽 機　器 水　槽 機　器 水　槽

2.0

(2.0)

1.5

(1.5)

1.0

(1.5)

2.0

1.5

1.5

1.5

(2.0)

1.0

(1.5)

0.6

(1.0)

1.5

1.0

1.0

1.5

(2.0)

1.0

(1.5)

0.6

(1.0)

1.5

1.0

1.0

1.0

(1.5)

0.6

(1.0)

0.4

(0.6)

1.0

0.6

0.6

建　物　階　数

２～６階建

７～９階建

上　層　階

最上階

上層２階

建　物　階　数

１０～１２階建

１３階建建

上　層　階

上層３階

上層４階

・ 設ける　（　　　　）㎡程度　　　・ 設けない　　　 ・　

設備概要

　 (本工事における工事種目ごとの概要を示すもので仕様を規定するものではない　○印を付けたものが該当項目となる)

　　○印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。●印と※印の付いた場合は、共に適用する

　　 満の場合は、JIS表示認定工場の品質証明書(別途様式)の提出により、スランプ試験、空気量試験、塩化物試験、

15 案内板 機器の取り扱い方及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の案内板を機械室に設ける。

案内板の大きさは、約　　　　　㎡とする。

16 総合調整 下記の項目の測定表を提出する。

・ 室内気流　　　　　　・ じんあい　　　　　　・ 騒音　　　　　　・ 水質

・ 風量調整　　　　　　・ 水量調整　　　　　　・ 温度　　　　　　・ 湿度　　　　　　・ 

17 容量等の表示 (1)　機器類の能力、容量等は、原則として表示された数値以上とする。

(2)　消費電力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

18 特別な材料の工法 標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造者の指定する工法とする。

19 配管 溶接部の非破壊検査　　　　・ 要　　　　・ 不要

20 地中埋設標等 地中埋設標及び埋設表示テープは、下記による。

イ）　給水管　　地中埋設標(　・ 要　　　　・ 不要　）　　　埋設表示テープ　・ 要　　　　・ 不要　）

ロ）　ガス管　　地中埋設標(　・ 要　　　　・ 不要　）　　　埋設表示テープ　・ 要　　　　・ 不要　）

ハ）　油管　　　地中埋設標(　・ 要　　　　・ 不要　）　　　埋設表示テープ　・ 要　　　　・ 不要　）

　地中埋設標が要の場合、その範囲は図示による。

ニ）　地中埋設標の舗装部分は（　・ コンクリート製　　　・ 鋳鉄製　）とする。

21 塗装工事 (1)　下記範囲内の裸の亜鉛鉄板、配管（亜鉛メッキされたもの）、吊りボルト(亜鉛メッキされたもの)は塗装なしとする。

　　 ・ 機械室　　　　・ 電気室

(2)　露出電線管の塗装は調合ペイント２回塗りとする。

　・

22 防食工事

　・

23 はつり 既存のコンクリート床、壁などの配管貫通部の穴明けは、原則としてダイヤモンドカッターによる。

24 電線及びケーブルの規格は、公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)(平成25年版)による。電線類

25 施工図の取り扱い 施工図等の著作権に係る当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

26 吊り及び支持金物 (　・ 槽内　　・ 屋外　)の吊り金物・支持金物はステンレス鋼製(SUS304)とする。

27 他工事との取合い

施工図　　　他工事との取合いなどが検討できる施工図を提出し、監督員の承諾を受ける。

施工範囲　　別表－１による。

28 実施工程表

29 試験 (1)　各種配管の試験は、新設配管にのみ適用する。

(2)　新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

(3)　改修工事における給水・給湯等の飲料用配管は水質検査を行い、検査結果を監督員に提出する。

30 工事写真 ・ 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の｢工事写真の撮り方(改訂第3版)建築設備編｣によるものとし、下記のものを提出する。

　 なお、写真提出はカメラ(フィルム)またはデジタルカメラとする。

区分

着工時

工事中

完成時

分類・規格

カラー　サービスサイズ

カラー　サービスサイズ

カラー　サービスサイズ

部数

１部

１部

１部

備　　　考

全景は、原則として外構工事完了後とする。

31 完成図書 ・ 完成図（　・ 設計図　　　・ 施工図　)

　　・ 原図修正の上、陽画複写図２つ折り製本　１部

　　・ 修正ＣＡＤデータ　　　　　　　　　　　１部

・ 保全に関する資料

・ 建設副産物実態調査について

　　※電子データにより、監督職員に提出する　　　・ 紙面により、監督職員に提出する

ステンレス鋼管施工

上の注意

(1)　コンクリート壁・床への埋め込み、スリーブ貫通部及びその他躯体との絶縁箇所には、プラスチックテープを１／２重ね

　　 １回巻きを施す。

(2)　保温のアルミ、ネット、巻き線、菊座等が直接接触しないように施工する。

(4)　地中埋設から地上あるいはピット等に至る管には、出た直近に絶縁フランジ又は絶縁継手を設ける。

コンクリート工事 (1)　コンクリート製造工場の選定

　　 ※JIS表示認定工場で、宮崎県生コンクリート品質管理監査会議の監査に合格した工場

　　　 (上記工場で製造されたレディーミクストコンクリートを使用する場合には、｢品質管理監査合格証｣の写し及び

　　　　｢配合報告書｣のみの提出とし、セメント、骨材、練り混ぜ水、混和剤の試験成績表及び配合計算書の提出を省略

　　　　することができる。)

　　 ・ 上記以外の工場

(2)　小規模工事の品質管理試験

　　 小規模工事(１工種の総使用量が50m3未満)のうち、構造上の安全確保が必要な部分を除き、１日の打設量が10m3未

　　 コンクリート強度試験を省略することができる。ただし、監督員の指示があった場合は、この限りではない。
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・ 温度、湿度等の試験数値は監督員との協議による。

2 煙道 ・ 鋼板製　　　　　・ ステンレス鋼板製(SUS　　　)　　　　・ 厚さ　(　　　)mm

伸縮継手、掃除口、ばいじん量測定口及びばい煙濃度測定取付座の位置は図示による。

3 ダクト工法 ・ 低圧ダクト　　　・ コーナーボルト工法(長辺の長さが1,500mm以下の部分)

・ アングルフランジ工法

・ 高圧１又は２ダクト(適用範囲は図示による)とする。

4 ダクトの分岐方法 給気用ダクト　　・ 原則として割り込み分岐とする　　　・ 直付け方式とする

換気用ダクト　　・ 原則として割り込み分岐とする　　　・ 直付け方式とする

5 取付箇所は図示による。

6

風量測定口

チャンバー (1)　内貼りをするチャンバーの表示寸法は外寸とする。

(2)　空気調和機、温風暖房機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で消音内貼りしたチャンバー

　　 には、点検口及び温度計取付座を設け、位置、大きさは図示による。

(3)　外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー類は、雨水の侵入、滞留等の無いように施工すること。

7 ダンパー

(2)　ピストンダンパー　復帰方式（　・ 遠隔　　　・　　　　）

※ダンパーが隠ぺい部分に設置される場合は、直近の点検口にダンパーの種類、数量等を表記すること。

8 配管材料

(2)　冷却水管　　　　　　・　

(1)　冷温水管　　　　　　・　

(3)　蒸気管　　　給気　　・　　　　　　　　　　還気　　・　

(5)　油管　　　　　　　　・　

(4)　ブライン管　　　　　・　

(6)　膨張管、空気抜管、膨張タンクよりボイラーへの給水管

　　　　　　　　　　　　 ・　

(9)　継手（管材がステンレス鋼管の場合）　　・　

(8)　冷媒管　　　　　　　・　保温付冷媒用被覆銅管

9 弁類

10 温度計

JISの呼び圧力５Ｋとする。ただし、特記部分はJISの呼び圧力１０Ｋとする。

・ 熱源機器の冷温水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）

・ ボイラーの温水管（返り）

・ 空気調和機の冷温水管（送り、返り）及び三方弁装置の冷温水管（送り、返り）

・ 熱交換器の温水管（送り、返り）

・ 冷温水ヘッダー（往き）及び冷温水ヘッダーの各返り管

・ 空気調和機（パッケージ形を含む）のサプライチャンバー、レタンダクト、外気取入ダクト及びレタンチャンバー

11 圧力計

・ 熱源機器の冷温水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）

・ 空気調和機の冷温水管（送り、返り）

・ 熱交換器の温水管（送り、返り）

・ 冷温水ヘッダー（往き、返り）

12 瞬間流量計

13 液面制御装置

なお、フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様とする。

・ 返油ポンプ制御　　　　　・ 減油警報　　　　　・　

・ 給油ポンプ制御　　　　　・ 満油警報　　　　　・ 遠隔警報　　　　　・ 電磁弁制御

14 保温

(2)　ダクトの保温材　　　　　・　

15 予備品 ・ ファンコイルユニット用フィルター　各形番台数の１／２以上

・ 自動巻取形エアフィルター用フィルター　各１巻

・ 折込形エアフィルター、プレフィルター（アルミ枠付）　各１／２

●
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1 ダクト工法 ・ 低圧ダクト　　・ コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）

8

標準仕様書第２編3.2.1.4による他、下記による。

標準仕様書第２編2.7.3による他、下記による。

・ 改修工事標準仕様書第１編2.2.1によるほか下記による。

(4)　その他、各機材の試験については標準仕様書第１編1.4.6による。

　　 標準仕様書第１編1.7.3の資料を提出する

(3)　地中埋設部は、標準仕様書第２編2.7.3による。

(1)　防煙ダンパー　　　復帰方式（　・ 遠隔　　　・　　　　）　　定格入力はDC24V、0.7A以下とする。

標準仕様書第２編2.3.2による。　なお、取付部は図示及び下記による。

標準仕様書第２編2.3.1による。　なお、取付部は図示及び下記による。

標準仕様書第２編2.3.7による。　また、コック付とする。　なお、取付箇所は図示による。

標準仕様書第２編2.3.5による。　制御盤には下記の端子を設ける。

ダクトの保温 ・ 有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　・ 無

厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より１ランク厚いものを使用する。

2 ダクトの分岐方法 給気用ダクト　　・ 原則として割り込み分岐とする　　　・ 直付け方式とする

換気用ダクト　　・ 原則として割り込み分岐とする　　　・ 直付け方式とする

風量測定口 取付箇所は図示による。

ダクトのシール 厨房、浴室等(シャワー室、脱衣室を含む)系統の排気ダクトのシールは標準図(施工45,46)とする。

チャンバー
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7

空気調和設備の当該項目による。

ダンパー 空気調和設備の当該項目による。

排気フード 排気フードの補強、支持金物、接合材等は、標準仕様書３編2.2.7.2によるものとし、材質は下記による。

・ ステンレス鋼板（補強共）

フード囲いは、上記フードと同材質とする。

フードの内部周囲のといには、黄銅製コック、プラグ又はステンレス製コックを取り付ける。

・ 高圧１又は高圧２ダクト(適用範囲は図示による)とする。

　　　　　　　　 ・ アングルフランジ工法

○
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建築設備定期検査業務指導書(日本建築設備安全センター)の排煙風量の検査方法に準ずる。排煙風量測定4

・ 手動及び遠隔操作の可能なもの　　・ 手動　　　　・ 電気式　遠隔操作（　・ 要　　・ 不要　）排煙口開放装置

・ ダクト取付　　（　・ ダンパー形　　・ 　　　　　）

・ 壁取付　　　　（　・ スリット形　　・ パネル形　）

・ 天井取付　　　（　・ スリット形　　・ パネル形　）排煙口の形式

・ 亜鉛鉄板　　　　　　　　　・ 普通鉄板（厚１．６mm以上）ダクト

3

2

1

1 中央監視制御 ・ 有　（　・ 本工事　　　・ 別途　電気設備工事　）　　　・ 無

2

3

電線管

構成その他 図示による

・ 電線管　　　　　・ ＰＦ管（隠ぺい）

4 試験その他
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和風便器耐火カバー

洗面器

自動水栓

表記板

小便器自動洗浄装置

7 身体障害者用便器

8 その他

・ 設ける（ピット内は除く）　　　　　・ 設けない

洗面器、手洗い器は止水栓付とする。

電源供給方式　　　（　・ ＡＣ１００Ｖ　　　・ 電池内蔵型　）

・ 取付箇所（　・ 大便器　　・ 小便器　）　　・ 材質（　　　　　）

・ 小便器一体型　　　　　　 ・小便器分離型

図示による。

洗浄弁　（　・ 靴べら式押しボタン　　・ タッチスイッチ　・ センサー式　・ 足踏みボタン　）

1 配管材料

(7)　空調用排水・通気管　・　硬質塩化ビニル管(VP)　　・ 硬質塩化ビニル管(カラーVP)

(2)　一般配管　　　　　　　　　　・ 硬質塩化ビライニング鋼管(SGP-VB)　・ 耐衝撃性硬質塩化ビニル管(HIVP)　

(1)　給水引込管（直結部分）　　　・ 水道事業者の指定による　

○
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・ 動作　　　　　　・ 絶縁抵抗　　　 　・ 耐電圧 　　　　・ 図示による

1

2

3

量水器、弁桝

弁類

水栓柱

4

5

6

・ 水道事業者指定品　　・ 標準図ＭＣ型　　・標準図ＶＣ型

　 量水器桝および弁桝のコンクリート部は工場製品としてよい。

JISまたはJV　　・ 水道直結部分（　・ １０Ｋ　　・　　）　　・その他の部分（　・ ５Ｋ　　・　　）

逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。

・ ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

・ 合成樹脂製　　　・ 人造石研ぎ出し製　　　・ ステンレス製

管の埋設深さ

建物導入部配管

引込納付金等

保温

7

8

9

10

管の上端より原則として、一般敷地は　（　・ 30cm　　・　　 cm　）

構内道路は　（　・ 60cm　　・　　 cm　）以上とする。

・ 標準図施工４の　　による　　　　・ 埋設フレキ

・ 要　（　・ 本工事　　　・ 別途工事　）　　　・ 不要

配管材料

洗面器等の排水管

満水試験継手

(1)　屋内　　汚水管　　　・ 硬質塩化ビニル管(VP)　　　雑排水管　・ 硬質塩化ビニル管(VP)

　　　　　　 通気管　　　・ 硬質塩化ビニル管(VP)　 ・ 硬質塩化ビニル管(カラーVP)(露出部)

(2)　屋外　　第１桝まで　・ 硬質塩化ビニル管(VP)　　　桝間　　　・ 硬質塩化ビニル管(VU)

洗面器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。

台所流し等の床上部分の接続は本工事とし、配管は、硬質塩化ビニル管(VP)とする。

図示の箇所に取り付ける。

4

5

6

インバート桝

放流納付金等

保温

桝のコンクリート部分は工場製品としてもよい。

・ 要　（　・ 本工事　　　・ 別途工事　）　　　　・ 不要

配管の保温材　　・　
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配管材料

継手（管材がステンレス鋼管の場合）　　・　

絶縁フランジ 図示の箇所に取り付ける。

弁類 JISまたはJV　　　（　・ ５Ｋ　　　・ １０Ｋ　　）

・ ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

湯沸かし器の排水

保温

貯湯式湯沸器のオーバーフローは、ステンレス管にて最寄りの流しに間接排水する。

6 その他 ・ 潜熱回収型給湯器の適用　標準仕様書第５編1.3.5による。

1 配管材料 (1)　屋内消火栓　　一般　・　　　　　　　　　　　　　地中　・　

(2)　連結送水管　　一般　・　　　　　　　　　　　　　地中　・　

(3)

2 建物導入部配管 ・ 標準図施工４の　　による　　　　・ 埋設フレキ

3 その他 ※標準図機材47の(ハ)による。表示灯、発信器、非常電話、非常コンセントは、別途とする。

○
消
火
設
備

1

2

機器の寸法 参考寸法とする。

機器の固定 燃焼機器、加熱調理機器、高さ１ｍを超える機器及び下記の機器の7固定については、標準仕様書

第５編1.6.1(b)、2.2.6による。

・　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　・　

3 その他 各機器は標準仕様書第５編1.6.1(k)の安全装置を備えること。
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ガス種別 ・ 都市ガス　種別(　　)　　発熱量(　　)MJ/m3

・ 液化石油ガス

水栓

量水器

2

3

(3)　屋内地中配管　　　　　　　　・ 硬質塩化ビライニング鋼管(SGP-VD)　・ 耐衝撃性硬質塩化ビニル管(HIVP)

(6)　継手（管材がステンレス鋼管の場合）　　・　

(4)　屋外地中配管　　　　　　　　・ 耐衝撃性硬質塩化ビニル管(HIVP)　　・　

(5)　厨房、浴室等のシンダー内配管　　　　　・ 　　　　　　　　　　　　・　

・ 台所流し用の水栓は泡沫式とする。

・ 水抜栓を使用する場合、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。ただし、屋内は固定コマ式とする。

・ 親メーター　（　・ 貸与品　　・ 買い取り　）　　　・ 子メーター　（　・ 貸与品　　・ 買い取り　）

　　　　　　　　　　　　　　　　 ・ ステンレス鋼管(SUS)

・ 別途工事　（　・ 50kg　　・　 　kg　）×　　　本充填容器

配管材料

・ 標準図　　施工７０による　　　　本組　　　　　・ 図示による集合装置

転倒防止等 ・ 標準図　　施工７１　（　・ (a)　　　・ (b)　）による

メーター ・ ガスメーター　（　・ 貸与品　　　・ 買い取り　）

ガス漏れ警報機 ・ 本工事（図示による）　　　　・ 図示による

漏洩検地装置 ・ 要　　　　・ 不要

絶縁継手 ・ 建物導入部に設ける　　　　　・ 図示による

緊急遮断弁 ・ 要　　（　・ 本工事　　　　 ・ 別途工事　）　　　　　・ 不要

・ 標準図施工４の　　による　　　　・ 埋設フレキ建物導入部配管

1 処理方法 ・ 小規模合併処理

2

3

4

5

6

7

8

処理能力

形式

放流水質性能

消毒剤

主要構造物

電源

工事範囲

・ 合併処理

　 ・ 分離接触ばっ気方式　　　　　・ 嫌気ろ床接触ばっ気方式

・ 現場施工型　　　　　　・ ユニット型

１ヶ月相当分を納入する。

・ ＦＲＰ製　　　　　・ コンクリート製

(2)　基礎杭は、　　　・ 要　　　　　・ 不要

(3)　送風機室は、　　・ 要　　　　　・ 不要（次による）

　・ 槽と一体形　　　・ 独立設置（　・ ＲＣ造　　・ ステンレス製　　・ 鋼板製　）

(4)　防護さくは、　　・ 要　　　　　・ 不要（次による）

　a) 再室又は形状　　・ アルミ製　　・ 鋼製　　　・ ネットフェンス

　b) さくの高さ　　　　 ｍ

(5) ２次側電気工事　（　・ 操作盤　　　・ 配管　　　・ 配線　）は、本工事とする。

(6)　基礎コンクリート　 ・ 本工事　　　・ 別途工事（　　　　　　）

(1)　コンクリート躯体は、　・ 本工事　　　　・ 別途工事（　　　　　　）

(7)　土止め（矢板）　　 ・ 有　　　　　・ 無

　・ 矢板の種類（鋼矢板　　　　　型、長さ　　　　　ｍ）

　・ 打ち込み引き抜き工法

　　（　・ バイブロハンマー　　　・ 油圧式超高周波　　　・ 油圧注入　）

　・ 打ち込み深さ　　　　　ｍ（一部　　　　　ｍ）

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

流入管底

流出方式

マンホール蓋

通気口

フローシート

荷重強度

放流水質確認

騒音値

消泡装置

配管材料

地下水位

・ 自然流下（設計ＧＬ－約　　　　　ｍ）　　　・ ポンプアップ方式

・ 国土交通省型　　　・ メーカー標準品

・ 蓋の強度は、安全荷重（　　　　　　）ｋＮとする。

・ 蓋は（　・ ボルトロック式　　　・ 錠　　　・ 回転ロック式　）とする。

・ 要　（　・ メーカー標準品　　　・ 図示による　）　・ 不要

合成樹脂パネル（厚さ４mm以上、文字は彫り込み）を浄化槽付近に付ける。

し尿浄化槽装置の荷重強度は、下記の条件を満足するものとする。

・ 積載荷重（　　　　　　）ton

・ 使用開始から６ヶ月経過後、放流水質（ＢＯＤ、ＳＳ）を確認し報告する。

・ 　　　　　ホン以下（ブロワー値）

・ ノズル式　　　　・ 消泡剤式

・ 送気管（槽内）　　　　　　　　　　　　　・ メーカー標準品

・ 送気管（槽外）　　　　　　　　　　　　　・ メーカー標準品

ＧＬ－約　　　　　　ｍ、浮上防止（　・ 要　　　　・ 不要　）

1 撤去内容 ・ 保温材は、ダクト類、配管類から分離する。なお支持金物は取り外す。

・ 冷媒は、回収後の無害化処理までを本工事とする。

・ その他の撤去内容は、図示による。

2 発生材の処分方法

　 引渡しを要するもの以外は、構外搬出適切処理とする。

・ 再資源化を図るもの（　・ アスファルト　　・ コンクリート　　　・ 　　　　　　　　）

・ 引渡しを要するもの（　・　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　 ・ 　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　 （　・　　　　　　　　 ・ 　　　　　　　　　・　　　　　　 　　）

・ 特別管理産業廃棄物（　・　　　　　　　　 ・　　　　　　 　　　・　 　　　　　　　）

※資源の有効な利用促進に関する法律（建設リサイクル法）

　　・ 対象建設工事　　　　・ 対象外建設工事

建築物の新築・増築

建築物の修繕・模様替え(リフォーム等)

建築物の解体

建築物以外のものの解体・新築等(土木工事等)

対象建設工事の種類対
象
建
設
工
事

規模の基準

請負代金の額　　　　　　　　１億円

床面積の合計　　　　　　　　 500㎡

床面積の合計　　　　　　　　　80㎡

請負代金の額　　　　　　　 500万円

・ 本工事により発生する建設廃棄物のうち、宮崎県内の焼却施設及び最終処分場に搬入する

　 建設産業廃棄物は、産業廃棄物の処理に係る税が課税されるので適正に処理すること。

3 アスベスト含有

保温材等の撤去工事

※公共建築改修工事標準仕様書(建築工事編)平成25年度版 (9.1.1)(9.1.2)(9.1.4)による。

アスベスト含有分析

・ 行う(下表による)　　　　・ 行わない

※Ｘ線回折分析

※　３

・ (　　　)

材　料　名 調査方法 １材料当りの試料数

JIS　A1481

・ (　　　　　　　　 )

○
撤
去
工
事

別表－１　　他工事との工事区分表

●印は工事範囲とする。

工　事　内　容
機械設備

工　　事

本工事 他工事

工　　事

電気設備
建築工事

機 器 の 基 礎

機 械 関 係

配電盤・制御盤の基礎

屋　内

屋　外

屋　上
電 気 関 係

架台、アンカーボルト

自家発電機の基礎(アンカーボルトを除く)

テレビアンテナ基礎(アンカーボルトを除く)

避雷針の基礎(アンカーボルトを除く)

屋内設備(架台、アンカーボルトを除く)

屋上設備(架台、アンカーボルトを除く)

屋外設備(架台、アンカーボルトを除く)

特記した基礎(機械関係及び電気関係以外)

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

開　口　部

梁、床、壁

　貫通スリーブ

補強を要するもの

補強を要しないもの

梁、床、壁

　貫通部型枠

補強を要するもの

補強を要しないもの

軽量鉄骨下地、壁

天井ボード類の切込

補強を要するもの

補強を要しないもの(ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽは除く)

埋込形分電盤、

　端子盤等の型枠

補強を要するもの

補強を要しないもの

スリーブの穴埋め（型枠の穴埋めを含む）

上部開口部の墨出し

上部開口部の補強

ＯＡフロア用配線器具

断熱材兼用型枠の切込

● ●

●●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

点　検　口

外部取付ガラリ

湯沸室のフード

換気扇の取付枠

流　し　台

防　油　堤

屋外排水管

床、壁、天井

ダクト、チャンバーの接続用フランジを含む

排水トラップ共

オイルサービスタンクの防油堤

タンク基礎

床下のマンホール蓋

雨水

汚水、雑排水

自家発用

空 調 用

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

雨水立管（たてどい）

身障者用便所手すり

化粧鏡

はめ込形洗面器用カウンター（前板共）

ガスボンベ転倒防止用の鎖

●

●

●

●

●

自動ドア及び電動シャッターなどの制御部と

　操作スイッチ間の配管配線及び操作スイッチ

防火扉レリーズ

電極棒

配線ピット及び蓋

機器などへの接続（１次側）

機器付属の制御盤以降の２次側の配管配線（接地共）

機器付属の制御盤への電源供給配管配線

自動制御盤と動力盤との電源供給の渡り配管配線

自動制御盤と動力盤との操作回路の渡り配管配線

天井吊り形ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換ユニット等の機器

　と付属操作スイッチとの渡り配管（接地共）

天井吊り形ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換ユニット等の機器

　と付属操作スイッチとの渡り配線

　と付属操作スイッチ

天井吊り形ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換ユニット等の機器

天井吊り形ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換ユニット等の機器

　と付属操作スイッチの埋込ボックス

個別パッケージの室内機、室外機の渡り配線（接地共）

煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパーに至る配管配線

小便器用節水装置の制御盤以降の２次側の配管配線

電気配管配線

電　気　錠

ガス漏れ検知器

電気錠及び通電金具

ＴＥＮキー及び制御盤

ユニットバス、ユニットバス内水栓

ユニットバスの換気扇

ユニットバスへの給水給湯管、排水管接続

空調ライン設備プレート

照明ライン設備プレート

ボード、Ｔバー

洗濯機パン

システム天井

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

(1) 図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編

32

33

機 械 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

木

屋外屋内

○

○

○

○ ○

○○

○

○

○

●
空
気
調
和
設
備

●
換
気
設
備

(1)　配管の保温材　　　　　　・　メーカー仕様による

(4)　冷媒管の保温外装　　　　・　スリムダクト

●
衛
生
器
具
設
備

配管の保温材　　・ ＧＷ保温筒

●
給
水
設
備

●
排
水
設
備

●
給
湯
設
備

・ ＢＯＤ　　20　　mg／L以下、除去率　　90　　％以上

　　単　　相　　　100　　Ｖ

●
浄
化
槽
設
備

○

　　(最新版)｣及び｢公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)(最新版)｣並びに国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修

　　の｢公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)(最新版)｣による。

・ 概成工期 (令和　　年　　月　　日)

●
厨
房
機
器
設
備

設計ＧＬ－約　　　　　ｍ

○ ○

●
ガ
ス
設
備

・ 被覆銅管(Cu-M)　　・ ステンレス鋼管(SUS)　　・　架橋ポリエチレン管

配管の保温材　　・　メーカー仕様による

(1)　屋内　　　　一般　・ 配管用炭素鋼鋼管(SGP)　　屋内地中　・ ポリエチレ被覆鋼管(PEL)

(2)　屋外　　屋外地中　・ ポリエチレン被覆鋼管(PEL)　　・ ガス用ポリエチレン管(PE)

　 ・ 脱窒ろ床接触ばっ気方式　　　・ 分離嫌気ろ床担体流動方式

　 ・ 接触ばっ気方式　　　　　　　・長時間ばっ気方式

●
浄
化
槽
設
備

工事名称　令和５年度　小崎地区集会場新築工事

(㎡)
建　物　名　称

小崎地区集会場

○

(3)　空調用排水管の保温材　　・　

1 308.71

・ 処理対象人員　　25　　人、処理水量　　5.0　　m3／日、流入ＢＯＤ　　200　　mg／L

工事場所　東臼杵郡椎葉村内大河内
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A2： NO SCALE 02給排水設備　 器具表

衛生器具表

男
子
ト
イ
レ

女
子
ト
イ
レ

多
目
的
ト
イ
レ

シ
ャ
ワー

室

備　　　考参　考　型　番仕　　様・規　　格・付 属 品
屋
　
外

室　　　名

合計

CS232B,SH232BF,TCF6623,YH702防露便器，防露タンク，ウォシュレット，紙巻器

自動洗浄小便器

洋風便器

壁掛低リップタイプ UFS900R

共
用
ト
イ
レ

洗面器 壁掛形，自動水栓，水石けん入れ，排水金具

手洗器 コンパクト形，自動水栓，排水金具

カウンター式洗面器

洗面カウンター

ベッセル式，自動水栓，排水金具 LS721C,TLE31SS1J,TLDP2105JA

MB40(L=750)奥行400mm，プレーンカラー，ブラケット

LSE870APS

L210DM,TLE28SS1A,TS126AR,TLDP2105JA

調
理
室

－

手すり

手すり

T112CL10

T112HK7R

Ｌ型，700×700×120，固定金具

はね上げタイプ，L=700，固定金具

化粧鏡

化粧鏡 YM4560A450×600

混合水栓

横水栓

散水栓

TKS05313J

水栓柱共 T28AUNH13

ボックス共 T28UNH13

ガス給湯器 屋外壁掛形20号(給湯専用)，リモコン，他付属品 －

シャワーユニット ※建築工事

※建築工事 －流し台(水栓共)

ラ
ウ
ン
ジ

350×800 YM3580AC

シングルレバー台付

1 2 1 1 5

2 2

1 1 2

1 1 2

1 1

1 1 2

1

1

1

1

1 1 2

1 1

2 2

1 1

2 2

1 1

2 2

1 1

1 3
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A2： 1/200 給排水設備　 配置図
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02

平 面 配 置 図 （ S＝ 1 / 2 0 0 ）

隣 地 境 界 線

隣 地 境 界 線

N

道路中心線

GL±0

スロープ （ 1/12勾配）

調理室

多目的ホール

ラウンジ屋外デッキ

ラウンジ

予備室
備品庫

隣 地 境 界 線

隣 地 境 界 線

土間1

土間2

女ト イレ男ト イ レ

事務室

収納

シャ ワー

脱衣室

多目的ト イ レ

ポーチ

+330

アスフ ァ ル ト舗 装

側 溝

PCメ ッシ ュ フ ェン ス H900
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共用ト イ レ
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3 1 , 8 30

最 終 排 水桝 多目的ホール屋外デッキ

隣
地

境
界

線

硬質塩化ビニル管　VU

硬質塩化ビニル管　VU

耐衝撃性硬質塩化ビニル管　HIVP

耐衝撃性硬質塩化ビニル管　HIVP

屋内部

屋外部
給水管

凡例

系　統 管　　　種名　称記　号

屋内部

屋外部

GV25
既設給水管40A

1
0
0

100

100100100100

100100 100100

7
5

7
5

7
5

7
5

75

75

排水管

硬質塩化ビニル管　VU

通気管

雨水管

給湯管

ガス管

全　般 保温付架橋ポリエチレン管

埋設部

一般部

ポリエチレン被覆鋼管 PEL

配管用炭素鋼鋼管 SGP

屋内部

屋外部

G

硬質塩化ビニル管　VP

塩ビ製小口径桝
100-150,ﾗｲﾄ蓋

合併浄化槽
25人槽

40,50

塩ビ製小口径桝
100-150,ﾗｲﾄ蓋

以降平面図

2
5

以降平面図
100
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土間１

ラウンジ屋外デッキ

ラウンジ

事務室

土間２
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備品庫

多目的ホール

予備室
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給排水設備　 平面図

以降配置図
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32

塩ビ製小口径桝
100-150,ﾗｲﾄ蓋

※露出配管部は凍結防止ヒーター巻きとする。

以降配置図
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１３６０ １１６０ ７２０ ７７０

１００ １００
４２１０ ５２０

４７３０

１
０

０
２
０
０
０

１
０

０

２
２
０
０

流入
Ａ

４
０

０
４

０
０

３
０
０
０

放流
Ａ

１３５ １３５
５０００

Ｂ

Ｂ

２５０ ２２５０ ２２５０ ２５０（支柱位置）

沈殿槽
担体

流動槽

嫌気

ろ床槽

沈殿

分離槽

消毒槽

４０ｄ 開口巾 ４０ｄ

４０
ｄ

開口
巾

４
０

ｄ

２－Ｄ１３

２－Ｄ１３

Ｐ

Ｐ

防水コンセント

　（３個）

D種接地

２５０

放流ポンプ槽

排気管

φ４０

　流入管　

φ１２５

　臭突管　

２－φ１００

　放流管　

２－φ３０

天
天

電気ソケット

ＰＦ３６用

φ４５０

２
０

０

２
６
０
０

２
０

０
（

支
柱

位
置

）

１３５５ ７００ ９９０ １９５５

アンカー

（アンカー位置）

２
０

０
２
１
０
０

２
０
０

５
０

１
０

０

２
６
５
０

巾止メ筋　Ｄ１０－＠１０００

Ｄ１３－＠２００ダブル Ｄ１３－＠２００ダブル

Ｄ１３－＠２００ダブル

４
０

４
０ ２
０

０

６
０

６
０ ２
０

０

Ｄ１３－＠２００ダブル

巾止メ筋　Ｄ１０－＠１０００

主筋４－Ｄ１３

フープ　Ｄ１０－＠１００

φ
２
５
０

ＧＬ

１
４
５
０

５
０

８
０

０

２
３
０
０

２
０

０

５
０

１
０

０

２
６
５
０

担体

流動槽
沈殿

分離槽

嫌気

ろ床槽

沈殿槽

消

毒

槽

ＧＬ

１
２
０

２
１

８

４
８

０

１
３
７
９

１
５

２

７
０

放流ポンプ槽

エアリフトポンプ散気管

　流入管　

φ１２５

Ｗ．Ｌ．

LWL
HWL

　放流管　

２－φ３０

２５０

開口補強筋詳細図

循

環

水

放　流

断面配筋図　１：４０

Ｂ－Ｂ　断　面　図　１：４０
浮上防止用アンカー詳細図

上部平面図　１：４０

内部平面図　１：４０

Ａ－Ａ　断　面　図　１：４０

ＧＬ

Ｗ．Ｌ．

担体

流動槽

３５０ ２３００ ３５０

浮上防止用アンカー

　　φ１６

ワイヤークリップ

　　１２ｍｍ

シャックル

１６ｍｍ

ターンバックル

　１６ｍｍ

シャックル

１６ｍｍ

浮上防止用ワイヤー

　　１２ｍｍ

（アンカー位置）

※アンカーは土木工事に含む（材工共）

※全高にはかさ上げ３００Ｈ含む

※６ｔ耐圧

※管理用水栓は１０ｍ以内に設置すること(浄化槽工事範囲外）

浮上防止用アンカー

　　φ１６

５
０

１００

定着長さ

１
２

７

異形棒鋼　ＳＤ２９５Ａ

４０ｄ　ｄ：鉄筋径

設計基準強度　ＦＣ＝２１Ｎ／ｍｍ

鉄　筋

定着及継手

一　般　事　項

コンクリート

下記の処理を怠ると、浄化槽内で発生する塩素ガス等が浄化槽内および電線管の接続先

付近に設置している機器類を腐食させて、機器の破損、故障を生ずる恐れがあります。

放流ポンプ槽排気管について

注１）放流ポンプ槽の排気管は必ず接続して下さい。

注３）排気管は途中で水たまりが出来ないように、適切な勾配で配管して下さい。

　　　Ｖ字配管で、配管内が水たまりで水封されると排気管の設置効果がなくなります。

注４）電線管の両端は、シリコンまたはパテ等でコーキング処理を必ず行って下さい。

注２）排気管の放出先は、側溝の最大水位より上に設置して下さい。設置位置の目安は

　　　側溝の最大水位より100ｍｍ以上、上部とします。

処理対象人員

日平均汚水量

型　式

機器仕様表

口　径
入　力 吐出量

台　数

ブロワ

機器名

１台φ２０

（６０Ｈｚ） （６０Ｈｚ）

流入水質

放流水質

ＢＯＤ２００ｍｇ／Ｌ　ＣＯＤ１００ｍｇ／Ｌ　ＳＳ１６０ｍｇ／Ｌ　Ｔ－Ｎ４５ｍｇ／Ｌ

ＢＯＤ　２０ｍｇ／Ｌ　ＣＯＤ　３０ｍｇ／Ｌ　ＳＳ　２０ｍｇ／Ｌ　Ｔ－Ｎ２０ｍｇ／Ｌ

建築基準法第６８条の２６第１項の規定に基づき、同法施行令

第３５条第１項の大臣認定による分離嫌気ろ床担体流動方式

ダイエー浄化槽　ＦＣＸ２５ＣⅡ型

２５人

５ｍ ３ ／日

総容量

担体流動槽

項　目

嫌気ろ床槽

沈殿分離槽

消毒槽

沈殿槽

容　量　表

設計容量

（単相・１００Ｖ）

０．２０　ｍ ３／ｍｉｎ

放流ポンプ ０．１３　ｋｗ ２台３２Ａ ０．０８　ｍ ３／ｍｉｎ

放流ポンプ槽 ｍ
３０．０７４

０．２１５ｋｗ

ｍ
３

ｍ
３

ｍ
３

ｍ
３

ｍ
３

ｍ
３

３．４７７

２．９８３

１．４３６

０．０７５

１０．０３２

２．０６１

型式認定

型式適合認定

年月日

番号

令和５年８月４日

令和５年７月１３日

５－２３－Ｈ－００１－７

型０１ＣａｄＯａ０２５４７４７

年月日

番号

流　入

担体流動槽

沈殿槽

沈殿分離槽

嫌気ろ床槽

消毒槽

放流ポンプ槽

フローシート

２

Ｆ２４０４４９Ｂ００
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承　 認 担　 当 製　 図 図面№工事件名

図面内容一級建築士　 大臣登録第２ ０ ６ １ ７ ５ 号　 代表者　 尾前一日出

宮崎県東臼杵郡椎葉村大字不土野３ ５ ７ 番地 Ｔ Ｅ Ｌ ０ ９ ８ ２ （ ５ ６ ） ５ ５ ３ ０

尾前設計合同会社 宮崎県知事登録　 第A-６ ６ ０ ２ 号
工事設計図令和５ 年度　 小崎地区集会場新築

Ｍ

A2： NO SCALE 06空調換気設備　 機器表

空調機器表

記　号 機　器　名　称 仕　様　・　能　力　・　付 属 品
電源・消費電力(60Hz)

種　類 ｋＷφ－Ｖ
数量 参 考 型 番

消費電力

消費電力

壁掛形パッケージエアコン

冷房能力：１２.５ｋＷ　暖房能力：１４.０ｋＷ

ワイヤレスリモコン，転倒防止金具

3-200

(暖房)

(冷房) 3.90

3.55

1

消費電力

消費電力

壁掛形パッケージエアコン 3-200

(暖房)

(冷房)

1

冷房能力：４.５ｋＷ　暖房能力：５.０ｋＷ

PKZ-ZRMP50LL3

1.26

1.42

換気機器表

記　号 機　器　名　称 仕　様　・　能　力　・　付 属 品
電源・消費電力(60Hz)

φ－Ｖ ｗ
数量 参 考 型 番

FE-1 ダクト用換気扇 1-100 9.3φ１００×６５ｍ3/ｈ×４０Ｐａ

ＳＵＳ製深形フードφ１００(網付)

FE-2 パイプファン V-08PS8φ１００×８５ｍ3/ｈ

ＳＵＳ製深形フードφ１００(網付)

1-100 2

FE-3 パイプファン V-12PS8

ＳＵＳ製深形フードφ１５０(網付)

6.51-100 3φ１５０×１４５ｍ3/ｈ

FE-4 パイプファン V-20PS3φ２００×２５５ｍ3/ｈ

ＳＵＳ製深形フードφ２００(網付)

9.51-100 1

FE-5 壁付換気扇 EX-20EX9２０ｃｍ×３６０ｍ3/ｈ

ＳＵＳ製深形ウェザーカバー(網付)

1-100 10 2

FE-6 ストレートシロッコファン BFS-100SXA2φ２００×１,０００ｍ3/ｈ×２９０Ｐａ 1-100 300

ワイヤレスリモコン，転倒防止金具

ACP-1

ACP-2

PKZX-ZRMP140KL3 VD-10ZC142

2

2

FS-1 1

ＳＵＳ製深形ウェザーカバー(網付)

有圧換気扇 ３０ｃｍ×１,８００ｍ3/ｈ×２０Ｐａ 1-100 80 EWF-30BSA2-Q

OA-1 給気口 P-13QR21壁用，φ１００

ＳＵＳ製深形フードφ１００(網付)

－ －

給気口 1－ －OA-2 P-18QR2壁用，φ１５０

ＳＵＳ製深形フードφ１５０(網付)

P-23GLF6給気口OA-3 壁用，φ２００

ＳＵＳ製深形フードφ２００(網付)

－ － 2

シックハウス換気計算

床面積

[㎡] [ｍ]

室容積

[ｍ3]
換気種別

必要換気量

[ｍ3/h]

設計換気量

[ｍ3/h]

換気回数

[回/h]
室　　名

多目的ホール

ラウンジ

事務室

第3種

第3種

第3種

第3種

13

360 (FE-5×1台)

(FE-4)

(FE-2)

255

85

145 (FE-3)

室名 室名

方　式 発熱量(kW) 電気容量(kW)使 用 機 器

ガス

電気

使 用 機 器 方　式 発熱量(kW) 電気容量(kW)

・理論廃ガス量による算定 ・電気容量による算定

・フードの面風速による算定

・フードの面風速による算定

キッチン キッチン

ガス炊飯器

スチ－ムオ-ブンレンジ 1.4

9.34

V=30×0.93×9.34=261m3/h･･･ａ V=30×1.4kW＝42m3/h･･･ｂ

ａ＋ｂ＝261+42＝303m3/h･･･①

鋳物２重コンロ 11.0×2ガス

・理論廃ガス量による算定

V=30×0.93×22=614m3/h･･･①

火気使用室換気計算

99.37

31.83

9.26

調理室 21.09

4.195

平均天井高

3.666

2.643

2.657

416.85715

116.68878

24.47418

56.03613

209

59

29

0.86

2.18

3.47

2.58

フード①(W1.3×D0.7×H0.5)

V=3,600×0.3×1.3×0.7=982.8m3/h･･･②

①,②より大きい数値を必要換気量とする。(982.8m3/h以上)

・使用換気扇：1,000m3/h(FE-6)

・使用換気扇：1,000m3/h(FE-6)

V=3,600×0.3×1.3×0.7=982.8m3/h･･･②

①,②より大きい数値を必要換気量とする。(982.8m3/h以上)

フード②(W1.3×D0.7×H0.5)

ＳＵＳ製深形フードφ２００(網付)
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,
0
0
0
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0

9
0
0

1
,
8
0
0

9
0
0

1
0
,
2
8
0

土間１

ラウンジ屋外デッキ

ラウンジ

事務室

土間２

ポーチ

備品庫

多目的ホール

予備室

多目的ホール屋外デッキ

男ト イレ 女ト イレ調理室
共用ト イレ

多目的ト イレ

2,730 2,730 1,565 1,165 1,365 1,365 1,165 1,565 2,730

7, 025 2, 530 2, 530 4, 295

900

600 150

900

600150

2,730

30,030

1,8203,640

2,730

1,820 9101,8202,150 1,490

2,7302,730

18, 2007, 280 4,550

2,730

脱衣室

シャワー室

収納

空調換気設備　 平面図

フード① ×1 フード② ×1

グリースフィルターグリースフィルター

ステンレス製箱型フード ステンレス製箱型フード

φ 6.35 / φ12.70

番号

①

②

③

  液管 / ガス管

冷媒管サイズ表

φ 9.52 / φ15.88

φ 6.35 / φ 9.52

冷媒管：保温付冷媒用被覆銅管(屋外部:ｽﾘﾑﾀﾞｸﾄ)

【凡例】

R

D ﾄﾞﾚﾝ管：硬質塩化ビニル管 VP

スパイラルダクト

居室の機械換気設備

Af:床面積

[㎡] 占有面積

N:1人当りの
(V=20Af/N)

必要換気量

[m3/h]

室名
設計換気量

[m3/h]
使用機器

3多目的ホール

ラウンジ

663 720

3 255

FE-5×2台

FE-4

FE-5

R

D

R

D

25,③ 25,③

20 20

ACP-1ACP-1

FE-5

20

ACP-2②

R

OA-2

OA-3

OA-3

FE-4

FE-2

φ
1
0
0

φ
1
0
0

FE-2OA-1FE-1FE-1 FE-3FE-3FE-3

ﾌｰﾄﾞ①

ﾌｰﾄﾞ②

寸法：1,300×700×500H 寸法：1,300×700×500H

FE-6

φ200

FE-6

φ
2
0
0

FS-1

99.37

31.83 213
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M
08

シンボルマーク

ＮＯ

寸　　　　　法

間口　 奥行 高サ 排水 給湯 ガス フード
電気 電気

設　　　　　　　備

品　　　　名 備　　　　　考

１φ，１００Ｖ１φ，２００Ｖ３φ，２００Ｖ

電気
給水

消費量

ＫＷ

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

数

冷凍冷蔵庫

作業台

２槽シンク

鋳物２重コンロ

コンロ台

炊飯置台

ガス炊飯器

作業配膳台

収納戸棚

電気ポット

カウンタ－台

６５０ １，９５０

６００ ６００

１，５００ ６００

３３０ １３０ ５２０

１，０００
７００

５６９ ４８５ ４１９

７００ ６００
７００

１，２００ ４４０

９００ ４５０ ８５０

１

２

１

２

１

１

１

１

１

１

１

１

１

５０Ａ×２

５０Ａ×２
１５Ａ×２ １５Ａ×２

ＢＶ付 ＢＶ付

１５Ａ×２１１．０×２

TAD5D090AKWJ1AN

T3ZDAAQ120J138N

NC-HU304

要

要

４８４Ｗ

１．０ＫＷ

RR--400CF

冷凍309L・冷蔵390L

天板ドライ加工

大型ゴミ収納ステンカゴ付

TS-208P

下部引出3個戸棚付

TD4SE0900WN

９１０Ｗ

スチ－ムオ-ブンレンジ NE-UBS10A

下部戸棚付

１．４ＫＷ

１．０ＫＷ

要

作業配膳台 １，５００ ６００

１，５００ ６００

４９４ ４３５ ３０８

６００

３Ｌ

１，０００

１，０００

８５０

８５０

１，０００

１，０００

８５０

８５０

１，０００

１，０００

１，２００

２，１５０

Ａ

１１・収納棚

１１・収納棚

1・冷凍冷蔵庫

2・作業台2・作業台 ３・２槽シンク

４・鋳物2重コンロ

５・コンロ台

1・冷凍冷蔵庫

６・炊飯置台

７・ガス炊飯器

１０・作業配膳台

８・スチ－ムオ-ブンレンジ

９・作業配膳台

Ｄ

１１・収納棚 １３・カウンタ－台

Ｂ Ｂ

1・冷凍冷蔵庫

５・コンロ台 ６・炊飯置台

７・ガス炊飯器
４・鋳物2重コンロ

ダクトφ150現し

天井換気扇(VD-23ZPH13-BL×２台）

フードSUS製

ステンレスフ－ド

ステンレスフ－ド

Ｃ

１２．電気ポット

もう一ヶ所は、反対側

天井換気扇取付点検用
点検口2ヶ所
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